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(57)【要約】
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ

）、（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造を有し、かつ（
ｉｉｉ）水性組成物に不溶であるセルロースを含む組成
物が本明細書に開示されている。さらに、このセルロー
ス材料を合成するセロデキストリンホスホリラーゼ酵素
が開示されている。粘度の改変または膜／コーティング
用途にセルロースを使用する方法も開示されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルロースを含む組成物であって、前記セルロースは、
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）を有し、
　（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造を有し、かつ
　（ｉｉｉ）水性組成物に不溶である、組成物。
【請求項２】
　前記セルロースの前記ＤＰｗは、約１０～約１００である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記セルロースは、配列番号２または配列番号６と少なくとも９０％相同のアミノ酸配
列を含むセロデキストリンホスホリラーゼ酵素の生成物であり、前記酵素の基質はセロデ
キストリンおよびグルコース－１－リン酸を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記酵素によって生成される前記セルロースは、マーセル化または誘導体化プロセスを
受けていない、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　膜またはコーティングである、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記膜またはコーティングは、少なくとも約４ｎｍの一様な厚さを有する、請求項５に
記載の組成物。
【請求項７】
　前記膜またはコーティングは、水性組成物、脂溶性組成物または気体組成物に対して低
透過性を示すか、または非透過性である、請求項５に記載の組成物。
【請求項８】
　前記膜またはコーティングは紙上にある、請求項５に記載の組成物。
【請求項９】
　任意選択により少なくとも約１００ｃＰｓの粘度を有する水性組成物である、請求項１
に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記水性組成物は、コロイド分散液である、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記水性組成物中の前記セルロースの濃度は、約１０ｗｔ％未満である、請求項９に記
載の組成物。
【請求項１２】
　食品、パーソナルケア製品、医薬品、家庭用品または工業用品である、請求項９に記載
の組成物。
【請求項１３】
　前記セルロースは、ＤＭＳＯおよび／またはＤＭＡｃを含む溶媒に可溶である、請求項
１に記載の組成物。
【請求項１４】
　水性組成物の粘度を増大させる方法であって、
　セルロースを前記水性組成物と接触させる工程
を含み、前記セルロースは、前記水性組成物に不溶であり、かつ
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）、および
　（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造
を有し、
　前記水性組成物の粘度は、前記セルロースにより、前記接触工程前の前記水性組成物の
前記粘度と比べて増大される、方法。
【請求項１５】
　前記水性組成物のずり減粘挙動は、前記セルロースにより、前記接触工程前の前記水性
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組成物の前記ずり減粘挙動と比べて増大される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　材料を処理する方法であって、
　（ａ）材料を、セルロースを含む水性組成物と接触させる工程であって、前記セルロー
スは、前記水性組成物に不溶であり、かつ
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）、および
　（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造
を有する、工程と、
　（ｂ）前記水性組成物を乾燥させる工程と
を含み、前記乾燥工程は、前記材料の表面に前記セルロースの被覆を残す、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、国際出願ＰＣＴ／中国特許出願公開第２０１４／０９４５９４号明細書（２０
１４年１２月２３日出願）およびＰＣＴ／中国特許出願公開第２０１４／０９４５９３号
明細書（２０１４年１２月２３日出願）の利益を主張するものであり、いずれも参照によ
りその全体が本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、多糖類の分野に属する。より具体的には、本開示は、低分子量の不溶性セル
ロースおよびその合成のための酵素反応物に関する。本開示はまた、粘度調節および膜形
成などの様々な用途でのセルロースの使用に関する。
【０００３】
電子的手段によって提出された配列表の参照
　配列表の認証謄本が、２０１５年１２月９日作成のＣＬ６３９９ＷＯＰＣＴ２＿Ｓｅｑ
ｕｅｎｃｅＬｉｓｔｉｎｇ＿ＳＴ２５というファイル名の、３９．４キロバイトのサイズ
を有するＡＳＣＩＩフォーマットの配列表としてＥＦＳ－Ｗｅｂを介して電子的に提出さ
れ、本明細書と同時に出願される。このＡＳＣＩＩフォーマットの文書に含まれる配列表
は、本明細書の一部であり、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００４】
　酵素合成または遺伝子工学により、新しい構造多糖類を見出すという要求の高まりから
、研究者は、生分解性でありかつ継続的に供給可能な材料から経済的に製造できる多糖類
を見出した。そのような多糖類の１つが、セルロース、すなわちベータ－１，４－グリコ
シド結合を有することを特徴とするグルカンポリマーである。
【０００５】
　微結晶セルロース（ＭＣＣ）は、有機および無機汚染物質を実質的に含まない、白色、
無臭、無味で比較的自由に流動する結晶性粉末である。それは、繊維質の植物材料（例え
ば、木材）からパルプとして得られるアルファセルロースを、通常、鉱酸で加水分解する
ことによって得られる、精製されかつ部分的に解重合されたセルロースである。ＭＣＣは
、セルロース材料の非晶質（繊維状セルロース）領域を除去することによって得られる結
晶性一次凝集体からなる高結晶性の粒子状セルロースである。ＭＣＣは、食品、医薬品お
よび化粧品などの様々な用途に使用される。ＭＣＣが様々な用途に使用されているにもか
かわらず、この種のセルロースの製造は困難かつ高価である。また、ＭＣＣの活性化には
高い剪断を必要とする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　様々な用途でその潜在的有用性を示す新しい形態のセルロースを開発することが要望さ
れている。新規の酵素法の開発は、新しい型のセルロース材料を製造するうえで有用な手
段になるであろう。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一実施形態において、本開示は、セルロースを含む組成物であって、セルロースが、
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）を有し、
　（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造を有し、かつ
　（ｉｉｉ）水性組成物に不溶である、組成物に関する。
【０００８】
　他の実施形態では、セルロースのＤＰｗは、約１０～約１００である。
【０００９】
　他の実施形態では、セルロースは、配列番号２または配列番号６と少なくとも９０％相
同のアミノ酸配列を含むセロデキストリンホスホリラーゼ酵素の生成物であり、その酵素
の基質はセロデキストリンおよびグルコース－１－リン酸を含む。他の実施形態では、酵
素によって生成されるセルロースは、マーセル化または誘導体化プロセスを受けていない
。
【００１０】
　他の実施形態では、組成物は、膜またはコーティングである。他の実施形態では、膜ま
たはコーティングは、少なくとも約４ｎｍの一様な厚さを有する。他の実施形態では、膜
またはコーティングは、水性組成物、脂溶性組成物または気体組成物に対して低透過性を
示すか、または非透過性である。他の実施形態では、膜またはコーティングは紙上にある
。
【００１１】
　他の実施形態では、組成物は、任意選択により少なくとも約１００ｃＰｓの粘度を有す
る水性組成物である。他の実施形態では、水性組成物は、コロイド分散液である。他の実
施形態では、水性組成物中のセルロースの濃度は、約１０ｗｔ％未満である。他の実施形
態では、組成物は、食品、パーソナルケア製品、医薬品、家庭用品または工業用品である
。
【００１２】
　他の実施形態では、セルロースは、ＤＭＳＯおよび／またはＤＭＡｃを含む溶媒に可溶
である。
【００１３】
　他の実施形態では、本開示は、水性組成物の粘度を増大させる方法に関する。この方法
は、セルロースを水性組成物と接触させる工程を含み、セルロースは、水性組成物に不溶
であり、かつ（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）、および（ｉｉ）セ
ルロースＩＩ型結晶構造を有する。接触工程は、水性組成物の粘度を接触工程前の水性組
成物の粘度と比べて増大させる。この方法のある実施形態では、水性組成物のずり減粘挙
動は、セルロースにより、接触工程前の水性組成物のずり減粘挙動と比べて増大される。
【００１４】
　他の実施形態では、本開示は、材料を処理する方法に関する。この方法は、（ａ）材料
を、セルロースを含む水性組成物と接触させる工程であって、セルロースが、水性組成物
に不溶であり、かつ（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）、および（ｉ
ｉ）セルロースＩＩ型結晶構造を有する、工程と、（ｂ）水性組成物を乾燥させる工程と
を含み、乾燥工程は、材料の表面にセルロースの被覆を残す。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１Ａ】原子間力顕微鏡法（ＡＦＭ）を使用して、ルミノコッカス・チャンパネレンス
（Ｒ．ｃｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）セロデキストリンホスホリラーゼ酵素により合
成された不溶性セルロースのコロイド分散液を乾燥して作製された薄膜を分析した。シー
ト構造の厚さは約５ｎｍである。実施例４を参照。
【図１Ｂ】原子間力顕微鏡法（ＡＦＭ）を使用して、ビブリオ・ルバー（Ｖ．ｒｕｂｅｒ
）セロデキストリンホスホリラーゼ酵素により合成された不溶性セルロースのコロイド分
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散液を乾燥して作製された薄膜を分析した。シート構造の厚さは約４．８ｎｍである。実
施例４を参照。
【図２】ルミノコッカス・チャンパネレンス（Ｒ．ｃｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）セ
ロデキストリンホスホリラーゼ（青色ダイヤモンド形、試料１、２．５ｗｔ％（水中））
、またはビブリオ・ルバー（Ｖ．ｒｕｂｅｒ）セロデキストリンホスホリラーゼ（赤色四
角、試料２、１．７ｗｔ％（水中））により合成された不溶性セルロース材料のコロイド
分散液について測定された粘度対剪断速度である。実施例４を参照。
【図３】ルミノコッカス・チャンパネレンス（Ｒ．ｃｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）セ
ロデキストリンホスホリラーゼ（２．５ｗｔ％（水中））、またはビブリオ・ルバー（Ｖ
．ｒｕｂｅｒ）セロデキストリンホスホリラーゼ（１．７ｗｔ％（水中））により合成さ
れた不溶性セルロース材料のコロイド分散液について測定された粘度と比較した、種々の
商業的に入手可能な水溶性多糖類（カルボキシメチルセルロース［ＣＭＣ］およびスクレ
ログルカン）の水中での粘度である。ＤＰｗ３２００および２０００のＣＭＣはＣＰ　Ｋ
ｅｌｃｏ製であり、ＤＰｗ５０、３６０および１２００のＣＭＣは、ＣＰ　Ｋｅｌｃｏ製
のＦＩＮＮＦＩＸという商標名のＣＭＣであった。スクレログルカンはＣａｒｇｉｌｌ（
ＡＣＴＩＧＵＭ）製であった。粘度は、１０　１／ｓの剪断速度での測定を報告する。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
【表１】

【００１７】
　引用する全ての特許文献および非特許文献の開示内容は、参照によりその全体が本明細
書に組み込まれる。
【００１８】
　別段の開示がなされていなければ、本明細書で使用される用語「１つの（ａ）］および
「１つの（ａｎ）」は、１つ以上の（すなわち、少なくとも１つの）参照されるものを包
含するものとする。
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【００１９】
　存在する場合、特に明記されていなければ、全ての範囲は包括的かつ結合可能である。
例えば、「１～５」と記載されているとき、記載範囲は「１～４」、「１～３」、「１～
２」、「１～２および４～５」、「１～３および５」などの範囲を含むと解釈されるべき
である。
【００２０】
　用語「セロデキストリンホスホリラーゼ」、「セロデキストリンホスホリラーゼ酵素」
などは、本明細書では同義語として使用される。セロデキストリンホスホリラーゼは、Ｅ
ｎｚｙｍｅ　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ（ＥＣ）番号２．４．１．４９のものであり、ＣＡＺ
ｙ（糖質関連酵素）データベースによれば、グリコシルヒドロラーゼファミリー９４（Ｇ
Ｈ９４）に属する。セロデキストリンホスホリラーゼは可逆的にアルファ－Ｄ－グルコー
ス－１－リン酸およびセロデキストリン（基質）からのセルロースおよび遊離リン酸（生
成物）の合成を触媒することができる。そのような反応は、グルコース－１－リン酸＋（
１，４－ベータ－Ｄ－グルコシル）ｎ－１→（１，４－ベータ－グルコシル）ｎ＋リン酸
と記述することができ、「（１，４－ベータ－Ｄ－グルコシル）ｎ－１」はセロデキスト
リンであり、「（１，４－ベータ－グルコシル）ｎ」はセルロースである。本明細書に記
載のある態様では、セロデキストリンホスホリラーゼは、水性組成物に不溶な低分子量の
セルロース（例えば、ＤＰｗが１０～３０）を合成することができる。本明細書に記載の
ある態様では、セロデキストリンホスホリラーゼは、配列番号２または６と少なくとも９
０％相同のアミノ酸配列を含む。
【００２１】
　「セルロース」という用語は、ベータ－１，４－結合Ｄ－グルコースモノマー単位の直
鎖を有するグルカン多糖類を指す。セルロースは、任意選択により（１，４－ベータ－Ｄ
－グルコシル）ｎと表され得る。ここで、ｎは本明細書で開示の低分子量セルロースのＤ
Ｐｗ値と同じ値（例えば、１０～３０）であり得る。本明細書では、「グルカン」という
用語は、グリコシド結合の１種である、グルコシド結合により結合したＤ－グルコースモ
ノマーの多糖を指す。
【００２２】
　本明細書では、「セルロースＩＩ型構造」、「セルロースＩＩ型結晶構造」、「セルロ
ースＩＩ型」などは、同義語として使用される。セルロースＩＩ型構造は、例えばＫｏｌ
ｐａｋ　ａｎｄ　Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ（Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　９：２７３－２
７８）およびＫｒｏｏｎ－Ｂａｔｅｎｂｕｒｇ　ａｎｄ　Ｋｒｏｏｎ（Ｇｌｙｃｏｃｏｎ
ｊｕｇａｔｅ　Ｊ．１４：６７７－６９０）で報告されており、いずれも参照により本明
細書に組み込まれる。セルロースＩＩ型構造を特徴付ける支配的な水素結合は、Ｏ２－Ｈ
－－－Ｏ６、Ｏ６－Ｈ－－－Ｏ６およびＯ２－Ｈ－－－Ｏ２であるが、セルロースＩ型は
支配的な水素結合としてＯ２－Ｈ－－－Ｏ６を有する。セルロースＩＩ型の構造は、鎖の
折り畳みを含み、解くのは困難である。セルロースＩＩ型は逆平行鎖を含むが、対照的に
セルロースＩ型の鎖は平行である。
【００２３】
　本明細書では、「グリコシド結合（ｌｉｎｋａｇｅ）」、「グリコシド結合（ｂｏｎｄ
）」などの用語は同義語として使用され、炭水化物分子を他の炭水化物分子に結合する共
有結合を指す。「グルコシド結合（ｌｉｎｋａｇｅ）」、「グルコシド結合（ｂｏｎｄ）
」などの用語は同義語として使用され、グルカン中の２つのグルコース分子間のグリコシ
ド結合を指す。本明細書で使用する「ベータ－１，４－グルコシド結合」という用語は、
グルカン中の隣接するグルコース分子の炭素１および４を介してグルコース分子を互いに
結合する共有結合を指す。
【００２４】
　本明細書では、セルロースのグリコシド結合プロファイルは、当該技術分野で知られて
いる任意の方法を使用して決定することができる。例えば、結合プロファイルは、核磁気
共鳴（ＮＭＲ）分光法を使用する方法（例えば、１３Ｃ　ＮＭＲまたは１Ｈ　ＮＭＲ）に
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より決定することができる。使用可能なこれらの方法および他の方法は、Ｆｏｏｄ　Ｃａ
ｒｂｏｈｙｄｒａｔｅｓ：Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅ
ｓ，ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ（Ｓ．Ｗ．Ｃｕｉ．Ｅｄ，Ｃｈａｐｔｅｒ　３，
Ｓ．Ｗ．Ｃｕｉ，Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｓａｃｃｈ
ａｒｉｄｅｓ，Ｔａｙｌｏｒ＆Ｆｒａｎｃｉｓ　Ｇｒｏｕｐ　ＬＬＣ，Ｂｏｃａ　Ｒａｔ
ｏｎ，ＦＬ，２００５）に開示されており、この文献は参照により本明細書に組み込まれ
る。
【００２５】
　本明細書では、セルロースなどのサッカライドポリマーの「分子量」は、数平均分子量
（Ｍｎ）として、または重量平均分子量（Ｍｗ）として表すことができ、その単位はダル
トンまたはグラム／モルである。あるいは、分子量は、ＤＰｗ（重量平均重合度）または
ＤＰｎ（数平均重合度）として表すことができる。当該技術分野では、高圧液体クロマト
グラフィー（ＨＰＬＣ）、サイズ排除クロマトグラフィー（ＳＥＣ）、またはゲル浸透ク
ロマトグラフィー（ＧＰＣ）を用いる、これらの分子量測定値を算出する各種の手段が知
られている。
【００２６】
　本明細書で使用される「セロデキストリン」という用語は、２つ以上のベータ－１，４
－結合グルコースモノマーの長さを有する、１種以上のグルコースポリマーを指す。セロ
デキストリンは、通常、セルロースの（酵素）加水分解により生成される。「セロビオー
ス」は、のベータ－１，４－結合グルコースモノマーを含むセロデキストリンの１種であ
る（すなわち、セロビオースは二糖類の１種である）。
【００２７】
　本明細書で使用される「グルコース－１－リン酸」（Ｇ１Ｐ）は、１－炭素にリン酸基
を有するグルコース分子を指す。本明細書に記載のＧ１Ｐはアルファ－Ｄ－グルコース－
１－リン酸であり得る。
【００２８】
　「酵素反応」、「セロデキストリンホスホリラーゼ反応」などの用語は、本明細書では
同義語として使用され、特に明記されていなければ、セロデキストリンホスホリラーゼ酵
素によりなされる反応を指す。酵素反応物は、一般に、水、グルコース－１－リン酸およ
びセロデキストリン（例えば、セロビオース）、ならびに任意選択により他の成分を含む
溶液中に、少なくとも１種の活性なセロデキストリンホスホリラーゼ酵素を含む溶液を指
す。水、グルコース－１－リン酸、セロデキストリンおよびセロデキストリンホスホリラ
ーゼ酵素の接触工程が行われるのは、セロデキストリンホスホリラーゼ反応物においてで
ある。「適切な反応条件下で」などの用語は、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素の活
性により、基質を低分子量の不溶性セルロースへ変換するのを支える反応条件を指す。本
明細書に記載のセロデキストリンホスホリラーゼ反応物は天然には存在しない。セロデキ
ストリンホスホリラーゼ反応物が不溶性セルロースを生成すると、そのようなセルロース
が溶液外に存在することは理解されよう。
【００２９】
　本明細書で使用される「対照」酵素反応物は、例えば、配列番号２または６と少なくと
も９０％相同のアミノ酸配列を含まないセロデキストリンホスホリラーゼを用いる反応物
を指し得る。対照反応溶液の他の全ての特徴（例えば、基質濃度、温度、ｐＨ、時間）は
、それと比較される反応物と同じにすることができる。
【００３０】
　本明細書で使用される「第２の反応物」は、セロデキストリンホスホリラーゼ反応物（
「第１の反応物」）に追加され、第１の反応物にＧ１Ｐ基質を提供する反応物を指す。
【００３１】
　Ｐｉと表記し得る「無機ホスフェート」は、溶液中における遊離リン酸イオンを指し、
種々のリン酸エステルにおいて結合しているリン酸とは区別される。
【００３２】
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　「Ｇ１Ｐ－生成酵素」は、少なくとも１種の生成物がＧ１Ｐである生成物の合成を触媒
する酵素を指し得る。Ｇ１Ｐ生成酵素の例としては、デンプンホスホリラーゼ、スクロー
スホスホリラーゼおよびセロデキストリンホスホリラーゼ（上記反応を逆方向に触媒する
場合、すなわちセルロースの加水分解）が挙げられる。
【００３３】
　本明細書で使用される「デンプンホスホリラーゼ」は、ＥＣ番号２．４．１．１のもの
であり、デンプンおよび無機リン酸からグルコース－１－リン酸への変換を触媒すること
ができる。そのような反応は、以下のように記述することもできる：（１，４－アルファ
－Ｄ－グルコシル）ｎ＋リン酸→（１，４－アルファ－Ｄ－グルコシル）ｎ－１＋アルフ
ァ－Ｄ－グルコース－１－リン酸（但し、「（１，４－アルファ－Ｄ－グルコシル）ｎ」
はデンプンを指す）。
【００３４】
　本明細書で使用される「デンプン脱分岐酵素」は、デンプンの分岐点である１，６－ア
ルファ－Ｄ－グルコシド結合の加水分解を触媒することができる酵素を指す。本明細書に
記載のデンプン脱分岐酵素の例としては、プルラナーゼおよびイソアミラーゼが挙げられ
る。本明細書で使用される「プルラナーゼ」は、ＥＣ番号３．２．１．４１のものである
。本明細書で使用される「イソアミラーゼ」は、ＥＣ番号３．２．１．６８のものである
。
【００３５】
　本明細書では、「スクロース」という用語は、α－１，２－グリコシド結合により結合
した、アルファ－Ｄ－グルコース分子およびベータ－Ｄ－フルクトース分子からなる非還
元性二糖類を指す。スクロースは、通常、食卓砂糖として知られている。
【００３６】
　本明細書で使用される「スクロースホスホリラーゼ」は、ＥＣ番号２．４．１．７のも
のであり、スクロースおよびリン酸からフルクトースおよびＧ１Ｐへの変換を触媒するこ
とができる。そのような反応は、以下のように記述することもできる：スクロース＋リン
酸→フルクトース＋アルファ－Ｄ－グルコース－１－リン酸。
【００３７】
　本明細書では、「セルロース系バイオマス」、「セルロース含有バイオマス」などは同
義語として使用され、食品成分または醗酵基質として直接使用することができない、植物
の構造部分（例えば、木部、茎）を含む材料を指す。
【００３８】
　本明細書では、「エンドグルカナーゼ」および「ベータ－１，４－エンドグルカナーゼ
」は同義語として使用され、セルロース鎖の内部結合を切断し、セルロース鎖をより短く
することができる酵素を指す。そのようなより短い鎖は、上記反応を逆向きに触媒する場
合（すなわち、セルロースの加水分解）には、セロデキストリンホスホリラーゼにとって
適切な基質となる。
【００３９】
　「体積パーセント（ｐｅｒｃｅｎｔ　ｂｙ　ｖｏｌｕｍｅ）」、「体積パーセント（ｖ
ｏｌｕｍｅ　ｐｅｒｃｅｎｔ）」、「ｖｏｌ％」、「ｖ／ｖ％」などの用語は、本明細書
では同義語として使用される。溶液中の溶質の体積パーセントは、次式を用いて決定する
ことができる：［（溶質の体積）／（溶液の体積）］×１００％。
【００４０】
　「重量パーセント（ｐｅｒｃｅｎｔ　ｂｙ　ｗｅｉｇｈｔ）」、「重量パーセント（ｗ
ｅｉｇｈｔ　ｐｅｒｃｅｎｔａｇｅ）（ｗｔ％）」、「重量－重量パーセント（％ｗ／ｗ
）」などは、本明細書では同義語として使用される。物質の重量パーセントは、物質が組
成物、混合物または溶液中に含まれる際の質量基準のパーセントを指す。
【００４１】
　本明細書で使用される「増加した」という用語は、増加した量または活性が比較される
量または活性より、少なくとも約１％、２％、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９
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％、１０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９
％、２０％、５０％、１００％または２００％多い量または活性を指し得る。本明細書で
は、「増加した」、「高められた」、「優れた」、「より大きい」、「改善された」など
の用語は同義語として使用される。
【００４２】
　本明細書では、「ポリヌクレオチド」、「ポリヌクレオチド配列」、「核酸配列」など
の用語は同義語として使用される。これらの用語はヌクレオチド配列などを包含する。ポ
リヌクレオチドは、任意選択により、合成の、非天然の、または改変されたヌクレオチド
塩基を含有する、一本鎖または二本鎖のＤＮＡポリマーまたはＲＮＡポリマーであり得る
。ポリヌクレオチドは、ｃＤＮＡ、ゲノムＤＮＡ、合成ＤＮＡまたはこれらの混合物の１
つ以上のセグメントから構成され得る。
【００４３】
　本明細書で使用される「遺伝子」という用語は、コード領域からＲＮＡ（ＲＮＡはＤＮ
Ａポリヌクレオチド配列から転写される）を発現するポリヌクレオチド配列を指し、この
ＲＮＡはメッセンジャーＲＮＡ（タンパク質をコードする）または非タンパク質コードＲ
ＮＡであり得る。遺伝子はコード領域のみを指し得、コード領域の上流および／または下
流の調節配列（例えば、プロモーター、５’－非翻訳領域、３’－転写終結領域）を含み
得る。本明細書では、タンパク質をコードするコード領域を、また、「オープンリーディ
ングフレーム」（ＯＲＦ）と呼び得る。「天然の」または「内在性の」遺伝子は、それ自
体の調節配列とともに天然に見出されたままの遺伝子を指し；そのような遺伝子は宿主細
胞のゲノムの本来の場所に位置する。「キメラ」遺伝子は、天然には一緒に見出されるこ
とがない（すなわち、調節領域およびコード領域は互いに非相同である）調節配列および
コード配列を含む、天然遺伝子でない遺伝子を指す。したがって、キメラ遺伝子は、異な
る起源から誘導される調節配列およびコード配列、または同一起源から誘導される調節配
列およびコード配列を含み得るが、天然に見出されるのと異なる方法で配置される。「外
来」または「異種」遺伝子は、遺伝子導入によって宿主有機体に導入された遺伝子を指す
。外来／異種遺伝子は、非天然有機体に挿入された天然遺伝子、天然宿主の新たな場所に
導入された天然遺伝子、またはキメラ遺伝子を含むことができる。本明細書で開示される
ある態様では、ポリヌクレオチド配列は異種である。「導入遺伝子」は、遺伝子導入手順
（例えば、形質転換）によりゲノムに導入された遺伝子である。「コドン最適化」オープ
ンリーディングフレームは、宿主細胞の好ましいコドン使用頻度を模倣するよう設計され
たコドン使用頻度を有する。
【００４４】
　本明細書に記載の細胞または有機体に含まれる「非天然の」アミノ酸配列またはポリヌ
クレオチド配列は、そのような細胞または有機体の天然の（自然の）カウンターパート中
では生じない。
【００４５】
　本明細書で使用される「調節配列」は、遺伝子の転写開始部位の上流に位置するヌクレ
オチド配列（例えば、プロモーター）、５’非翻訳領域、イントロンおよび３’非コード
領域を指し、遺伝子から転写されるＲＮＡの転写、プロセシングもしくは安定性、および
／または翻訳に影響を及ぼし得る。本明細書に記載の調節配列としては、プロモーター、
エンハンサー、サイレンサー、５’非翻訳リーダー配列、イントロン、ポリアデニル化認
識配列、ＲＮＡプロセシング部位、エフェクター結合部位、ステムループ構造、および遺
伝発現の調節に関与する他の要素が挙げられる。本明細書に記載の１種以上の調節エレメ
ント（例えば、プロモーター）は、本明細書では、コード領域に対して異種であり得る。
【００４６】
　本明細書で使用される「機能可能に結合される」という用語は、一方の機能が他方によ
り影響されるような２つ以上の核酸配列の結合を指す。例えば、プロモーターがコード配
列の発現に影響を及ぼすことができるとき、それはコード配列に機能可能に結合している
。すなわち、コード配列はプロモーターの転写調節下にある。コード配列は、例えば、１



(10) JP 2018-512109 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

つ（例えば、プロモーター）またはそれを超える（例えば、プロモーターおよびターミネ
ーター）調節配列と機能可能に結合することができる。
【００４７】
　「組み換え」という用語は、プラスミド、ベクターまたはコンストラクトなどのＤＮＡ
配列を特徴付けるために本明細書で使用されるとき、そうしなければ配列の２つの別々の
セグメントであったものを、例えば化学合成により、および／または核酸の分離したセグ
メントを遺伝子工学の手法で操作することにより人工的に組み合わせることを指す。本明
細書に記載の、組み換えコンストラクト／ベクターを調製する方法は、例えばＪ．Ｓａｍ
ｂｒｏｏｋ　ａｎｄ　Ｄ．Ｒｕｓｓｅｌｌ（Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｃｌｏｎｉｎｇ：Ａ　
Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｍａｎｕａｌ，３ｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎ
ｇ　Ｈａｒｂｏｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｐｒｅｓｓ，Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｈａ
ｒｂｏｒ，ＮＹ，２００１）；Ｔ．Ｊ．Ｓｉｌｈａｖｙ　ｅｔ　ａｌ．（Ｅｘｐｅｒｉｍ
ｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　Ｇｅｎｅ　Ｆｕｓｉｏｎｓ，Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｈａｒｂｏ
ｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｐｒｅｓｓ，Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｈａｒｂｏｒ，ＮＹ
，１９８４）；およびＦ．Ｍ．Ａｕｓｕｂｅｌ　ｅｔ　ａｌ．（Ｓｈｏｒｔ　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌｓ　ｉｎ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ，５ｔｈ　Ｅｄ．Ｃｕｒｒｅｎｔ
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．，ＮＹ，２
００２）により記載される、標準組換えＤＮＡおよび分子クローニング技術に従って行う
ことができる。
【００４８】
　本明細書で使用される「形質転換」という用語は、任意の方法により核酸分子を宿主有
機体または宿主細胞に移行させることを指す。有機体／細胞に形質転換された核酸分子は
、有機体／細胞中で自律的に複製するもの、有機体／細胞のゲノムに組み込まれるもの、
または複製もしくは組み込みされずに細胞内に一時的に存在するものであり得る。形質転
換に適した核酸分子の非限定的な例は、プラスミドおよび直鎖状ＤＮＡ分子など、本明細
書に開示されている。形質転換核酸配列を含有する、本明細書に記載の宿主有機体／細胞
は、例えば、「トランスジェニックの」、「組み換えの」、「形質転換されている」、遺
伝子操作されている、「形質転換体」、および／または「外因性遺伝子発現のために改変
され」ていると称することができる。
【００４９】
　ポリヌクレオチド配列またはポリペプチド配列に関して、本明細書で使用される「配列
相同性」または「相同性」という用語は、特定の比較窓上で最大の一致が得られるよう整
列させたときに同一である２つの配列中の核酸塩基またはアミノ酸残基を指す。したがっ
て、「配列相同性のパーセント」または「パーセント相同性」は、比較窓上で最適に整列
させた２つの配列を比較することにより決定された値を指すが、比較窓内のポリヌクレオ
チドまたはポリペプチドの配列部分は、２つの配列の最適なアライメントのために参照配
列（これは付加または欠失を含まない）と比較すると、付加または欠失（すなわちギャッ
プ）を含み得る。パーセントは、両配列で同じ核酸塩基またはアミノ酸残基が存在する位
置の数を決定して、一致した位置の数を得、その一致した位置の数を比較窓内の位置の総
数で除し、かつその結果に１００を乗じて、配列相同性のパーセントを得ることにより算
出することができる。ＤＮＡ配列とＲＮＡ配列との間の配列相同性を計算するとき、ＤＮ
Ａ配列のＴ残基は、ＲＮＡ配列のＵ残基と合致し、したがってＲＮＡ配列のＵ残基と「同
一である」と見なし得ることは理解されよう。第１および第２のポリヌクレオチドの「パ
ーセント相補性」を決定する目的では、これは、（ｉ）例えば、第１のポリヌクレオチド
と第２のポリヌクレオチドとの相補配列間のパーセント相同性（逆も同じ）、および／ま
たは（ｉｉ）標準的なワトソン・クリック塩基対を形成するであろう第１および第２のポ
リヌクレオチド間の塩基のパーセントを決定することにより得ることができる。
【００５０】
　オンラインにより全米バイオテクノロジー情報センター（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔ
ｅｒ　ｆｏｒ　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）（ＮＣＢＩ）ウ
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ェブサイトで利用できるＢａｓｉｃ　Ｌｏｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　Ｓｅａｒｃｈ　
Ｔｏｏｌ（ＢＬＡＳＴ）のアルゴリズムが、例えば、本明細書で開示される、２つ以上の
ポリヌクレオチド配列（ＢＬＡＳＴＮアルゴリズム）またはポリペプチド配列（ＢＬＡＳ
ＴＰアルゴリズム）間のパーセント相同性を測定するために使用することができる。ある
いは、配列間のパーセント相同性は、Ｃｌｕｓｔａｌアルゴリズム（例えば、Ｃｌｕｓｔ
ａｌＷ、ＣｌｕｓｔａｌＶ、またはＣｌｕｓｔａｌ－Ｏｍｅｇａ）を使用して行うことが
できる。Ｃｌｕｓｔａｌアライメント法を使用するマルチプルアライメントでは、既定値
はＧＡＰ　ＰＥＮＡＬＴＹ＝１０およびＧＡＰ　ＬＥＮＧＴＨ　ＰＥＮＡＬＴＹ＝１０に
対応し得る。Ｃｌｕｓｔａｌ法を使用するペアワイズ整列およびタンパク質配列のパーセ
ント相同性計算のための既定のパラメータは、ＫＴＵＰＬＥ＝１、ＧＡＰ　ＰＥＮＡＬＴ
Ｙ＝３、ＷＩＮＤＯＷ＝５およびＤＩＡＧＯＮＡＬＳ　ＳＡＶＥＤ＝５であり得る。核酸
では、これらのパラメータは、ＫＴＵＰＬＥ＝２、ＧＡＰ　ＰＥＮＡＬＴＹ＝５、ＷＩＮ
ＤＯＷ＝４およびＤＩＡＧＯＮＡＬＳ　ＳＡＶＥＤ＝４であり得る。あるいはさらに、配
列間のパーセント相同性は、ＢＬＯＳＵＭマトリックス（例えば、ＢＬＯＳＵＭ６２）を
使用し、ＧＡＰ　ＯＰＥＮ＝１０、ＧＡＰ　ＥＸＴＥＮＤ＝０．５、ＥＮＤ　ＧＡＰ　Ｐ
ＥＮＡＬＴＹ＝ｆａｌｓｅ、ＥＮＤ　ＧＡＰ　ＯＰＥＮ＝１０、ＥＮＤ　ＧＡＰ　ＥＸＴ
ＥＮＤ＝０．５などのパラメータでＥＭＢＯＳＳアルゴリズム（例えばｎｅｅｄｌｅ）を
使用して行い得る。
【００５１】
　種々のポリペプチドアミノ酸配列およびポリヌクレオチド配列が、ある態様の特徴とし
て本明細書で開示されている。本明細書で開示される配列に対して少なくとも約７０～８
５％、８５～９０％または９０％～９５％相同である、これらの配列の変異型を使用する
ことができる。あるいは、変異型アミノ酸配列またはポリヌクレオチド配列は、本明細書
で開示される配列に対して少なくとも７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％
、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％
、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％
、９６％、９７％、９８％または９９％の相同性を有することができる。変異型アミノ酸
配列またはポリヌクレオチド配列は、開示した配列と同一の機能／活性、または開示した
配列の少なくとも約８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％
、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％
、９８％、９９％の機能／活性を有することができる。メチオニンで始まらない、本明細
書に開示のポリペプチドアミノ酸配列はいずれも、通常、アミノ酸配列のＮ末端に少なく
とも開始メチオニンをさらに含むことができる。メチオニンで始まる、本明細書に開示の
ポリペプチドアミノ酸配列はいずれも、任意選択により、このメチオニン残基なしで考え
ることができる（すなわち、ポリペプチド配列は、配列のＣ－末端残基の２位の残基に関
して参照することができる）。
【００５２】
　本明細書で使用される「分離された」という用語は、完全にまたは部分的に精製された
任意の細胞成分（例えば、ポリヌクレオチド、ポリペプチド）またはセルロース物質を指
す。いくつかの例では、分離されたポリヌクレオチド、ポリペプチドまたはセルロース材
料は、より大きい組成物、バッファ系または試薬混合物の一部である。例えば、分離され
たポリヌクレオチドまたはポリペプチド分子は、細胞または有機体の内部に異種的に含ま
れ得る。そのような異種構成要素および／または１つ以上の遺伝子欠失を含む細胞または
有機体は、天然には存在しない。他の例には、分離されたセロデキストリンホスホリラー
ゼ酵素または反応物がある。本明細書に記載のセルロース組成物、ならびにこれらの組成
物を製造するために使用される酵素および反応物は、合成物／人工物であり、かつ／また
は天然では存在しないと考えられる特性を示す。
【００５３】
　本明細書に記載の「水性組成物」は、例えば、少なくとも約１０ｗｔ％の水を含む液体
成分を有す。水性組成物の例としては、例えば、混合物、溶液、分散液（例えば、コロイ
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ド分散液）、懸濁物および乳化物が挙げられる。ある実施形態では、水性組成物は、本明
細書に開示されている不溶性セルロースを含むことができ、この場合、セルロースが不溶
性であるとすると、水性組成物は、任意選択により、液体中固体組成物と見なすことがで
きる。
【００５４】
　本明細書で使用されるとき、「コロイド分散液」という用語は、分散相および分散媒体
を有する不均一系を、すなわち、微視的に分散した不溶性粒子が別の物質（例えば、水ま
たは水性溶液などの水性組成物）全体に懸濁していることを指す。本明細書に記載のコロ
イド分散液の例は、親水コロイドである。親水コロイドなどのコロイド分散液の粒子の全
てまたは一部は、本開示のセルロースを含むことができる。「ディスパーサント」および
「分散剤」という用語は、本明細書では、同義語として使用され、分散液の生成および／
または安定性を促進する物質を指す。
【００５５】
　「親水コロイド」および「ハイドロゲル」という用語は、本明細書では、同義語として
使用される。親水コロイドは、水または水性溶液が分散媒体であるコロイド系を指す。
【００５６】
　「水性溶液」という用語は、本明細書では、溶媒が水を含む溶液を指す。水性溶液は、
本明細書に記載のある態様では、ディスパーサントとしての役割を果たし得る。ある実施
形態では、セルロースは、水性溶液に分散または混合することができる。
【００５７】
　本明細書で使用される「粘度」という用語は、親水コロイドなどの流体または水性組成
物の、それを流れさせようとする力に抵抗する程度の測定値を指す。本明細書で使用する
ことができる粘度の各種単位としては、センチポアズ（ｃＰｓ）およびパスカル－秒（Ｐ
ａ・ｓ）が挙げられる。センチポアズはポアズの１００分の１であり、１ポアズは０．１
００ｋｇ・ｍ－１・ｓ－１、または１ｍＰａ・ｓである。したがって、本明細書で使用さ
れる「粘度モディファイアー」、「粘度調節剤」などの用語は、流体または水性組成物の
粘度を変化／調節することができる任意のものを指す。
【００５８】
　本明細書で使用される「ずり減粘挙動」という用語は、剪断速度が増大するときの、水
性組成物の粘度の減少を指す。「剪断速度」は、本明細書では、水性組成物に進行的な剪
断変形が加えられる速度を指す。剪断変形は、例えば、回転により加えることができる。
【００５９】
　水性組成物の粘度を増加させる方法に関して、本明細書で使用される「接触」という用
語は、水性組成物に本開示のセルロースを取り込むことにつながるあらゆる作用を指す。
接触は、例えば、混合、振盪または均質化など、当該技術分野で知られている任意の手段
により行うことができる。
【００６０】
　本明細書で使用される「ＤＭＳＯ」はジメチルスルホキシドを指し、これは式（ＣＨ３

）２ＳＯで表される。
【００６１】
　本明細書で使用される「ＤＭＡｃ」はＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミドを指し、これは式
ＣＨ３ＣＯＮ（ＣＨ３）２の化学式で表される。
【００６２】
　本明細書では、「マーセル化」、「マーセル化プロセス」などの用語は同義語として使
用され、セルロース材料を、通常水酸化ナトリウムを含む苛性アルカリ条件下で処理する
プロセスを指す。本明細書中のある態様で開示されるセルロースは、マーセル化されてい
ない。
【００６３】
　本明細書では、「誘導体化」、「誘導体化プロセス」などの用語は、同義語として使用
され、１つ以上のセルロース－ＯＨ基の水素の異なる部分／官能基（例えば、カルボキシ
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メチル基）による置換を導く条件下で、セルロース物質を処理するプロセスを指す。本明
細書中のある実施形態で開示されるセルロースは、誘導体化されていない。
【００６４】
　本明細書で使用される「膜」という用語は、薄い視覚的に連続した物質を指す。膜は材
料の上に薄層またはコーティングとして構成されてもよく、また、単独であってもよい（
例えば、材料表面に付着していない）。本明細書で使用される「コーティング」は材料表
面を覆う薄層を指す。
【００６５】
　本明細書に記載の膜またはコーティングを特徴付けるために使用される「一様な厚さ」
という用語は、（ｉ）膜／コーティングの全領域の少なくとも２０％であり、かつ（ｉｉ
）厚さの標準偏差が、例えば、約５０ｎｍ未満である連続領域を指し得る。
【００６６】
　本明細書に記載の膜またはコーティングは、特定の物質に対して「低透過性」であると
特徴付けることができる（その物質に対する膜／コーティングの透過性が、対象の技術分
野で一般に割り当てられている閾値未満である場合）。説明のために、ＳＭＣ（スーパー
マルチコート）剥離膜の分野では、スチレン透過性の閾値は、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｉｎｓ
ｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒ，５３ｒｄ　Ｎａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｍｅｅｔｉｎｇ，Ｐｒｅｐｒｉｎｔ　Ｎｏ．３２ｄ（Ｂｉｘｌｅｒ　ａｎｄ　Ｍｉｃ
ｈａｅｌｓ，１９６４）に記載の方法を用いた測定で、２００×１０－９ｇ　ｃｍ／ｃｍ
２／ｈである。膜またはコーティングは、長時間（例えば、１日以上）にわたって特定の
物質を通過させない場合、その物質に対して「不透過性」であると特徴付けることができ
る。
【００６７】
　本明細書では「衣類」、「織布」、「布」などの用語は、天然および／または人造繊維
の網状構造を有する織物材料を指す同義語として使用される。そのような繊維は、例えば
、糸またはヤーンであり得る。
【００６８】
　本明細書に記載の「衣類ケア組成物」は、何らかの方法で衣類を処理するのに適した組
成物である。そのような組成物の例としては、洗濯洗剤および衣類用柔軟剤が挙げられる
。
【００６９】
　「強力洗剤」、「万能洗剤」などの用語は、本明細書では、任意の温度で白物および／
または色物の織布を普通に洗濯するのに有用な洗剤を指す同義語として使用される。「軽
質洗剤」または「繊細な衣類用洗剤」という用語は、本明細書では、ビスコース、ウール
、絹、マイクロファイバーなどのデリケートな衣類、または特別なケアを必要する他の衣
類のケアに有用な洗剤を指す同義語として使用される。「特別なケア」には、例えば、過
剰の水、軽い撹拌を用い、かつ／または漂白剤を使用しないという条件が含まれ得る。
【００７０】
　本明細書では、「洗剤組成物」は、通常、少なくとも１種の界面活性剤（洗剤化合物）
および／または少なくとも１種のビルダーを含む。本明細書では、「界面活性剤」は、こ
れが溶解した液体の表面張力を低下させる傾向を有する物質を指す。界面活性剤は、例え
ば、洗剤、湿潤剤、乳化剤、起泡剤および／または分散剤としての役割を果たし得る。
【００７１】
　本明細書では、「再付着防止剤」、「再汚染防止剤」、「黒ずみ防止剤」などの用語は
、粒子が除かれた後、洗濯水中で粒子が衣類に再付着しないようにするのを促進する化学
物質を指し、したがって、洗濯物の黒ずみ／変色を防止する。再付着防止剤は、汚れが洗
濯水中に分散するのを促進し、かつ／または衣類の表面に汚れが付着するのを防止するこ
とにより作用することができる。
【００７２】
　本明細書に記載の、「口腔ケア組成物」は、歯（ｄｅｎｔａｌ）表面（歯（ｔｅｅｔｈ
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）表面）および／または歯肉表面など、口腔内の柔らかいまたは硬い表面を処理するのに
適した任意の組成物である。
【００７３】
　本明細書では、「吸着」は材料表面への化合物の付着を指す。
【００７４】
　様々な用途でその潜在的有用性を示す新しい形態のセルロースを開発することが要望さ
れている。新規の酵素法の開発は、新しい型のセルロース材料を製造するうえで有用な手
段になるであろう。
【００７５】
　本開示の実施形態は、少なくとも水、グルコース－１－リン酸、セロデキストリン、お
よび配列番号２または配列番号６に対して少なくとも９０％の相同性を有するアミノ酸を
含むセロデキストリンホスホリラーゼ酵素を含む酵素反応物に関し、このセロデキストリ
ンホスホリラーゼ酵素はセルロースを合成する。意義深いことに、そのような酵素反応は
、乾燥および水性条件下で優れた特徴を有する、低分子量の不溶性セルロースを製造する
ことができ、そのようなセルロースに汎用を付与する。
【００７６】
　ここに開示する酵素反応物での使用に適したセロデキストリンホスホリラーゼ活性を有
する酵素は、配列番号２または配列番号６と少なくとも９０％相同のアミノ酸配列を含み
得る。ある実施形態では、そのような酵素は、配列番号２または配列番号６と少なくとも
９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、または９
９％相同のアミノ酸配列を含むか、またはそれから構成され得る。配列番号２を含むセロ
デキストリンホスホリラーゼ酵素の非限定的な例としては、配列番号４と１００％相同で
あるか、または少なくとも９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、
９７％、９８％、もしくは９９％相同のアミノ酸配列を含むか、またはそれから構成され
るセロデキストリンホスホリラーゼ酵素が挙げられる。配列番号６を含むセロデキストリ
ンホスホリラーゼ酵素の非限定的な例としては、配列番号８と１００％相同であるか、ま
たは少なくとも９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９
８％、もしくは９９％相同のアミノ酸配列を含むか、またはそれから構成されるセロデキ
ストリンホスホリラーゼ酵素が挙げられる。変異型セロデキストリンホスホリラーゼ酵素
（例えば、配列番号２、４、６または８に対し９０～９９％のアミノ酸相同性を有する参
照配列）は、対応する非変異型参照配列の酵素活性（上記定義を参照）の一部（例えば、
少なくとも３０％、４０％、５０％、６０％、７０％、８０％、もしくは９０％）または
全部を有するであろう。
【００７７】
　配列番号２または配列番号４をコードするポリヌクレオチド配列は、任意選択によりそ
れぞれ配列番号１または３と１００％相同であるか、または少なくとも７０％、７１％、
７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８０％、８１％、
８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、
９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、もしくは９９％相同のヌク
レオチド配列を含んでもよい。配列番号６または配列番号８をコードするポリヌクレオチ
ド配列は、任意選択によりそれぞれ配列番号５または７と１００％相同であるか、または
少なくとも７０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％
、７９％、８０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、もしくは９９％相同のヌクレオチド配列を含んでもよい。
【００７８】
　あるアミノ酸が互いに類似した構造的特徴および／または電荷の特徴を共有する（すな
わち、保存されている）場合、本明細書に記載のセロデキストリンホスホリラーゼ（およ
び／または本明細書に記載の他のタイプのポリペプチド）の１個以上のアミノ酸は、以下
のように、保存アミノ酸残基で置換されてもよい（「保存的アミノ酸置換」）：
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１．次の小さい無極性の、または僅かに極性のある脂肪族残基は、互いに置換し得る：
Ａｌａ（Ａ）、Ｓｅｒ（Ｓ）、Ｔｈｒ（Ｔ）、Ｐｒｏ（Ｐ）、Ｇｌｙ（Ｇ）；
２．次の極性のある、負の電荷を有する残基、およびそれらのアミドは、互いに置換し得
る：Ａｓｐ（Ｄ）、Ａｓｎ（Ｎ）、Ｇｌｕ（Ｅ）、Ｇｌｎ（Ｑ）；
３．次の極性のある、正の電荷を有する残基は、互いに置換し得る：Ｈｉｓ（Ｈ）、Ａｒ
ｇ（Ｒ）、Ｌｙｓ（Ｋ）；
４．次の無極性の脂肪族残基は、互いに置換し得る：Ａｌａ（Ａ）、Ｌｅｕ（Ｌ）、Ｉｌ
ｅ（Ｉ）、Ｖａｌ（Ｖ）、Ｃｙｓ（Ｃ）、Ｍｅｔ（Ｍ）、および
５．以下の大きい芳香族残基は、互いに置換し得る：Ｐｈｅ（Ｆ）、Ｔｙｒ（Ｙ）、Ｔｒ
ｐ（Ｗ）。
【００７９】
　本明細書に記載のセロデキストリンホスホリラーゼ活性を有する酵素は、任意の微生物
源、例えば、細菌または真菌（例えば、酵母）から得ることができる。適切な細菌の例と
しては、ビブリオ属（Ｖｉｂｒｉｏ）種およびルミノコッカス属（Ｒｕｍｉｎｏｃｏｃｃ
ｕｓ）種が挙げられる。適切なビブリオ属（Ｖｉｂｒｉｏ）種の例としては、Ｖ．ルバー
（Ｖ．ｒｕｂｅｒ）、コレラ菌（Ｖ．ｃｈｏｌｅｒａｅ）、Ｖ．アダプタツス（Ｖ．ａｄ
ａｐｔａｔｕｓ）、Ｖ．アルギノリチカス（Ｖ．ａｌｇｉｎｏｌｙｔｉｃｕｓ）、Ｖ．ミ
ミカス（Ｖ．ｍｉｍｉｃｕｓ）、Ｖ．パラヘモリティカス（Ｖ．ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙ
ｔｉｃｕｓ）、Ｖ．プロテオリチカス（Ｖ．ｐｒｏｔｅｏｌｙｔｉｃｕｓ）、およびＶ．
バルニフィカス（Ｖ．ｖｕｌｎｉｆｉｃｕｓ）が挙げられる。適切なルミノコッカス属（
Ｒｕｍｉｎｏｃｏｃｃｕｓ）種の例としては、Ｒ．チャンパネレンス（Ｒ．ｃｈａｍｐａ
ｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）、Ｒ．アルブス（Ｒ．ａｌｂｕｓ）、Ｒ．ブロミイ（Ｒ．ｂｒｏｍ
ｉｉ）、Ｒ．フラベファシエンス（Ｒ．ｆｌａｖｅｆａｃｉｅｎｓ）、Ｒ．グナバス（Ｒ
．ｇｎａｖｕｓ）、Ｒ．ラクタリス（Ｒ．ｌａｃｔａｒｉｓ）、Ｒ．オベウム（Ｒ．ｏｂ
ｅｕｍ）、およびＲ．トロクエス（Ｒ．ｔｏｒｑｕｅｓ）が挙げられる。
【００８０】
　本明細書に記載のセロデキストリンホスホリラーゼ活性を有する酵素の例は、本明細書
に開示されるアミノ酸配列、ならびにさらにＮ末端およびＣ末端に１～３００（またはそ
の範囲の任意の整数［例えば、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５もしく
は５０］）の残基を含むアミノ酸配列であり得る。そのような付加的残基は、例えば、（
Ｎ末端またはＣ末端での）エピトープタグ（例えば、６個のヒスチジンなどのＨｉｓタグ
）などの異種配列、または（Ｎ末端での）異種シグナルペプチドであり得る。異種アミノ
酸配列がＮ末端で導入される実施形態では、そのような異種配列は、例えば、セロデキス
トリンホスホリラーゼの元の開始メチオニンに隣接してもよく、元の開始メチオニンに置
き換わってもよい。後者の実施形態では、付加された異種配列のＮ末端に新しい開始メチ
オニンを使用することができる。
【００８１】
　ここに開示するセロデキストリンホスホリラーゼ活性を有する酵素は、通常、Ｎ末端シ
グナルペプチドを欠く。しかしながら、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素の発現系は
、任意選択により、細胞外分泌を指示するＮ末端シグナルペプチドをコードする配列をさ
らに含む酵素コードポリヌクレオチドを使用することができる。そのような実施形態にお
けるシグナルペプチドは、分泌過程で酵素から切断される。本明細書に開示されるセロデ
キストリンホスホリラーゼ酵素（例えば、配列番号２および配列番号６）は、天然に発現
するシグナルペプチドとは結合しないと考えられることから、付加されたシグナルペプチ
ドは、酵素とは異種であると考えられ得る。本明細書において有用なシグナルペプチドの
例は、細菌（例えば、バチルス属（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）種、例えば、バチルス・ズブチル
ス（Ｂ．ｓｕｂｔｉｌｉｓ））由来のものである。細菌シグナルペプチドの例は、ａｐｒ
Ｅシグナルペプチド、例えば、バチルス属（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）（例えば、バチルス・ズ
ブチルス（Ｂ．ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、Ｖｏｇｔｅｎｔａｎｚ　ｅｔ　ａｌ．，Ｐｒｏｔｅ
ｉｎ　Ｅｘｐｒ．Ｐｕｒｉｆ．５５：４０－５２を参照（この文献は参照により本明細書
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に組み込まれる））由来のものである。
【００８２】
　いくつかの実施形態では、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素は天然には存在せず、
例えば、本明細書に記載の酵素は微生物から天然に分泌されるものではないと考えられる
（本明細書に記載のセロデキストリンホスホリラーゼ酵素は、微生物から誘導されたもの
であろう）。
【００８３】
　本明細書に記載のセロデキストリンホスホリラーゼ酵素は、適切に遺伝子操作された微
生物株の発酵によって製造することができる。大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）、バチルス属（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ）株（例えば、バチルス・ズブチルス（Ｂ．ｓｕｂｔｉｌｉｓ））、ラル
ストニア・ユートロファ（Ｒａｌｓｔｏｎｉａ　ｅｕｔｒｏｐｈａ）、シュードモナス・
フルオレッセンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、サッカロミセ
ス・セレビシエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅｒｅｖｉｓｉａｅ）、ピキア・パス
トリス（Ｐｉｃｈｉａ　ｐａｓｔｏｒｉｓ）、ハンセヌラ・ポリモルファ（Ｈａｎｓｅｎ
ｕｌａ　ｐｏｌｙｍｏｒｐｈａ）、ならびにアスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）
属種（例えば、アスペルギルス・アワモリ（Ａ．ａｗａｍｏｒｉ））およびトリコデルマ
（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ）属種（例えば、トリコデルマ・レーセイ（Ｔ．ｒｅｅｓｅｉ
））（例えば、Ａｄｒｉｏ　ａｎｄ　Ｄｅｍａｉｎ，Ｂｉｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　４：１
１７－１３９を参照（この文献は参照により本明細書に組み込まれる））などの微生物株
を用いる発酵による組み換え酵素の製造は、当該技術分野ではよく知られている。
【００８４】
　本開示のセロデキストリンホスホリラーゼ酵素は、任意の精製状態（例えば、純粋、ま
たは非純粋）で使用し得る。例えば、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素は、使用前に
精製および／または分離することができる。非純粋のセロデキストリンホスホリラーゼ酵
素の例としては、細胞溶解物形態のものが挙げられる。細胞溶解物または細胞抽出物は、
酵素を異種発現させるために使用された細菌（例えば、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ））から調
製することができる。例えば、細菌は、フレンチプレス細胞破砕機を用いて破砕すること
ができる。代替の実施形態では、細菌は、ホモジナイザー（例えば、ＡＰＶ、Ｒａｎｎｉ
ｅ、Ｇａｕｌｉｎ）を用いて均質化することができる。セロデキストリンホスホリラーゼ
酵素は、通常、これらの調製物中に溶解する。本明細書中の細菌細胞の溶解物、抽出物ま
たはホモジネート物は、本明細書に記載の酵素反応物中に約０．１５～０．３体積％で使
用することができる。他の実施形態では、セロデキストリンホスホリラーゼ活性を有する
酵素は、発現後、分離することができる。例えば、酵素は、結合／洗浄法、または結合／
洗浄／抽出法（例えば、他の固定表面のカラムに酵素を結合し、次いで、洗浄し、任意選
択により、カラムまたは他の固定表面から酵素を溶出させる）により分離することができ
る。酵素の分離法は、ある実施形態では、異種アミノ酸配列タグを付したセロデキストリ
ンホスホリラーゼ酵素を結合させる工程を含み得る。この場合、そうした結合は異種アミ
ノ酸配列タグ（例えば、Ｈｉｓタグ）によって行われる。セロデキストリンホスホリラー
ゼ酵素は、例えば、細胞溶解物または他の任意の組成物（例えば、酵素が任意選択により
分泌される培地）から分離することができる。ある態様では、セロデキストリンホスホリ
ラーゼ調製物は、グルコース－１－リン酸活性を欠くことができる。ある態様では、セロ
デキストリンホスホリラーゼ酵素は、（例えば、マトリックスに）固定、または細胞表面
に発現させることができる。ある態様では、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素は、例
えば、任意選択によりポリエチレングリコール（ＰＥＧ）で修飾することができる。
【００８５】
　本開示のセロデキストリンホスホリラーゼ酵素は、水性組成物に不溶な低分子量のセル
ロースを合成することができる。例えば、本明細書中の酵素反応に使用されるセロデキス
トリンホスホリラーゼは、低分子量の不溶性セルロースを生成することができる。
【００８６】
　ある実施得形態では、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素によって生成されるセルロ
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ースは、約１０～１０００のＤＰｗまたはＤＰｎを有し得る。例えば、本明細書において
、セルロースのＤＰｗまたはＤＰｎは、約１０～５００、１０～２５０、１０～１００、
１０～７５、１０～５０、１０～４５、１０～４０、１０～３５、１０～３０、１０～２
５、１５～５０、１５～４５、１５～４０、１５～３５、１５～３０、もしくは１５～２
５であり得る。ある態様では、セルロースのＤＰｗまたはＤＰｎは、約１０、１１、１２
、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、
２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３
９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、もしくは５０であ
るか、少なくとも約１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２
０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３
、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、
４７、４８、４９、もしくは５０であるか、または約１０、１１、１２、１３、１４、１
５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８
、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、
４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、もしくは５０未満であり得る。
【００８７】
　ある態様では、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素によって生成されるセルロースは
、約１７００～１７００００、１７００～８６０００、１７００～４３０００、１７００
～１７０００、１７００～１３０００、１７００～８５００、１７００～６８００、１７
００～５１００、２５５０～５１００、もしくは２５５０～４２５０のＭｗを有し得る。
ある態様では、Ｍｗは、約１７００、１９００、２１００、２３００、２５００、２７０
０、２９００、３１００、３３００、３５００、３７００、３９００、４１００、４３０
０、４５００、４７００、４９００、もしくは５１００、少なくとも約１７００、１９０
０、２１００、２３００、２５００、２７００、２９００、３１００、３３００、３５０
０、３７００、３９００、４１００、４３００、４５００、４７００、４９００、もしく
は５１００、または約１７００、１９００、２１００、２３００、２５００、２７００、
２９００、３１００、３３００、３５００、３７００、３９００、４１００、４３００、
４５００、４７００、４９００、もしくは５１００未満であり得る。
【００８８】
　本明細書では、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素によって生成されるグリコシド結
合の約１００％は、例えば、ベータ－１，４結合である。他の態様では、セルロースは、
少なくとも約９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８
％、または９９％のベータ－１，４結合のグリコシド結合プロファイルを有し得る。した
がって、本明細書中、酵素により製造されるセルロースは、例えば、ベータ－１，４以外
のグリコシド結合が、１０％、９％、８％、７％、６％、５％、４％、３％、２％、また
は１％未満であり得る。
【００８９】
　本明細書中、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素により製造されるセルロースの主鎖
は、直鎖状／非分岐状であり得る。あるいは、セルロースには、分岐があり得る。したが
って、ある実施形態では、セルロースは、ポリマー中に、分岐点が、グリコシド結合の割
合として、全くないか、または約５％、４％、３％、２％もしくは１％未満であり得る。
【００９０】
　本明細書中のある態様では、セロデキストリンホスホリラーゼ酵素によって生成される
セルロースは、セルロースＩＩ型結晶構造を有し得る。例えば、本明細書中のセルロース
は、セルロースＩＩ型結晶構造のセルロースを約１００重量％含み得る。他の例では、セ
ルロースは、セルロースＩＩ型結晶構造のセルロースを少なくとも約８０重量％、８１重
量％、８２重量％、８３重量％、８４重量％、８５重量％、８６重量％、８７重量％、８
８重量％、８９重量％、９０重量％、９１重量％、９２重量％、９３重量％、９４重量％
、９５重量％、９６重量％、９７重量％、９８重量％、もしくは９９重量％含み得る。い
くつかの態様では、セルロースは、セルロースＩ型、ＩＩＩ型および／またはＩＶ型結晶
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構造のセルロース材料を約２０重量％、１９重量％、１８重量％、１７重量％、１６重量
％、１５重量％、１４重量％、１３重量％、１２重量％、１１重量％、１０重量％、９重
量％、８重量％、７重量％、６重量％、５重量％、４重量％、３重量％、２重量％、１重
量％未満含み得る。セルロースＩＩ型結晶構造は、例えば、Ｋｏｌｐａｋ　ａｎｄ　Ｂｌ
ａｃｋｗｅｌｌ（Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　９：２７３－２７８）、およびＫｒｏ
ｏｎ－Ｂａｔｅｎｂｕｒｇ　ａｎｄ　Ｋｒｏｏｎ（Ｇｌｙｃｏｃｏｎｊｕｇａｔｅ　Ｊ．
１４：６７７－６９０）に記載されており、これらの文献は参照により本明細書に組み込
まれる。セルロースＩＩ型構造を特徴付ける支配的な水素結合は、Ｏ２－Ｈ－－－Ｏ６、
Ｏ６－Ｈ－－－Ｏ６およびＯ２－Ｈ－－－Ｏ２であり、一方、セルロースＩ型は、支配的
な水素結合としてＯ２－Ｈ－－－Ｏ６を有する。セルロースＩＩ型の構造は、鎖の折り畳
み構造を含み、解くのは困難である。
【００９１】
　セルロースは、本開示のセロデキストリンホスホリラーゼ酵素により、セルロースＩＩ
型として直接生成される。ここに開示するセルロースと対照的に、天然に（例えば、植物
中に）生成するセルロース（例えば、植物のセルロース）は、通常、セルロースＩ型構造
を有し、一般に、セルロースＩＩ型へ変換するには、マーセル化および／または他の化学
的処理（例えば、誘導体化後の非誘導体化、再生セルロースの生成）を必要とする。本明
細書中のある実施形態では、セルロースは、水性および乾燥の両条件下でセルロースＩＩ
型結晶状態にある。
【００９２】
　本明細書において製造されるセルロースは、水などの水性溶媒に不溶である。しかしな
がら、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）および／またはＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
（ＤＭＡｃ）を含む溶媒には溶解することができる。そのような溶媒の例としては、単独
のＤＭＳＯもしくはＤＭＡｃの、または塩化リチウム（ＬｉＣｌ）をさらに含むＤＭＳＯ
またはＤＭＡｃ（例えば、ＤＭＳＯ／ＬｉＣｌおよびＤＭＡｃ／ＬｉＣｌ）が挙げられる
。本明細書において、ＤＭＳＯ／ＬｉＣｌ溶媒またはＤＭＳＯ／ＬｉＣｌ溶媒は、ＬｉＣ
ｌを、例えば、約０．５、１、２、３、４、５、６、７、８、９もしくは１０ｗｔ％含む
か、またはＬｉＣｌ飽和溶媒であり得る。本明細書において、セルロースの非水性溶媒、
例えばＤＭＳＯおよび／またはＤＭＡｃを含む溶媒中の濃度は、例えば、約０．１～３０
ｗｔ％、０．１～２０ｗｔ％、０．１～１０ｗｔ％、もしくは０．１～５ｗｔ％であるか
、または約もしくは少なくとも約０．１、０．３、０．５、１、２、３、４、５、６、７
、８、９、１０、１５、２０、２５、もしくは３０ｗｔ％であり得る。ある態様では、本
明細書中のＤＭＳＯ含有溶媒およびＤＭＡｃ含有溶媒は、酸をさらに含まない。本明細書
中のセルロースは、例えば、前述のＤＭＳＯをベースとした溶媒およびＤＭＡｃをベース
とした溶媒のいずれにも、比較的低温で、例えば、１５～３０℃、２０～３０℃または２
０～２５℃（例えば、室温）で溶解することができる。好ましい実施形態では、セルロー
スの溶解に熱を加える必要はない。
【００９３】
　本開示の酵素反応は、セロデキストリンを含む。本明細書中の酵素反応での使用に適し
たセロデキストリンの例としては、セロビオース（ＤＰ２）、セロトリオース（ＤＰ３）
、セロテトラオース（ＤＰ４）、セロペンタオース（ＤＰ５）およびセロヘキサノース（
ＤＰ６）が挙げられる。ある態様では、セロビオースがセロデキストリンとして使用され
る。本明細書において適したセロデキストリンの他の例としては、セルロースの分解（例
えば、酵素による分解）により得られる７つ以上のベータ－１，４－結合グルコースモノ
マーからなるグルコースポリマーが挙げられる。いくつかの実施形態では、上記種類のセ
ロデキストリンの１種以上（例えば、２、３、４または５つ以上の混合物）を使用するこ
とができる。
【００９４】
　セロデキストリンホスホリラーゼ酵素を含む本明細書に記載の酵素反応物の温度は、必
要に応じて調節することができる。ある実施形態では、温度は、約５℃～約５０℃である
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。ある他の実施形態では、温度は、約２０℃～約４０℃である。さらに他の実施形態では
、温度は、約２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３
１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、または４０℃であってよい。酵
素反応物の温度は、当該技術分野で知られている種々の手段により維持することができる
。例えば、温度は、所望の温度に設定した空気または水浴インキュベーターに反応物を含
む容器を置くことによって維持することができる。
【００９５】
　本明細書中のある実施形態では、酵素反応物のｐＨは約５．０～約９．０であり得る。
あるいは、ｐＨは、約５．０、５．５、６．０、６．５、７．０、７．５、８．０、８．
５、または９．０であり得る。ｐＨは、適切なバッファ、例えば、限定はされないが、リ
ン酸塩、トリス、クエン酸塩、またはそれらの組み合わせを添加または導入することによ
って調節または制御することができる。酵素反応物におけるバッファ濃度は、例えば、０
ｍＭ～約１００ｍＭ、または約１０、２５、５０もしくは７５ｍＭであり得る。
【００９６】
　ここに開示するセロデキストリンホスホリラーゼ反応物におけるグルコース－１－リン
酸（Ｇ１Ｐ）の初期濃度は、例えば、約または少なくとも約１～１００ｍＭであり得る。
その他のＧＩＰ初期濃度は、例えば、約または少なくとも約１、５、１０、２０、３０、
４０、５０、６０、７０、８０、９０、もしくは１００ｍＭ、または約１０～５０ｍＭで
あり得る。ここに開示するセロデキストリンホスホリラーゼ反応物におけるセロデキスト
リン（例えば、セロビオース）ホスホリラーゼの初期濃度は、例えば、約１～５０ｍＭで
あり得る。その他のセロデキストリンの初期濃度は、例えば、約１、５、１０、１５、２
０、２５、３０、３５、４０、４５、もしくは５０ｍＭ、または約５～１０ｍＭであり得
る。Ｇ１Ｐまたはセロデキストリンなどの基質の「初期濃度」は、全ての反応成分が添加
された直後の酵素反応物（少なくとも、水、ＧＩＰ、セロデキストリン、セロデキストリ
ンホスホリラーゼ酵素）における基質濃度を指す。
【００９７】
　本明細書中のセロデキストリンホスホリラーゼ酵素の活性は、ある実施形態では、酵素
タンパク質１ｍｇ当たり約１～３０単位であり得る。酵素活性は、例えば、酵素タンパク
質１ｍｇ当たり約１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４
、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、
２８、２９、３０、１０～２０、または１５～２０単位であり得る。セロデキストリンホ
スホリラーゼ酵素活性は、当該技術分野で知られている任意の方法で決定することができ
る。セロデキストリンホスホリラーゼ活性の１単位は、例えば、以下の条件下、１分当た
り１マイクロモルの無機リンを放出する（セロビオースからから放出される）酵素量を指
す：Ｇ１Ｐ約１０ｍＭ、セロビオース約５ｍＭ、トリスＨＣｌバッファ約２５ｍＭ、約ｐ
Ｈ７．０、約３７℃で保持、任意選択により１０分間。セロビオースからの無機リン酸塩
の放出は、遊離リン酸塩を検出するように設計された試薬またはキット（例えば、ＰｉＢ
ｌｕｅＴＭＰｈｏｓｐｈａｔｅ　Ａｓｓａｙ　Ｋｉｔ、ＢｉｏＡｓｓａｙ　Ｓｙｓｔｅｍ
ｓ、Ｈａｙｗａｒｄ、ＣＡ）を用いて測定することができる。
【００９８】
　ある態様では、酵素反応に含まれるセロデキストリンホスホリラーゼ酵素の量は、約０
．１～２．０または０．５～１．０単位／ｍＬであり得る。例えば、少なくとも約０．２
、０．４、０．６、０．７、０．８、０．９、１．０、１．２、１．４、１．６、１．８
、または２．０単位／ｍＬの酵素を反応物に使用することができる。
【００９９】
　本開示の実施形態は、また、セルロースを製造する方法であって、
ａ）少なくとも水、グルコース－１－リン酸（Ｇ１Ｐ）、セロデキストリン、および配列
番号２または配列番号６と少なくとも９０％相同のアミノ酸配列を含むセロデキストリン
ホスホリラーゼ酵素を接触させる工程であって、不溶性セルロースが生成される、工程と
、
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ｂ）任意選択により、工程（ａ）で生成された不溶性セルロースを分離する工程と
を含む方法に関する。
【０１００】
　本明細書に記載の方法におけるセルロースを生成する接触工程は、任意選択により、本
開示の、水、グルコース－１－リン酸、セロデキストリン、およびセロデキストリンホス
ホリラーゼ酵素を含む酵素反応物を供給する工程と見なすことができる。本明細書に記載
のセルロース製造方法における接触工程は、様々な方法で行うことができる。例えば、所
望する量のＧ１Ｐおよび／またはセロデキストリン（例えば、セロビオース）を、まず水
に溶解し（任意選択により他の成分、例えばバッファ成分もこの調製段階で添加してもよ
い）、次いで、１種以上のセロデキストリンホスホリラーゼ酵素を添加することができる
。反応は、例えば、静置してもよく、撹拌器またはオービタルシェーカーによって撹拌し
てもよい。反応は細胞フリーであってよく、通常、細胞フリーである。
【０１０１】
　セルロース製造方法の酵素反応物は、本明細書に開示される１以上の反応条件を適用す
るのに適した任意の容器に収容することができる。例えば、特定の反応物を収容するのに
適した大きさのステンレス鋼、プラスチックまたはガラスからなる容器を使用することが
できる。そのような容器は、任意選択により撹拌装置を備えることができる。
【０１０２】
　ある実施形態では、セルロースの製造方法の終了は、視覚（例えば、不溶性セルロース
の蓄積がもはや認められない）および／または反応物中に残存する基質（ＧＩＰおよび／
またはセロデキストリン）量の測定（例えば、基質濃度が経時的にもはや減少しない）に
よって決定することができる。開示した方法の反応は、通常、完了するまでに、例えば、
約１２、１８、２４、３０、３６、４８、６０、７２、８４または９６時間かかり得る。
反応時間は、例えば、基質量および／または使用するセロデキストリンホスホリラーゼ酵
素などの因子に依存し得る。
【０１０３】
　開示される方法で製造される不溶性セルロースは、任意選択により分離してもよい。例
えば、不溶性セルロースは、遠心分離または濾過によって分離することができる。その場
合、セルロースは、水、残留基質、および反応副生物を含む反応溶液から分離される。
【０１０４】
　本明細書中のセルロース製造方法の接触工程で生成される不溶性セルロースは、本明細
書中に開示されるあらゆる特徴を有し得る。例えば、水不溶性、ＤＰｗ（例えば、１０～
３０のＤＰｗ）および／またはＭｗ、グリコシド結合プロファイル、主鎖構造（例えば、
直鎖性）、セルロースＩＩ型構造含有量、ならびに／あるいは本明細書中の他の箇所で開
示される、ある非水性組成物中における溶解度はいずれも、工程（ａ）で生成されるセル
ロースを特徴付けることができる。
【０１０５】
　ある態様のセルロース製造方法の接触工程で生成される不溶性セルロースは、セルロー
スＩＩ型結晶構造を有し得る（すなわち、セルロースは、酵素により直接セルロースＩＩ
型として合成される。ここに開示するセルロースとは対照的に、天然に（例えば、植物中
に）生成するセルロースは、通常、セルロースＩ型構造を有し、一般に、セルロースＩＩ
型へ変換するには、マーセル化および／または他の化学的処理（例えば、誘導体化後の非
誘導体化、再生セルロースの生成）を必要とする。本明細書中のある実施形態では、セル
ロースは、水性および乾燥の両条件下でセルロースＩＩ型結晶状態にある。
【０１０６】
　酵素反応の実施形態を特徴付ける本明細書に開示される特徴は全てセルロース製造方法
の接触工程の実施において使用することができる。例えば、セロデキストリンホスホリラ
ーゼ酵素アミノ酸配列およびアミノ酸源、基質濃度、温度、ｐＨおよびバッフア濃度、な
らびに／または本明細書中の他の箇所で開示される酵素活性／酵素量はいずれも、接触工
程で生成される反応を特徴付けることができる。
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【０１０７】
　いくつかの態様におけるセルロース製造方法の接触工程は、セロビオースをセロデキス
トリンとして含み得る。本明細書中の酵素反応での使用に適したセロデキストリンの他の
例としては、セロトリオース、セロテトラオース、セロペンタオースおよびセロヘキサノ
ースが挙げられる。本明細書において適したセロデキストリンのさらに他の例としては、
セルロースの分解（例えば、酵素による分解）により得られる７つ以上のベータ－１，４
－結合グルコースモノマーからなるグルコースポリマーが挙げられる。いくつかの実施形
態では、上記種類のセロデキストリンの１種以上（例えば、２、３、４または５つ以上の
混合物）を使用することができる。
【０１０８】
　セルロース製造方法の接触工程で供給されるグルコース－１－リン酸（Ｇ１Ｐ）は、例
えば、分離されたＧＩＰ（例えば、商業的供給源から得られるＧＩＰ）を添加することに
より、直接供給することができる。あるいは、ＧＩＰは、接触工程において、少なくとも
第２の反応を提供することによって供給することができる。第２の反応の生成物はＧ１Ｐ
を含む（すなわち、第２の反応は、生成物としてＧＩＰを生成する）。「第２の反応」は
、接触工程で行われるセロデキストリンホスホリラーゼ反応（任意選択により、「第１の
反応」と表記することができる）に加えて行われ、セロデキストリンホスホリラーゼ反応
物用ＧＩＰ基質を供給する反応を指す。第２の反応は、任意選択により、デンプンホスホ
リラーゼ、スクロースホスホリラーゼ、またはセロデキストリンホスホリラーゼ（セルロ
ースの加水分解を触媒する場合）などの「Ｇ１Ｐ－生成酵素」の使用と見なすことができ
る。
【０１０９】
　ある態様では、ＧＩＰを供給するための第２の反応は、セロデキストリンホスホリラー
ゼ酵素反応が行われるのと同じ容器で提供され得る。あるいは、第２の反応は、セロデキ
ストリンホスホリラーゼ酵素反応が行われる容器の外で（別に）行われ得る。第２の反応
は、セルロース製造方法のセロデキストリンホスホリラーゼ酵素反応の前、および／また
は連続して行われ得る。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、第２の反応は、水、無機リン酸塩、デンプン、デンプンホス
ホリラーゼ、および任意選択によりデンプン脱分岐酵素、例えば、プルラナーゼおよび／
またはイソアミラーゼを接触させることを含み得る。この種の第２の反応は、任意選択に
より、デンプンホスホリラーゼ反応と見なすことができる。本明細書での使用に適したデ
ンプンホスホリラーゼ（ＥＣ２．４．１．１）としては、例えば、米国特許出願公開Ｐｕ
ｂｌ．第２００２／０１３３８４９号明細書、およびＴｉｗａｒｉ　ａｎｄ　Ｋｕｍａｒ
（Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌ．Ｍｏｌ．Ｂｉｏｌ．Ｒｅｖ．７：６９－８３）に記載されてい
るものが挙げられる。これらの文献は参照により本明細書に組み込まれる。いくつかの態
様では、デンプンホスホリラーゼは、植物の、微生物の（例えば、細菌の）または真菌の
（例えば、酵母の）デンプンホスホリラーゼであり得る。本明細書での使用に適したプル
ラナーゼ（ＥＣ３．２．１．４１）としては、例えば、米国特許第８３５４１０１号明細
書、同第７９０６３０６号明細書、同第７４４９３２０号明細書および同第７３９９６２
３号明細書に開示されているものが挙げられる。これらの文献は参照により本明細書に組
み込まれる。いくつかの態様では、プルラナーゼは、植物の、微生物の（例えば、細菌の
）、または真菌の（例えば、酵母の）デンプルラナーゼであり得る。本明細書での使用に
適したイソアミラーゼ（ＥＣ３．２．１．６８）としては、例えば、米国特許第５３５２
６０２号明細書、同第５８１１２７７号明細書、同第７６１５３６５号明細書および同第
８７３５１０５号明細書に開示されているものが挙げられる。これらの文献は参照により
本明細書に組み込まれる。いくつかの態様では、イソアミラーゼは、植物の、微生物の（
例えば、細菌の）、または真菌の（例えば、酵母の）イソアミラーゼであり得る。
【０１１１】
　いくつかの実施形態では、第２の反応は、水、無機リン酸塩、スクロース、およびスク
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ロースホスホリラーゼ酵素を接触させることを含み得る。この種の第２の反応は、任意選
択により、スクロースホスホリラーゼ反応と見なすことができる。本明細書での使用に適
したスクロースホスホリラーゼ（ＥＣ２．４．１．７）としては、例えば、米国特許第５
７１６８３７号明細書、同第７２２９８０１号明細書および同第７９６８３０９号明細書
に記載されているものが挙げられる。これらの文献は参照により本明細書に組み込まれる
。いくつかの態様では、スクロースホスホリラーゼは、植物の、微生物の（例えば、細菌
の）、または真菌の（例えば、酵母の）スクロースホスホリラーゼであり得る。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、第２の反応は、水、無機リン酸塩、セルロースバイオマス（
リグノセルロース系バイオマスなどのセルロース含有バイオマス）、エンドグルカナーゼ
、セロデキストリンホスホリラーゼ、ならびに任意選択により溶解性多糖類モノオキシゲ
ナーゼおよび／またはセロビオヒドロラーゼを接触させることを含み得る。本明細書での
使用に適したエンドグルカナーゼ（例えば、セルラーゼ、ベータ－１，４－グルカナーゼ
）としては、例えば、米国特許第４４３５３０７号明細書、同第５７７６７５７号明細書
および同第７６０４９７４号明細書に開示されているものが挙げられる。これらの文献は
参照により本明細書に組み込まれる。いくつかの態様では、エンドグルカナーゼ（例えば
、セルラーゼ）は、植物の、微生物の（例えば、細菌の）、または真菌の（例えば、酵母
の）エンドグルカナーゼであり得る。本明細書での使用に適したセロデキストリンホスホ
リラーゼは、例えば、ここに開示されている、または米国特許第８８８９３７９号明細書
または米国特許出願公開Ｐｕｂｌ．第２０１４／００８７４３５号明細書、同第２０１４
／００５７３２３号明細書および同第２０１３／００５９３４０号明細書に開示されてい
るセロデキストリンホスホリラーゼの任意のものであり得る。これらの文献は参照により
本明細書に組み込まれる。この種の第２の反応（すなわち、エンドグルカナーゼ＋セロデ
キストリンホスホリラーゼ）は、通常、本明細書に記載のセルロース製造方法のセロデキ
ストリンホスホリラーゼ酵素反応と別に行われ得る。本明細書での使用に適した溶解性多
糖類モノオキシゲナーゼとしては、例えば、Ｉｓａｋｓｅｎ　ｅｔ　ａｌ．（Ｊ．Ｂｉｏ
ｌ．Ｃｈｅｍ．２８９：２６３２－２６４２）ａｎｄ　Ｅｉｂｉｎｇｅｒ　ｅｔ　ａｌ．
（Ｊ．Ｂｉｏｌ．Ｃｈｅｍ．，Ｏｃｔ　３１，２０１４，ｐｉｉ：ｊｂｃ．Ｍ１１４．６
０２２２７．［電子ジャーナル版］）に開示されているものが挙げられる。これらの文献
は参照により本明細書に組み込まれる。
【０１１３】
　本開示の実施形態は、さらに、配列番号２と少なくとも９０％相同のアミノ酸配列を含
む酵素であって、セロデキストリンホスホリラーゼ活性を有する酵素を含む組成物に関す
る。意義深いことに、そのような酵素は、乾燥および水性の両条件下で優れた特性を示す
低分子量の不溶性セルロースを生成することができ、そのようなセルロースを広汎な適用
性を有するものとする。配列番号２と少なくとも９０％相同のアミノ酸配列を有するセロ
デキストリンホスホリラーゼ酵素を含む組成物の非限定的な例は、少なくとも水、グルコ
ース－１－リン酸、および１種以上のセロデキストリンも含むものなどの酵素反応物であ
る。
【０１１４】
　セロデキストリンホスホリラーゼ活性を有する本明細書に記載の酵素は、配列番号２と
少なくとも９０％相同のアミノ酸配列を含み得る。他の実施形態では、そのような酵素は
、配列番号２と１００％相同であるか、または少なくとも９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、もしくは９９％相同のアミノ酸配列を含
むか、またはそれから構成され得る。配列番号２を含むセロデキストリンホスホリラーゼ
酵素の非限定的な例としては、配列番号４と１００％相同であるか、または少なくとも９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％もしくは９９
％相同のアミノ酸配列を含むか、またはそれから構成されるセロデキストリンホスホリラ
ーゼ酵素が挙げられる。変異型セロデキストリンホスホリラーゼ酵素（例えば、配列番号
２または４に対して９０～９９％のアミノ酸相同性を有する参照配列）は、対応する非変
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異型参照配列の酵素活性（上記定義を参照）の一部（例えば、少なくとも３０％、４０％
、５０％、６０％、７０％、８０％もしくは９０％）または全部を有するであろう。
【０１１５】
　本開示のセロデキストリンホスホリラーゼ活性を有する酵素は、任意選択により、水、
グルコース－１－リン酸およびセロデキストリンを含む反応物中でセルロースを合成する
ことができる。そのような反応物中で生成されるセルロースは、不溶性（水不溶性）であ
り得、約１０～約３０の重量平均重合度（ＤＰｗ）を有する。
【０１１６】
　本明細書中のある態様は、配列番号２と少なくとも９０％相同のアミノ酸配列を含むセ
ロデキストリンホスホリラーゼをコードするヌクレオチド配列を含むポリヌクレオチド配
列に関する。例えば、本明細書に記載されるアミノ酸配列はいずれも、そのヌクレオチド
配列によってコードされ得る。ヌクレオチド配列は、任意選択により、プロモーター配列
（例えば、異種プロモーター）と機能可能なように結合していてもよい。いくつかの実施
形態は、例えば、配列番号２と少なくとも９０％相同のアミノ酸配列を含むセロデキスト
リンホスホリラーゼをコードする少なくとも１つのオープンリーディングフレームを含む
ポリヌクレオチド（例えば、ベクターまたはコンストラクト）を含む。そのようなコード
領域は、任意選択により、例えば、細胞（例えば、細菌細胞；酵母、昆虫もしくは哺乳類
細胞などの真核細胞）、またはインビトロタンパク質発現系での発現に適したプロモータ
ー配列（例えば、異種プロモーター）に機能可能なように結合することができる。ベクタ
ーまたはコンストラクトの例としては、環状ポリヌクレオチド分子（例えば、プラスミド
）および非環状ポリヌクレオチド分子（例えば、増幅ＤＮＡ配列などの直鎖状ＤＮＡ）が
挙げられる。
【０１１７】
　本明細書中のある実施形態は、配列番号２と少なくとも９０％相同のアミノ酸配列を含
むセロデキストリンホスホリラーゼを製造する方法に関する。この方法は、配列番号２と
少なくとも９０％相同のアミノ酸配列（例えば、本明細書に開示されるアミノ酸配列）を
含むセロデキストリンホスホリラーゼをコードするヌクレオチド配列を有するポリヌクレ
オチド配列を供給する工程と、ポリヌクレオチド配列からセロデキストリンホスホリラー
ゼを発現させ、それによりセロデキストリンホスホリラーゼを生成する工程とを含み得る
。そのような方法における発現工程は、任意選択により細胞（例えば、大腸菌（Ｅ．ｃｏ
ｌｉ）などの細菌細胞；酵母［例えば、サッカロミセス・セレビシエ（Ｓ．ｃｅｒｅｖｉ
ｓｉａｅ）］、昆虫もしくは哺乳類細胞などの真核細胞）で行うことができる。あるいは
、発現は、インビトロタンパク質発現系（例えば、細胞フリーのタンパク質発現系、例え
ば、ウサギ網状赤血球溶血液または小麦胚芽抽出物を使用する発現系）などのもの）で行
うことができる。発現工程で生成されたセロデキストリンホスホリラーゼはまた、任意選
択により分離することができる。そのような分離は、例えば、本明細書に開示される特性
（例えば、純度、ｐＨ、バッファおよび／または塩濃度）を有する組成物を製造する方法
で行うことができる。
【０１１８】
　本開示の実施形態は、さらに、セルロースを含む組成物であって、そのセルロースが
（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）を有し、
（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造を有し、かつ
（ｉｉｉ）水性組成物に不溶である
組成物に関する。
意義深いことに、そのような低分子量の不溶性セルロースは、本明細書中にさらに記載さ
れるように、乾燥および水性の両条件で優れた特性を示すため、汎用性を有する。
【０１１９】
　ここに記載される組成物のセルロースは、低分子量のセルロースであり、かつ水に不溶
である。
【０１２０】
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　ある実施形態では、セルロースは、約１０～１０００のＤＰｗまたはＤＰを有する。本
明細書におけるセルロースのＤＰｗまたはＤＰｎは、例えば、約１０～５００、１０～２
５０、１０～１００、１０～７５、１０～５０、１０～４５、１０～４０、１０～３５、
１０～３０、１０～２５、１５～５０、１５～４５、１５～４０、１５～３５、１５～３
０、もしくは１５～２５であり得る。いくつかの態様では、ＤＰｗまたはＤＰｎは、約ま
たは少なくとも約１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、
３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４
７、４８、４９、もしくは５０であり得る。
【０１２１】
　本明細書におけるいくつかの態様では、セルロースは、約１７００～１７００００、１
７００～８６０００、１７００～４３０００、１７００～１７０００、１７００～１３０
００、１７００～８５００、１７００～６８００、１７００～５１００、２５５０～５１
００、もしくは２５５０～４２５０のＭｗを有し得る。いくつかの例では、Ｍｗは、約ま
たは少なくとも約１７００、１９００、２１００、２３００、２５００、２７００、２９
００、３１００、３３００、３５００、３７００、３９００、４１００、４３００、４５
００、４７００、４９００、もしくは５１００であり得る。
【０１２２】
　例えば、ここに開示するセルロースのグリコシド結合の約１００％が、ベータ－１，４
結合である。他の態様では、セルロースは、少なくとも約９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、または９９％がベータ－１，４結合であ
るグリコシド結合プロファイルを有し得る。したがって、本明細書に記載のセルロースは
、ベータ－１，４以外のグリコシド結合が、例えば、１０％、９％、８％、７％、６％、
５％、４％、３％、２％未満であり得る。
【０１２３】
　本明細書に開示されるセルロースの主鎖は、直鎖状／非分岐状であり得る。あるいは、
セルロースは分岐を有し得る。したがって、ある実施形態では、セルロースは、分岐点を
全く有さないか、またはポリマー中のグリコシド結合の割合として、分岐点が約５％、４
％、３％、２％または１％未満であり得る。
【０１２４】
　本明細書に開示されるセルロースは、セルロースＩＩ型結晶構造を有し得る。例えば、
本明細書に記載のセルロースは、セルロースＩＩ型結晶構造のセルロースを約１００重量
％含み得る。他の例として、セルロースは、セルロースＩＩ型結晶構造のセルロースを少
なくとも約８０重量％、８１重量％、８２重量％、８３重量％、８４重量％、８５重量％
、８６重量％、８７重量％、８８重量％、８９重量％、９０重量％、９１重量％、９２重
量％、９３重量％、９４重量％、９５重量％、９６重量％、９７重量％、９８重量％、ま
たは９９重量％含み得る。いくつかの態様では、セルロースは、セルロースＩ、ＩＩＩお
よび／またはＩＶ型結晶構造のセルロース材料を約２０重量％、１９重量％、１８重量％
、１７重量％、１６重量％、１５重量％、１４重量％、１３重量％、１２重量％、１１重
量％、１０重量％、９重量％、８重量％、７重量％、６重量％、５重量％、４重量％、３
重量％、２重量％、または１重量％含み得る。セルロースＩＩ型結晶構造については、例
えば、Ｋｏｌｐａｋａｎｄ　Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ（Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　９：
２７３－２７８）、およびＫｒｏｏｎ－Ｂａｔｅｎｂｕｒｇ　ａｎｄ　Ｋｒｏｏｎ（Ｇｌ
ｙｃｏｃｏｎｊｕｇａｔｅ　Ｊ．１４：６７７－６９０）に記載されており、これらの両
文献は参照により本明細書に組み込まれる。セルロースＩＩ型構造を特徴付ける支配的な
水素結合は、Ｏ２－Ｈ－－－Ｏ６、Ｏ６－Ｈ－－－Ｏ６およびＯ２－Ｈ－－－Ｏ２であり
、一方、セルロースＩ型は、支配的な水素結合としてＯ２－Ｈ－－－Ｏ６を有する。セル
ロースＩＩ型の構造は、鎖の折り畳み構造を含み、解くのは困難である。
【０１２５】
　例えば、本明細書に記載のセルロースは、分離されるものとして特徴付けることができ
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る。ここに記載されるセルロースを含む組成物は、天然には存在しないと考えられている
。
【０１２６】
　本明細書に開示されるセルロースは、任意選択により、ナノメートルスケールのフレー
ク形状、またはフレーク様形状を有するものとして特徴付けることができる。セルロース
によって形成されるフレーク形状、フレーク様形状は、ナノサイズの大きさを有し、本実
施例で開示されるような適切な顕微鏡技術を用いると、平らで薄い物質片として表れ得る
。本明細書に記載のセルロースは、他の態様では、誘導体化されることはなく、また、誘
導体化されてもいない。したがって、本明細書に開示されるセルロースは、エーテル基（
例えば、カルボキシメチル基）またはエステル基（例えば、アセテート基）などの付加官
能基を含まない。
【０１２７】
　本明細書において、ここで開示される組成物のセルロースは、配列番号２または配列番
号６と少なくとも９０％相同のアミノ酸配列を含むか、またはそれから構成されるセロデ
キストリンホスホリラーゼの生成物であり得る。他の実施形態では、セルロースは、配列
番号２または配列番号６と１００％相同であるか、または少なくとも９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％もしくは９９％相同のアミノ酸
配列を含むか、またはそれから構成されるセロデキストリンホスホリラーゼの生成物であ
り得る。配列番号２を含むセロデキストリンホスホリラーゼ酵素の非限定的な例としては
、配列番号４と１００％相同であるか、または少なくとも９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％もしくは９９％相同のアミノ酸配列を含む
か、またはそれから構成されるセロデキストリンホスホリラーゼ酵素が挙げられる。配列
番号６を含むセロデキストリンホスホリラーゼ酵素の非限定的な例としては、配列番号８
と１００％相同であるか、または少なくとも９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、
９５％、９６％、９７％、９８％もしくは９９％相同のアミノ酸配列を含むか、またはそ
れから構成されるセロデキストリンホスホリラーゼ酵素が挙げられる。変異型セロデキス
トリンホスホリラーゼ酵素（例えば、配列番号２、４、６または８に対して９０～９９％
のアミノ酸相同性を有する参照配列）は、対応する非変異型参照配列の酵素活性（上記定
義を参照）の一部（例えば、少なくとも３０％、４０％、５０％、６０％、７０％、８０
％もしくは９０％）または全部を有するであろうセロデキストリンホスホリラーゼ酵素に
よりセルロースの生成は、例えば、本明細書に開示される酵素反応により達成することが
できる。
【０１２８】
　本開示のセロデキストリンホスホリラーゼ酵素により生成されるセルロースは、セルロ
ースＩＩ型結晶構造を有することができ、そのようなセルロースは、マーセル化または誘
導体化プロセスを受けていない。本明細書に記載のセルロースは、セロデキストリンホス
ホリラーゼ酵素による酵素合成後、直ちにまたは短時間（例えば、約．５、１、５、１０
、１５、３０、６０、９０または１２０分未満）でセルロースＩＩ型結晶構造のセルロー
スを含むことができる。ここに開示するセルロースと対照的に、天然に（例えば、植物に
おいて）産生するセルロースは、通常、セルロースＩ型構造を有し、一般に、セルロース
ＩＩ型へ変換するには、マーセル化および／または他の化学的処理（例えば、誘導体化後
の非誘導体化、再生セルロースの生成）を必要とする。本明細書中のある実施形態では、
セルロースは、水性および乾燥の両条件下でセルロースＩＩ型結晶状態にあるセルロース
を含む。
【０１２９】
　ここに開示される組成物のセルロースは、水などの水性溶媒に不溶である。対照的に、
ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）および／またはＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド（ＤＭ
Ａｃ）を含む溶媒などのある非水性溶媒には可溶である。そのような溶媒の例としては、
ＤＭＳＯまたはＤＭＡｃの単独、またはさらに塩化リチウム（ＬｉＣｌ）をさらに含むも
の（例えば、ＤＭＳＯ／ＬｉＣｌおよびＤＭＡｃ／ＬｉＣｌ）が挙げられる。本明細書に
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おいて、ＤＭＳＯ／ＬｉＣｌ溶媒またはＤＭＳＯ／ＬｉＣｌ溶媒は、ＬｉＣｌを、例えば
、約０．５、１、２、３、４、５、６、７、８、９もしくは１０ｗｔ％含むか、またはＬ
ｉＣｌ飽和溶媒であり得る。本明細書において、セルロースの非水性溶媒、例えばＤＭＳ
Ｏおよび／またはＤＭＡｃを含む溶媒中の濃度は、例えば、約０．１～３０ｗｔ％、０．
１～２０ｗｔ％、０．１～１０ｗｔ％、もしくは０．１～５ｗｔ％であるか、または約も
しくは少なくとも約０．１、０．３、０．５、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１
０、１５、２０、２５もしくは３０ｗｔ％であり得る。ある態様では、本明細書中のＤＭ
ＳＯ含有溶媒およびＤＭＡｃ含有溶媒は、酸をさらに含まない。本明細書中のセルロース
は、例えば、前述のＤＭＳＯをベースとした溶媒およびＤＭＡｃをベースとした溶媒のい
ずれにも、比較的低温で、例えば、１５～３０℃、２０～３０℃または２０～２５℃（例
えば、室温）で溶解することができる。好ましい実施形態では、セルロースの溶解に熱を
加える必要はない。
【０１３０】
　本明細書中のセルロースを含む組成物は、非水性（例えば、乾燥組成物であり得る。そ
のような実施形態の例としては、膜／コーティング、粉末、顆粒、マイクロカプセル、フ
レーク、または他の任意の形状の粒状物質が挙げられる。他の例としては、ペレット、棒
、粒状物、ビーズ、錠剤、スティック、または他の凝集体が挙げられる。本明細書中の非
水性または乾燥組成物に含まれる水は、通常、３、２、１、０．５または０．１ｗｔ％未
満である。非水性または乾燥組成物中に含まれる本明細書中のセルロースの量は、例えば
、約または少なくとも約１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３
、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、
２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４
０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３
、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４、６５、６６、６７、
６８、６９、７０、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７７、７８、７９、８０、８
１、８２、８３、８４、８５、８６、８７、８８、８９、９０、９１、９２、９３、９４
、９５、９６、９７、９８、９９、９９．５、もしくは９９．９ｗｔ％であり得る。本明
細書に記載の非水性組成物は、例えば、家庭用品、パーソナルケア製品、医薬品、工業用
品または食品の形態を有し得る。
【０１３１】
　本開示のある実施形態では、セルロースを含む組成物は、約１００ｃＰｓ、少なくとも
約１００ｃＰｓの粘度を有する水性組成物であり得る。本明細書中の水性組成物は、例え
ば、約または少なくとも約１００、２５０、５００、７５０、１０００、２０００、３０
００、４０００、５０００、６０００、７０００、８０００、９０００、１００００、１
１０００、１２０００、１３０００、１４０００、１５０００、１６０００、１７０００
、１８０００、１９０００、２００００、２５０００、３００００、３５０００、４００
００、４５０００もしくは５００００ｃＰｓ（または１００～５００００の任意の整数ｃ
Ｐｓ）の粘度を有し得る。本明細書中の水性組成物の例としては、コロイド分散液が挙げ
られる。
【０１３２】
　本明細書中の水性組成物の粘度は、例えば、約３℃～約１１０℃の任意の温度（または
３～１１０の任意の整数℃）で測定することができる。あるいは、粘度は、例えば、約４
℃～３０℃、または約２０～２５℃の温度で測定することができる。粘度は、大気圧（約
７６０ｔｏｒｒ）または他の任意のより高い圧力またはより低い圧力で測定することがで
きる。
【０１３３】
　本明細書に開示される水性組成物の粘度は、粘度計もしくはレオメータ、または当該技
術分野で知られている他の任意の手段によって測定することができる。ずり減粘挙動を示
す（すなわち、流動条件で変わる粘度を有する）本明細書中の水性組成物の粘度の測定に
、粘度計またはレオメータを使用することができることは、当業者であれば理解されよう
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。そのような実施形態の粘度は、例えば、約０．１～１０００ｒｐｍ（１分間当たりの回
転数）の回転剪断速度で測定することができる。いくつかの実施形態では、粘度は、約１
０、６０、１５０、２５０または６００ｒｐｍの回転剪断速度で測定することができる。
【０１３４】
　本明細書に開示される水性組成物のｐＨは、例えば、約２．０～約１２．０であり得る
。あるいは、ｐＨは、例えば、約２．０、３．０、４．０、５．０、６．０、７．０、８
．０、９．０、１０．０、１１．０、１２．０、５．０～約１２．０、約４．０～８．０
、または約５．０～８．０であり得る。
【０１３５】
　本明細書中の水性組成物は、少なくとも約１０または２０ｗｔ％の水を含む溶媒を含み
得る。他の実施形態では、溶媒は、例えば、少なくとも約３０、４０、５０、６０、７０
、８０、９０もしくは１００ｗｔ％の水（または１０～１００ｗｔ％の任意の整数値）を
含む。
【０１３６】
　本開示のセルロースは、例えば、水性組成物中に不溶性物質として、約または少なくと
も約０．０１、０．０５、０．１、０．２、０．３、０．４、０．５、０．６、０．７、
０．８、０．９、１．０、１．２、１．４、１．６、１．８、２．０、２．５、３．０、
３．５、４．０、４．５、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、
１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２
９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４２
、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５５、５６、
５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４、６５、６６、６７、６８、６９、７
０、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７７、７８、７９、８０、８１、８２、８３
、８４、８５、８６、８７、８８、８９、もしくは９０％含まれ得る。下記の実施例４は
、ある態様におけるセルロースが、比較的低い濃度で水性組成物に高粘度を付与すること
を示している。したがって、本開示のある実施形態は、本明細書中のセルロースを約３０
、２９、２８、２７、２６、２５、２４、２３、２２、２１、２０、１９、１８、１７、
１６、１５、１４、１３、１２、１１、１０、９、８、７、６、５、４、３、２、１、ま
たは０．５ｗｔ％未満含有する水性組成物に導かれる。
【０１３７】
　本明細書における水性組成物は、開示したセルロースに加え、他の成分を含み得る。例
えば、水性組成物は、１種以上の塩、例えば、ナトリウム塩（例えば、ＮａＣｌ、Ｎａ２

ＳＯ４）を含み得る。塩の他の非限定的な例としては、（ｉ）アルミニウム、アンモニウ
ム、バリウム、カルシウム、クロム（ＩＩもしくはＩＩＩ）、銅（ＩもしくはＩＩ）、鉄
（ＩＩもしくはＩＩＩ）、水素、鉛（ＩＩ）、リチウム、マグネシウム、マンガン（ＩＩ
もしくはＩＩＩ）、水銀（ＩもしくはＩＩ）、カリウム、銀、ナトリウム、ストロンチウ
ム、スズ（ＩＩもしくはＩＶ）、または亜鉛のカチオン、および（ｉｉ）酢酸、ホウ酸、
臭素酸、臭化物、カルボン酸、塩素酸、塩化物、亜塩素酸、クロム酸、シアナミド、シア
ン化物、重クロム酸、ニ水素リン酸、フェリシアン化物、フェロシアン化物、フッ化物、
炭酸水素、リン酸水素、硫酸水素、硫化水素、亜硫酸水素、水素化物、水酸化物、次亜塩
素酸、ヨード酸、ヨウ化物、硝酸、窒化物、亜硝酸、シュウ酸、酸化物、過塩素酸、過マ
ンガン酸、過酸化物、リン酸、リン化物、亜リン酸、ケイ酸、スズ酸、硫酸、硫化物、亜
硫酸、酒石酸またはチオシアン酸のアニオンが挙げられる。したがって、例えば、上記（
ｉ）からのカチオンおよび上記（ｉｉ）からのアニオンを有する塩は全て水性組成物であ
り得る。本明細書において、塩は水性組成物中に、例えば、約（または少なくとも約）．
０１～約１０．００（または．０１～１０．００で１００分の１ずつ増加させた任意の数
）ｗｔ％含まれ得る。
【０１３８】
　本明細書に記載のセルロースを含む水性組成物は、例えば、コロイド分散液であり得る
。コロイド分散液中のセルロース粒子の平均サイズ／直径は、通常、約１ｎｍ～２０００
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００ｎｍ（２００マイクロメートル）の範囲である。平均粒径は、いくつかの例では、約
１～１００ｎｍ、１～１０００ｎｍ、１～１００００ｎｍ、１～１０００００ｎｍ、１～
２０００００ｎｍ、１０～１００ｎｍ、１０～１０００ｎｍ、１０～１００００ｎｍ、１
０～１０００００ｎｍ、１０～２０００００ｎｍ、１００～１０００ｎｍ、１００～１０
０００ｎｍ、１００～１０００００ｎｍ、１００～２０００００ｎｍ、１０００～１００
００ｎｍ、１０００～１０００００、１０００～２０００００ｎｍ、１００００～１００
０００ｎｍ、または１００００～２０００００ｎｍであり得る。
【０１３９】
　ある実施形態では、水性組成物はずり減粘挙動を有する。ずり減粘挙動は、剪断速度が
増大するときの、水性組成物の粘度の減少として観察される。水性組成物のずり減粘挙動
の変化は、本明細書に記載のセルロースの水性組成物への混合に起因し得る。したがって
、本開示の１種以上のセルロース材料は、水性組成物に添加することにより、そのレオロ
ジープロファイルを変化させることができる（すなわち、水性の液体、溶液または混合液
の流動特性が変化する）。また、本明細書に記載の１種以上のセルロース材料は、水性組
成物に添加することにより、その粘度を変化させることができる。
【０１４０】
　本明細書に記載の水性組成物のレオロジープロファイルは、回転剪断速度が増加する間
の粘度を測定することによって観察し得る。例えば、本明細書に開示される水性組成物の
ずり減粘挙動は、回転剪断速度が約１０ｒｐｍから６０ｒｐｍへ、１０ｒｐｍから１５０
ｒｐｍへ、１０ｒｐｍから２５０ｒｐｍへ、６０ｒｐｍから１５０ｒｐｍへ、６０ｒｐｍ
から２５０ｒｐｍへ、または１５０ｒｐｍから２５０ｒｐｍへ増加するときの、少なくと
も約５％、１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％
、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、もしくは９５％
（または５％～９５％の任意の整数）までの粘度（ｃＰｓ）の減少として観察され得る。
【０１４１】
　本明細書に記載のセルロースを含む組成物、例えば、水性組成物または非水性組成物は
、任意選択により、１種以上の活性酵素を含んでもよい。適切な酵素の非限定的な例とし
ては、プロテアーゼ、ペルオキダーゼ、脂肪分解酵素（例えば、メタロ脂肪分解（ｍｅｔ
ａｌｌｏｌｉｐｏｌｙｔｉｃ）酵素）、キシラナーゼ、リパーゼ、ホスホリパーゼ、エス
テラーゼ（例えば、アリールエステラーゼ、ポリエステラーゼ）、ペルヒドラーゼ、クチ
ナーゼ、ペクチナーゼ、ペクチン酸リアーゼ、マンナナーゼ、ケラチナーゼ、レダクター
ゼ、オキシダーゼ（例えば、コリンオキシダーゼ）、フェノールオキシダーゼ、リポキシ
ゲナーゼ、リグニナーゼ、プルラナーゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、ア
ラビノシダーゼ、ヒアルロニダーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼ、メタロプロテイ
ナーゼ、アマドリアーゼ、グルコアミラーゼ、アラビノフラノシダーゼ、フィターゼ、イ
ソメラーゼ、トランスフェラーゼおよびアミラーゼが挙げられる。酵素が含まれる場合、
本明細書に記載の組成物には、例えば、約０．０００１～０．１ｗｔ％（例えば、０．０
１～０．０３ｗｔ％）活性酵素（純粋な酵素タンパク質として算出）が含まれ得る。
【０１４２】
　本明細書に記載のある態様では、水性組成物は、食品、パーソナルケア製品、医薬品、
家庭用品または工業用品、例えば、以下に記載する製品の形態を有し、かつ／またはその
ような製品に含まれ得る。本開示のセルロースは、例えば、これらの各製品に増粘剤とし
て使用することができる。そのような増粘剤は、必要に応じて、米国特許第８５４１０４
１号明細書（この文献の開示は参照によりその全体が本明細書に組み込まれる）に開示さ
れるような他の種類の増粘剤の１種以上と併用して使用してもよい。
【０１４３】
　本明細書に開示されるセルロース化合物は、例えば、以下の物理的特性の１つ以上をパ
ーソナルケア製品、医薬品、家庭用品、工業用品または食品に付与するのに有用であると
思われる：増粘、凍解安定性、潤滑性、保湿性および放湿性、テクスチャー、粘稠性、形
状保持性、乳化、結合、懸濁、分散、ゲル化、鉱物硬度の低減。製品中のデキストランの
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濃度および量の例は、例えば、本明細書に示される任意の重量パーセントであり得る。
【０１４４】
　本明細書に記載のパーソナルケア製品としては、特に限定はされないが、例えば、スキ
ンケア組成物、化粧料組成物、抗真菌組成物および抗細菌組成物が挙げられるが。本明細
書に記載のパーソナルケア製品は、例えば、ローション、クリーム、ペースト、バルム、
軟膏、ポマード、ゲル、リキッド、これらの組み合わせなどの形態を有し得る。本明細書
に開示されるパーソナルケア製品は、必要に応じて、少なくとも１種の活性成分を含み得
る。活性成分は、一般に、意図した薬理効果を引き起こす成分と認識されている。
【０１４５】
　ある実施形態では、スキンケア製品は、湿分の不足に関連する皮膚のダメージに対処す
るために皮膚に塗布することができる。スキンケア製品はまた、皮膚の外観に対処する（
例えば、かさかさした、ひび割れた、および／または赤みを帯びた皮膚の外観を軽減する
）ために、および／または皮膚の感触に対処する（例えば、皮膚の荒れおよび／または乾
燥を軽減し、さらに皮膚の柔らかさおよび繊細さを改善する）ために使用され得る。スキ
ンケア製品は、通常、皮膚の病気の治療または予防、化粧効果の付与、または皮膚に対す
る保湿効果の付与に有効な成分、例えば、酸化亜鉛、ワセリン、白色ワセリン、鉱油、タ
ラ肝油、ラノリン、ジメチコン、ハードファット、ビタミンＡ、アラントイン、カラミン
、カオリン、グリセリンまたはコロイド状オートミール、およびこれらの組み合わせの少
なくとも１種を含み得る。スキンケア製品は、例えば、１種以上の自然保湿因子、例えば
、セラミド、ヒアルロン酸、グリセリン、スクアラン、アミノ酸、コレステロール、脂肪
酸、トリグリセリド、リン脂質、グリコスフィンゴリピド、尿素、リノール酸、グリコサ
ミノグリカン、ムコ多糖体、乳酸ナトリウムまたはピロリドンカルボン酸ナトリウムを含
んでもよい。スキンケア製品に含まれ得る他の成分としては、限定はされないが、グリセ
リド、アプリコットカーネルオイル、キャノーラ油、スクワラン、スクワレン、ヤシ油、
コーン油、ホホバ油、ホホバワックス、レシチン、オリーブ油、サフラワー油、ゴマ油、
シアバター、大豆油、甘扁桃油、ヒマワリ油、ティーツリー油、シアバター、パーム油、
コレステロール、コレステロールエステル、ワックスエステル、脂肪酸およびオレンジ油
が挙げられる。
【０１４６】
　本明細書に記載のパーソナルケア製品はまた、例えば、メーキャップ、口紅、マスカラ
、ルージュ、ファンデーション、頬紅、アイライナー、リップライナー、リップグロス、
他の化粧品、サンスクリーン、サンブロック、マニキュア、ネイルコンディショナー、バ
スジェル、シャワージェル、コールドクリーム、保湿剤、ボディスプレー、スクラブ剤、
収斂剤、スクラブ剤、スクラッフィングローション、脱毛剤、パーマ液、フケ防止製剤、
制汗組成物、体臭防止剤、シェービング製剤、プレシェービング製剤、アフターシェービ
ング製剤、クレンザー、スキンジェル、リンス、歯磨き用組成物、練り歯磨き、またはマ
ウスウォッシュの形態であり得る。
【０１４７】
　いくつかの態様では、パーソナルケア製品はヘアケア製品であり得る。ヘアケア製品の
例としては、シャンプー、ヘアコンディショナー（リーブインまたはリンスアウト）、ク
リームリンス、ヘアダイ、ヘアカラーリング製品、ヘアシャイン製品、ヘアセラム、アン
チフリーズ製品、スプリットエンドリペア製品、ムース、ヘアスプレーまたはスタイリン
グジェルが挙げられる。ある実施形態では、ヘアケア製品は、液体、ペースト、ジェル、
固体、または粉末の形態であり得る。ここに開示するヘアケア製品は、通常、次の成分（
これらは、一般に、ヘアケア製品を処方するために使用される）の１種以上を含む：ポリ
オキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウムなどのアニオン界面活性剤；ステアリル
トリメチルアンモニウムクロリドおよび／またはジステアリルトリメチルアンモニウムク
ロリドなどのカチオン界面活性剤；モノステアリン酸グリセリル、モノパルミチン酸ソル
ビタン、および／またはポリオキシエチレンセチルエーテルなどのノニオン界面活性剤；
プロピレングリコール、１，３－ブチレングリコール、グリセリン、ソルビトール、ピロ
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グタミン酸塩、アミノ酸、および／またはトリメチルグリシン；流動パラフィン、ワセリ
ン、固形パラフィン、スクワラン、および／またはオレフィンオリゴマーなどの炭化水素
；ステアリルアルコール、および／またはセチルアルコールなどの高級アルコール；過脂
肪剤；フケ防止剤；殺菌剤；抗炎症剤；生薬；メチルセルロース、ヒドロキシセルロース
、および／または部分的に脱アセチル化したキチンなどの水溶性ポリマー（本明細書に開
示の１種以上のデキストランに加えて）；パラベンなどの防腐剤；紫外線吸収材；パール
剤；ｐＨ調節剤；香料；および顔料。
【０１４８】
　本明細書に記載の医薬品は、例えば、エマルション、液体、エリキシル剤、ゲル、懸濁
液、溶液、クリームまたは軟膏の形態であり得る。また、本明細書に記載の医薬品は、本
明細書に開示される、抗細菌組成物または抗真菌組成物などのパーソナルケア製品の任意
の形態であり得る。医薬品は、さらに、薬学的に許容される担体、希釈剤、および／また
は薬学的に許容される塩の１種以上を含むことができる。本明細書に開示のセルロース材
料はまた、カプセル、カプセル化剤、錠剤のコーティングにおいて、また医薬品の賦形剤
として使用することができる。
【０１４９】
　本明細書に記載の食品の非限定的な例としては、野菜、肉およびソイパティ；再成形シ
ーフード；再成形チーススティック；クリームスープ；グレイビーおよびソース；サラダ
ドレッシング；マヨネーズ；オニオンリング、ジャム、ゼリーおよびシロップ；パイフィ
リング；フレンチフライおよび膨化フライなどのポテト製品；フライ食品用バター、パン
ケーキ／ワッフルおよびケーキ；ペットフード；菓子（キャンディ）；飲料；フローズン
デザート；アイスクリーム；カッテージチーズ、ヨーグルト、チーズおよびサワークリー
ムなどの発酵乳製品；ケーキアイシングおよびグレーズ；ホイップトッピング；発酵焼き
食品および種なし焼き食品などが挙げられる。
【０１５０】
　ある実施形態では、本明細書に記載のセルロースは、食材または他の任意の摂取可能な
材料（例えば、腸溶性薬剤）中に、所望する増粘および／または分散の程度を付与する量
で含まれ得る。例えば、セルロースの製品中の濃度または量は、約０．１～３ｗｔ％、０
．１～４ｗｔ％、０．１～５ｗｔ％または０．１～１０ｗｔ％である。
【０１５１】
　本明細書に記載の家庭用品および／または工業用品は、例えば、乾式壁テープ－ジョイ
ント化合物；モルタル；グラウト；セメントプラスター；スプレープラスター；セメント
漆喰；接着剤；ペースト；壁／天井テクスチャライザー；テープ成形、押出成形、射出成
形およびセラミック用バインダーおよび加工助剤；殺虫剤、除草剤および肥料用スプレー
粘着剤、および懸濁／分散剤助剤；衣類用柔軟剤および洗濯洗剤などの衣類ケア製品；硬
質表面クリーナー；エアフレッシュナー；ポリマーエマルション；水性ゲルなどのゲル；
界面活性剤溶液；水性塗料などの塗料；保護コーティング；接着剤；シーラントおよびコ
ーク；水性インクなどのインク；金属切削液；電気めっき、リン酸塩処理、亜鉛めっきお
よび／または一般の金属洗浄作業で使用するエマルション系金属洗浄液；あるいは油圧液
（例えば、水圧破砕および油回収などの油井孔内作業で使用するもの）の形態であり得る
。
【０１５２】
　本明細書に記載のセルロース材料は、パーソナルケア製品、医薬品、家庭用品または工
業用品において、例えば、所望する増粘および／または分散の程度を付与する量で含まれ
得る。本明細書に記載の製品中のセルロースの濃度または量の例は、例えば、本開示で提
示されるセルロース重量％の任意のものであり得る。
【０１５３】
　本明細書に開示されるセルロースを含む食品は、例えば、菓子類の形態であり得る。本
明細書における菓子類は、１種以上の甘味付け用の糖類（例えば、スクロース、フルクト
ース、デキストロース）を含むか、または糖類フリーであり得る。
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【０１５４】
　本明細書に記載の菓子類の例としては、ボイルドシュガー（ｂｏｉｌｅｄ　ｓｕｇａｒ
）（ハードボイルドキャンディ（ｈａｒｄ　ｂｏｉｌｅｄ　ｃａｎｄｙ）［すなわち、ハ
ードキャンディ］）、ドラジェ、ゼリーキャンディ、ガム、リコリス、チューズ、キャラ
メル、タフィー、ファッジ、チューイングガム、バブルガム、ヌガー、チューイペースト
（ｃｈｅｗｙ　ｐａｓｔｅ）、ハラワ（ｈａｌａｗａ）、タブレット、ひし形糖菓、アイ
シング、フロスティング、プディングおよびゲル（例えば、フルーツゼリー、ゼラチンデ
ザート）が挙げられる。菓子類の他の例としては、マシュマロなどの空気を含ませた菓子
類、および焼き菓子が挙げられる。
【０１５５】
　本明細書に記載の菓子類は、任意選択により、チョコレートで任意の形態（例えば、バ
ー、キャンディ、トリュフ、レンティル）に調製してもよい。菓子類には、例えば、チョ
コレートによるコーティング、糖によるコーティング、キャンディ化、グレーズ化、およ
び／または膜によるコーティングを施してもよい。膜コーティング加工は、通常、菓子の
表面に膜形成液体組成物を塗布する工程を含む。組成物は、乾燥後、保護膜となる。この
膜コーティングは、例えば、菓子に含まれる活性成分を保護し、湿分、衝撃、および／も
しくは脆さから菓子自体を保護し、かつ／または菓子に魅力的な視覚的特性（例えば、光
沢、均一な色、滑らかな表面）を付与する役割を果たす。そのような膜は、本明細書に開
示されるセルロースを含み得る。
【０１５６】
　ある実施形態では、菓子類は、液状の、ペースト状の、固形の、または粉末状のフィリ
ングを充填することができる。本明細書に記載のセルロースは、そのようなフィリングに
含まれ、その場合、セルロースはまた、任意選択により、充填する菓子成分に含まれる。
【０１５７】
　本明細書に記載の菓子類は、任意選択により、糖フリー、すなわち、糖を含まず、通常
、代わりに１種以上の人工甘味料および／またはノンシュガー甘味料（任意選択により、
ノンカロリー）（例えば、アスパルテーム、サッカリン、ステビア、スクラロース）を含
む。ある実施形態では、糖フリーの菓子類は、糖の代わりに１種以上のポリオール（例え
ば、エリスリトール、グリセロール、ラクチトール、マンニトール、マルチトール、キシ
リトール）、水溶性繊維、および／またはタンパク質を含んでもよい。
【０１５８】
　本明細書に開示されるセルロースを含む食品は、例えば、ペットフードの形態であり得
る。本明細書に記載のペットフードは、例えば、イヌもしくはネコ（または他の任意のコ
ンパニオンアニマル）などの家畜用のフードであり得る。ある実施形態では、ペットフー
ドは、家畜に次のものを１つ以上与える：必要栄養量、おやつ（例えば、イヌ用ビスケッ
ト）、補助食品。ペットフードの例としては、ドライペットフード（例えば、穀粒、粗び
き穀物）、セミモイスト組成物、ウエットペットフード（例えば、缶入りペットフード）
、またはこれらの任意の組み合わせが挙げられる。ウエットペットフードは、通常、６５
％を超える水分含有量を有する。セミモイストペットフードは、通常、２０～６５％の水
分含有量を有し、かつプロピレングリコール、ソルビン酸カリウムなどの保湿剤、微生物
（細菌およびカビ）の増殖を抑制する成分を含み得る。ドライペットフードは、通常、水
分含有量が２０％未満であり、およびその加工は、通常、押出し、乾燥および／または焼
く工程を含む。ペットフードは、任意選択により、グレイビー、ヨーグルト、粉末、懸濁
液、チューズまたはおやつ（例えば、ビスケット）の形態であってよく、これらの組成物
は全て、必要に応じて、ペット用補助食品として使用することもできる。ペット用おやつ
は、例えば、セミモイストチュアブル菓子；ドライ菓子；チュアブル骨；焼き菓子、押出
し菓子またはスタンプ菓子；または砂糖菓子であり得る。本明細書に記載のセルロースが
添加され得るペットフード組成物／配合物の例としては、米国特許出願公開第２０１３／
０２８０３５２号明細書、および同第２０１０／０１５９１０３号明細書、ならびに米国
特許第６９７７０８４号明細書に開示のものが挙げられる。これらの文献は全て参照によ
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り本明細書に組み込まれる。
【０１５９】
　本明細書に開示のセルロースを含む組成物は衣類ケア組成物の形態であり得る。本明細
書に開示の衣類ケア組成物は、例えば、手による洗浄、洗濯機による洗浄、ならびに／あ
るいは衣類の浸漬および／または前処理などの他の目的に使用することができる。衣類ケ
ア組成物は、例えば、洗濯洗剤；衣類用柔軟剤；洗浄、すすぎ、または乾燥機に加える製
品；ユニットドースまたはユニットスプレーの形態をとってもよい。液状形態の衣類ケア
組成物は、本明細書に開示の水性組成物の形態であってもよい。他の態様では、衣類ケア
組成物は、粒状洗剤、または乾燥機に入れる衣類用柔軟剤シートなどの乾燥した形態であ
り得る。本明細書に開示の衣類ケア組成物の他の非限定的な例としては、粒状または粉末
状の汎用または強力洗浄剤；液状、ゲル状またはペースト状の汎用または強力洗浄剤；繊
細な衣類（例えば、傷みやすい衣類）用の液状または粉末洗剤；漂白剤、「ステインステ
ィック」、またはプレトリートメントなどの洗浄補助剤；ドライおよびウエットのティッ
シュ、パッドまたはスポンジなどの基材積載製品；スプレーおよびミストなどが挙げられ
る。
【０１６０】
　洗剤組成物は任意の有用な形態、例えば、粉末、顆粒、ペースト、バー、ユニットドー
スまたは液体であり得る。液体洗剤は、通常、約７０ｗｔ％以下の水および０ｗｔ％～３
０ｗｔ％の有機溶媒を含む水性であってよい。それはまた、僅かに約３０ｗｔ％の水を含
むコンパクトなゲルタイプの形態であってもよい。
【０１６１】
　本明細書に記載の洗剤組成物は、１種以上の界面活性剤を含み、その界面活性剤は、ノ
ニオン界面活性剤、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性（ａｍｐｈｏｌｙｔ
ｉｃ）界面活性剤、双性界面活性剤、半極性ノニオン界面活性剤、およびこれらの混合物
から選択される。いくつかの実施形態では、界面活性剤は、洗剤組成物の約０．１重量％
～約６０重量％の濃度で含まれ、代替の実施形態では、濃度は約１重量％～約５０重量％
であり、さらに他の実施形態では、濃度は約５重量％～約４０重量％である。洗剤は、通
常、直鎖状アルキルベンゼンスルホン酸塩（ＬＡＳ）、アルファ－オレフィンスルホン酸
塩（ＡＯＳ）、アルキル硫酸塩（脂肪アルコール硫酸塩）（ＡＳ）、アルコールエトキシ
スルフェート（ＡＥＯＳまたはＡＥＳ）、２級アルカンスルホン酸塩（ＳＡＳ）、アルフ
ァ－スルホ脂肪酸メチルエステル、アルキルコハク酸もしくはアルケニルコハク酸、また
は石鹸などのアニオン界面活性剤を０ｗｔ％～約５０ｗｔ％含むであろう。さらに、洗剤
組成物は、任意選択により、アルコールエトキシレート（ＡＥＯまたはＡＥ）、カルボキ
シル化アルコールエトキシレート、ノニルフェノールエトキシレート、アルキルポリグリ
コシド、アルキルジメチルアミンオキシド、エトキシル化脂肪酸モノエタノールアミン、
脂肪酸モノエタノールアミド、またはポリヒドロキシアルキル脂肪酸アミド（例えば、国
際公開第９２／０６１５４号パンフレットに開示される。この文献は参照により本明細書
に組み込まれる）などのノニオン界面活性剤を０ｗｔ％～約４０ｗｔ％含み得る。
【０１６２】
　本明細書に記載の洗剤組成物は、通常、１種以上の洗剤ビルダーまたは洗剤ビルダー系
を含む。少なくとも１種のビルダーを含むいくつかの実施形態では、洗浄組成物は、ビル
ダーを組成物の少なくとも約１重量％、約３重量％～約６０重量％、または約５重量％～
約４０重量％含む。ビルダーとしては、限定はされないが、ポリリン酸のアルカリ金属塩
、アンモニウム塩およびアルカノールアンモニウム塩、アルカリ金属ケイ酸塩、アルカリ
金属炭酸塩およびアルカリ土類金属炭酸塩、アルミノケイ酸塩、ポリカルボン酸塩化合物
、エーテルヒドロキシポリカルボン酸塩、無水マレイン酸とエチレンまたはビニルメチル
エーテルとのコポリマー、１，３，５－トリヒドロキシベンゼン－２，４，６－トリスル
ホン酸、およびカルボキシメチルオキシコハク酸、ポリ酢酸の種々の、アルカリ金属塩、
アンモニウム塩および置換アンモニウム塩（例えば、エチレンジアミン四酢酸およびニト
リロ三酢酸）、ならびにポリカルボン酸塩（例えば、メリット酸、コハク酸、クエン酸、
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オキシジコハク酸、ポリマレイン酸、ベンゼン１，３，５－トリカルボン酸、ルボキシメ
チルオキシコハク酸などのポリカルボン酸、ならびにこれらの可溶性の塩が挙げられる。
実際、本開示の種々の実施形態において、適切なビルダーであれば任意のものが使用され
ると考えられる。洗剤ビルダーまたは錯化剤の例としては、ゼオライト、二リン酸塩、三
リン酸塩、ホスホン酸塩、クエン酸塩、ニトリロ三酢酸、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤ
ＴＡ）、ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＭＰＡ）、アルキルコハク酸およびアルケニ
ルコハク酸、可溶性ケイ酸塩、または層状ケイ酸塩（例えば、Ｈｏｅｃｈｓｔ製のＳＫＳ
－６）が挙げられる。
【０１６３】
　いくつかの実施形態では、ビルダーは、クエン酸塩、およびポリリン酸塩（例えば、ト
リポリリン酸ナトリウム、トリポリリン酸ナトリウム６水和物、トリポリリン酸カリウム
、ならびにミックストリポリリン酸ナトリウムおよびカリウムなど）などの水溶性の硬質
イオン錯体（例えば、金属イオン封鎖ビルダー）を形成する。本開示では、当技術分野で
知られたものを含む、任意の適切なビルダーが使用されると考えられる（例えば、欧州特
許第２１００９４９号明細書を参照）。
【０１６４】
　いくつかの実施形態では、適切なビルダーとして、リン酸塩ビルダーおよび非リン酸塩
ビルダーを挙げ得る。いくつかの実施形態では、ビルダーはリン酸塩ビルダーである。い
くつかの実施形態では、ビルダーは非リン酸塩ビルダーである。ビルダーが含まれる場合
、組成物の０．１重量％～８０重量％、５重量％～６０重量％、または１０重量％～５０
重量％のレベルで使用され得る。いくつかの実施形態では、製品は、リン酸塩ビルダーお
よび非リン酸塩ビルダーの混合物を含む。適切なリン酸塩ビルダーとしては、一リン酸塩
、二リン酸塩、三リン酸塩、オリゴマーポリリン酸塩、例えば、これらの化合物のアルカ
リ金属塩、例えば、ナトリウム塩が挙げられる。いくつかの実施形態では、ビルダーは、
トリポリリン酸ナトリウム（ＳＴＰＰ）であり得る。さらに、組成物は、炭酸塩および／
またはクエン酸塩、好ましくは、中性ｐＨ組成物の達成を促進するクエン酸塩を含み得る
。他の適切な非リン酸塩ビルダーとしては、ポリカルボン酸のホモポリマーおよびコポリ
マー、ならびにそれらを部分的に、または完全に中和した塩、ポリカルボン酸モノマーお
よびヒドロキシカルボン酸モノマー、ならびにそれらの塩が挙げられる。いくつかの実施
形態では、上記化合物の塩として、アンモニウム塩、および／またはアルカリ金属塩、す
なわち、リチウム塩、ナトリウム塩およびカリウム塩、例えばナトリウム塩が挙げられる
。適切なポリカルボン酸としては、非環式、脂環式、複素環式および芳香族のカルボン酸
は挙げられ、いくつかの実施形態では、それらは少なくとも２つのカルボキシル基を含み
得、それらのカルボキシル基は、いずれの場合も互いに分離され、ある場合には２個以下
の炭素原子によって分離される。
【０１６５】
　本明細書に記載の洗剤組成物は、少なくとも１種のキレート剤を含んでもよい。適切な
キレート剤としては、限定はされないが、銅キレート剤、鉄キレート剤および／またはマ
ンガンキレート剤、ならびにこれらの混合物が挙げられる。少なくとも１つのキレート剤
を使用する実施形態では、組成物は、組成物の約０．１重量％～約１５重量％、または約
３．０重量％～約１０重量％のキレート剤を含む。
【０１６６】
　本明細書に記載の洗剤組成物は、少なくとも１種の沈澱助剤を含んでもよい。適切な沈
澱助剤としては、限定はされないが、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコー
ル、ポリ炭酸塩、ポリテレフタル酸などの防汚ポリマー、カオリナイト、モンモリロナイ
ト、アタパルジャイト、イライト、ベントナイト、ハロイサイト、およびこれらの混合物
などのクレーが挙げられる。
【０１６７】
　本明細書に記載の洗浄組成物は、１種以上の染料移行防止剤を含んでもよい。適切な高
分子染料移行防止剤としては、限定はされないが、ポリビニルピロリドンポリマー、ポリ
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アミンＮ－オキシドポリマー、Ｎ－ビニルピロリドンおよびＮ－ビニルイミダゾールのコ
ポリマー、ポリビニルオキサゾリドンおよびポリビニルイミダゾール、またはこれらの混
合物が挙げられる。さらなる染料移行防止剤としては、マンガンフタロシアニン、ペルオ
キシダーゼ、ポリビニルピロリドンポリマー、ポリアミンＮ－オキシドポリマー、Ｎ－ビ
ニルピロリドンおよびＮ－ビニルイミダゾールのコポリマー、ポリビニルオキサゾリドン
およびポリビニルイミダゾール、ならびに／またはこれらの混合物；キレート剤、例えば
、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）；ジエチレントリアミンペンタメチレンホスホン
（ＤＴＰＭＰ）；ヒドロキシエタンジホスホン酸（ＨＥＤＰ）；エチレンジアミンＮ，Ｎ
’－ジコハク酸（ＥＤＤＳ）；メチルグリシンメチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）；ジエ
チレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）；プロピレンジアミン四酢酸（ＰＤＴ　Ａ）；２－
ヒドロキシピリジン－Ｎ－オキシド（ＨＰＮＯ）；またはメチルグリシン二酢酸（ＭＧＤ
Ａ）；グルタミン酸Ｎ，Ｎ－二酢酸（Ｎ，Ｎ－ジカルボキシメチルグルタミン酸４ナトリ
ウム塩（ＧＬＤＡ）；ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）；４，５－ジヒドロキシ－ｍ－ベンゼン
ジスルホン酸；クエン酸およびその塩；Ｎ－ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸（
ＨＥＤＴＡ）、トリエチレンテトラアミン六酢酸（ＴＴＨＡ）、Ｎ－ヒドロキシエチルイ
ミノ二酢酸（ＨＥＩＤＡ）、ジヒドロキシエチルグリシン（ＤＨＥＧ）、エチレンジアミ
ンテトラプロピオン酸（ＥＤＴＰ）、およびこれらの誘導体が挙げられる。これらは単独
で使用してもよく、上記のいくつかを組み合わせて使用してもよい。少なくとも１種の染
料移行防止剤を使用する実施形態では、本明細書に記載の組成物は、組成物の約０．００
０１重量％～約１０重量％、約０．０１重量％～約５重量％、または約０．１重量％～約
３重量％を含み得る。
【０１６８】
　本明細書に記載の洗剤組成物は、ケイ酸塩を含み得る。これらのいくつかの実施形態で
は、ケイ酸ナトリウム（例えば、二ケイ酸ナトリウム、メタケイ酸ナトリウム、および／
またはフィロケイ酸塩）が使用される。いくつかの実施形態では、ケイ酸塩は、組成物の
約１重量％～約２０重量％のレベルで含まれる。いくつかの実施形態では、ケイ酸塩は、
組成物の約５重量％～約１５重量％のレベルで含まれる。
【０１６９】
　本明細書に記載の洗剤組成物は、分散剤を含んでもよい。適切な水溶性有機材料として
は、限定はされないが、ホモポリマー酸もしくはコポリマー酸、またはそれらの塩が挙げ
られ、これらにおいて、ポリカルボン酸は、２個以下の炭素原子によって互いに分離して
いる少なくとも２つのカルボキシル基を含む。
【０１７０】
　本明細書に記載の洗剤組成物は、さらに、１種以上の酵素を含んでもよい。酵素の例と
しては、任意に組み合わされる、プロテアーゼ、ペルオキダーゼ、脂肪分解酵素（例えば
、メタロ脂肪分解（ｍｅｔａｌｌｏｌｉｐｏｌｙｔｉｃ）酵素）、キシラナーゼ、リパー
ゼ、ホスホリパーゼ、エステラーゼ（例えば、アリールエステラーゼ、ポリエステラーゼ
）、ペルヒドラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、ペクチン酸リアーゼ、マンナナーゼ、
ケラチナーゼ、レダクターゼ、オキシダーゼ（例えば、コリンオキシダーゼ、フェノール
オキシダーゼ）、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ、リグニナーゼ、プルラナ
ーゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、アラビノシダーゼ、ヒアルロニダーゼ
、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼ、メタロプロテイナーゼ、アマドリアーゼ、グルコア
ミラーゼ、アルファ－アミラーゼ、ベータ－アミラーゼ、ガラクトシダーゼ、ガラクタナ
ーゼ、カタラーゼ、カラギナーゼ（ｃａｒａｇｅｅｎａｓｅ）、ヒアルロニダーゼ、ケラ
チナーゼ、ラクターゼ、リグニナーゼ、ペルオキダーゼ、ホスファターゼ、ポリガラクツ
ロナーゼ、ラムノガラクトウロナーゼ、タンナーゼ、トランスグルタミナーゼ、キシログ
ルカナーゼ、キシロシダーゼ、メタロプロテアーゼ、アラビノフラノシダーゼ、フィター
ゼ、イソメラーゼ、トランスフェラーゼおよびアミラーゼが挙げられる。
【０１７１】
　本開示のいくつかの実施形態では、洗剤組成物は、各酵素が組成物の約０．００００１
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重量％～約１０重量％のレベルで含まれる１種以上の酵素と、組成物の残りの洗浄助剤と
を含み得る。本開示のいくつかの実施形態では、洗剤組成物はまた、各酵素を組成物の約
０．０００１重量％～約１０重量％、約０．００１重量％～約５重量％、約０．００１重
量％～約２重量％、または約０．００５重量％～約０．５重量％のレベルで含む。
【０１７２】
　適切なプロテアーゼとしては、動物、野菜または微生物起源のものが挙げられる。いく
つかの実施形態では、微生物プロテアーゼが使用される。いくつかの実施形態では、化学
的にまたは遺伝子操作により改変された変異体が含まれる。いくつかの実施形態では、プ
ロテアーゼは、セリンプロテアーゼ、好ましくは、アルカリ性微生物プロテアーゼ、また
はトリプシン様プロテアーゼである。アルカリ性プロテアーゼの例としては、スブチリシ
ン、特に、バチルス属（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）（スブチリシン（ｓｕｂｔｉｌｉｓｉｎ）、
レンツス（ｌｅｎｔｕｓ）、アミロリクエファシエンス（ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉ
ｅｎｓ）、スブチリシンカールスバーグ（ｓｕｂｔｉｌｉｓｉｎ　Ｃａｒｌｓｂｅｒｇ）
、スブチリシン（ｓｕｂｔｉｌｉｓｉｎ）３０９、スブチリシン（ｓｕｂｔｉｌｉｓｉｎ
）１４７およびスブチリシン（ｓｕｂｔｉｌｉｓｉｎ）１６８）由来のものが挙げられる
。さらなる例としては、米国特許第ＲＥ３４６０６号明細書、同第５９５５３４０号明細
書、同第５７００６７６号明細書、同第６３１２９３６号明細書および同第６４８２６２
８号明細書（これらの文献は全て参照により本明細書に組み込まれる）に記載される変異
プロテアーゼが挙げられる。さらなるプロテアーゼの例としては、限定はされないが、ト
リプシン（例えば、ブタまたはウシ起源の）、および国際公開第８９／０６２７０号パン
フレットに記載されるフサリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）プロテアーゼが挙げられる。いく
つかの実施形態では、商業的に入手可能なプロテアーゼ酵素として、限定はされないが、
ＭＡＸＡＴＡＳＥ（登録商標）、ＭＡＸＡＣＡＬＴＭ、ＭＡＸＡＰＥＭＴＭ、ＯＰＴＩＣ
ＬＥＡＮ（登録商標）、ＯＰＴＩＭＡＳＥ（登録商標）、ＰＲＯＰＥＲＡＳＥ（登録商標
）、ＰＵＲＡＦＥＣＴ（登録商標）、ＰＵＲＡＦＥＣＴ（登録商標）ＯＸＰ、ＰＵＲＡＭ
ＡＸＴＭ、ＥＸＣＥＬＬＡＳＥＴＭ、ＰＲＥＦＥＲＥＮＺＴＭプロテアーゼ（例えば、Ｐ
１００、Ｐ１１０、Ｐ２８０）、ＥＦＦＥＣＴＥＮＺＴＭプロテアーゼ（例えば、Ｐ１０
００、Ｐ１０５０、Ｐ２０００）、ＥＸＣＥＬＬＥＮＺＴＭプロテアーゼ（例えば、Ｐ１
０００）、ＵＬＴＩＭＡＳＥ（登録商標）、およびＰＵＲＡＦＡＳＴＴＭ（Ｇｅｎｅｎｃ
ｏｒ）；ＡＬＣＡＬＡＳＥ（登録商標）、ＳＡＶＩＮＡＳＥ（登録商標）、ＰＲＩＭＡＳ
Ｅ（登録商標）、ＤＵＲＡＺＹＭＴＭ、ＰＯＬＡＲＺＹＭＥ（登録商標）、ＯＶＯＺＹＭ
Ｅ（登録商標）、ＫＡＮＮＡＳＥ（登録商標）、ＬＩＱＵＡＮＡＳＥ（登録商標）、ＮＥ
ＵＴＲＡＳＥ（登録商標）、ＲＥＬＡＳＥ（登録商標）およびＥＳＰＥＲＡＳＥ（登録商
標）（Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ）；ＢＬＡＰＴＭおよびＢＬＡＰＴＭ変異体（Ｈｅｎｋｅｌ　
Ｋｏｍｍａｎｄｉｔｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ　ａｕｆ　Ａｋｔｉｅｎ、Ｄｕｅｓｓｅｌ
ｄｏｒｆ、Ｇｅｒｍａｎｙ）、ならびにＫＡＰ（バチルス・アルカノフィルス（Ｂ．ａｌ
ｋａｌｏｐｈｉｌｕｓ）スブチリシン；花王株式会社、東京、日本）が挙げられる。種々
のプロテアーゼが、国際公開第９５／２３２２１号パンフレット、同第９２／２１７６０
号パンフレット、同第０９／１４９２００号パンフレット、同第０９／１４９１４４号パ
ンフレット、同第０９／１４９１４５号パンフレット、同第１１／０７２０９９号パンフ
レット、同第１０／０５６６４０号パンフレット、同第１０／０５６６５３号パンフレッ
ト、同第１１／１４０３６４号パンフレット、同第１２／１５１５３４号パンフレット、
米国特許出願公開第２００８／００９０７４７号明細書、および米国特許第５８０１０３
９号明細書、同第５３４０７３５号明細書、同第５５００３６４号明細書、同第５８５５
６２５号明細書、同第ＲＥ３４６０６号明細書、同第５９５５３４０号明細書、同第５７
００６７６号明細書、同第６３１２９３６号明細書、同第６４８２６２８号明細書、同第
８５３０２１９号明細書、ならびに種々の他の特許に記載されている。いくつかのさらな
る実施形態では、中性メタロプロテアーゼ、例えば、限定はされないが、国際公開第１９
９９／０１４３４１、同第１９９９／０３３９６０号パンフレット、同第１９９９／０１
４３４２号パンフレット、同第１９９９／０３４００３号パンフレット、同第２００７／
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０４４９９３号パンフレット、同第２００９／０５８３０３号パンフレットおよび同第２
００９／０５８６６１号パンフレット（これらの文献は全て参照により本明細書に組み込
まれる）に記載の中性メタロプロテアーゼが本開示で使用される。メタロプロテアーゼの
例として、ｎｐｒＥ、すなわちバチルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌ
ｉｓ）で発現された中性メタロプロテアーゼの組み換え型（例えば、国際公開第０７／０
４４９９３号パンフレットを参照）、およびＰＭＮ、すなわちバチルス・アミロリクエフ
ァシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）由来の、精製さ
れた中性メタロプロテアーゼが挙げられる。
【０１７３】
　適切なマンナナーゼとしては、限定はされないが、細菌またが真菌起源のものが挙げら
れる。いくつかの実施形態では、化学的にまたは遺伝子操作により改変された変異体が含
まれる。本開示に使用される種々のマンナナーゼが知られている（例えば、米国特許第６
５６６１１４号明細書、同第６６０２８４２号明細書および同第６４４０９９１号明細書
を参照。これらの文献は全て参照により本明細書に組み込まれる）。本開示で使用される
商業的に入手可能なプロテアーゼ酵素としては、限定はされないが、ＭＡＮＮＡＳＴＡＲ
（登録商標）、ＰＵＲＡＢＲＩＴＥＴＭおよびＭＡＮＮＡＷＡＹ（登録商標）が挙げられ
る。
【０１７４】
　適切なリパーゼとしては、細菌または真菌起源のものが挙げられる。化学的に改変、タ
ンパク質分解により改変、または遺伝子操作により改変した変異体が含まれる。有用なリ
パーゼの例としては、フミコーラ（Ｈｕｍｉｃｏｌａ）属（例えば、フミコーラ・ラヌギ
ノーサ（Ｈ．ｌａｎｕｇｉｎｏｓａ）、欧州特許第２５８０６８号明細書および同第３０
５２１６号明細書；フミコーラ・インソレンス（Ｈ．ｉｎｓｏｌｅｎｓ）、国際公開第９
６／１３５８０号パンフレット）、シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）属（例え
ば、シュードモナス・アルカリゲネス（Ｐ．Ａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ）またはシュードモ
ナス・シュードアルカリゲネス（Ｐ．Ｐｓｅｕｄｏａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ）、欧州特許
第２１８２７２号明細書；シュードモナス・セパシア（Ｐ．Ｃｅｐａｃｉａ）、欧州特許
第３３１３７６号明細書；シュードモナス・スツッツェリ（Ｐ．Ｓｔｕｔｚｅｒｉ）、英
国特許第１３７２０３４号明細書；シュードモナス・フルオレッセンス（Ｐ．ｆｌｕｏｒ
ｅｓｃｅｎｓ）、およびシュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）属種ＳＤ　７０５株
、国際公開第９５／０６７２０号パンフレットおよび同第９６／２７００２号パンフレッ
ト；シュードモナス・ウィスコンシネンス（Ｐ．ｗｉｓｃｏｎｓｉｎｅｎｓｉｓ）、国際
公開第９６／１２０１２号パンフレット）；およびバチルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）属（例
えば、バチルス・スブチリス（Ｂ．Ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、Ｄａｒｔｏｉｓ　ｅｔ　ａｌ．
，Ｂｉｏｃｈｅｍｉｃａ　ｅｔ　Ｂｉｏｐｈｙｓｉｃａ　Ａｃｔａ　１１３１：２５３－
３６０；バチルス・ステアロテルモフィルス（Ｂ．Ｓｔｅａｒｏｔｈｅｒｍｏｐｈｉｌｕ
ｓ）、特開昭６４－７４４９９２号公報；バチルス・プミルス（Ｂ．ｐｕｍｉｌｕｓ）国
際公開９１／１６４２２号パンフレット）由来のものが挙げられる。さらに、本開示のい
くつかの実施形態では、多くのクローニングされたリパーゼ、例えば、限定はされないが
、ペニシリウム・カメンベルティ（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｃａｍｅｍｂｅｒｔｉｉ）
リパーゼ（Ｙａｍａｇｕｃｈｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｇｅｎｅ　１０３：６１－６７［１９９
１］を参照）、ゲオトリクム・カンジドゥム（Ｇｅｏｔｒｉｃｕｍ　ｃａｎｄｉｄｕｍ）
リパーゼ（Ｓｃｈｉｍａｄａ　ｅｔ　ａｌ．，Ｊ．Ｂｉｏｃｈｅｍ．，１０６：３８３－
３８８［１９８９］を参照）、ならびに種々のリゾプス（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ）属リパーゼ
、例えば、リゾプス・デレマー（Ｒ．ｄｅｌｅｍａｒ）リパーゼ（Ｈａｓｓ　ｅｔ　ａｌ
．，Ｇｅｎｅ　１０９：１１７－１１３［１９９１］）を参照）、リゾプス・ニベウス（
Ｒ．ｎｉｖｅｕｓ）リパーゼ（Ｋｕｇｉｍｉｙａ　ｅｔ　ａｌ．，Ｂｉｏｓｃｉ．Ｂｉｏ
ｔｅｃｈ．Ｂｉｏｃｈｅｍ．５６：７１６－７１９［１９９２］）を参照）、およびリゾ
プス・オリザエ（Ｒ．ｏｒｙｚａｅ）リパーゼが使用される。本明細書で有用なさらなる
リパーゼとしては、例えば、国際公開第９２／０５２４９号パンフレット、同第９４／０
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１５４１号パンフレット、同第９５／３５３８１号パンフレット、同第９６／００２９２
号パンフレット、同第９５／３０７４４号パンフレット、同第９４／２５５７８号パンフ
レット、同第９５／１４７８３号パンフレット、同第９５／２２６１５号パンフレット、
同第９７／０４０７９号パンフレット、同第９７／０７２０２号パンフレット、欧州特許
第４０７２２５号明細書および同第２６０１０５号明細書に開示されるものが挙げられる
。クチナーゼなどの他の型のリパーゼポリペプチド酵素、例えば、限定はされないが、シ
ュードモナス・メンドシナ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｍｅｎｄｏｃｉｎａ）由来のクチ
ナーゼ（国際公開第８８／０９３６７号パンフレットを参照）およびフサリウム・ソラニ
・ピシ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ　ｐｉｓｉ）由来のクチナーゼ（国際公開第９
０／０９４４６号パンフレットを参照）も本開示のいくつかの実施形態で使用される。本
明細書で有用な、商業的に入手可能なリパーゼ酵素の例として、Ｍ１　ＬＩＰＡＳＥＴＭ

、ＬＵＭＡ　ＦＡＳＴＴＭ、およびＬＩＰＯＭＡＸＴＭ（Ｇｅｎｅｎｃｏｒ）；ＬＩＰＥ
Ｘ（登録商標）、ＬＩＰＯＬＡＳＥ（登録商標）およびＬＩＰＯＬＡＳＥ（登録商標）Ｕ
ＬＴＲＡ　（Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ）；ならびにリパーゼＰＴＭ「アマノ」（天野製薬株式
会社、日本）が挙げられる。
【０１７５】
　適切なポリエステラーゼとしては、例えば、国際公開第０１／３４８９９号パンフレッ
ト、同第０１／１４６２９号パンフレット、および米国特許第６９３３１４０号明細書に
記載のものが挙げられる。
【０１７６】
　本明細書に記載の洗剤組成物はまた、家庭用および／または工業用の織布／洗濯衣類に
含まれるバイオフィルムの除去／洗浄に効果のある２，６－ベータ－Ｄ－フルクタンヒド
ラーゼを含んでもよい。
【０１７７】
　適切なアミラーゼとしては、限定はされないが、細菌または真菌起源のものが挙げられ
る。いくつかの実施形態では、化学的に、または遺伝子操作により改変された変異体が含
まれる。本開示に使用されるアミラーゼとしては、限定はされないが、バチルス－リケニ
フォルミス（Ｂ．ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）から得られるアルファ－アミラーゼが挙
げられる（例えば、英国特許第１２９６８３９号明細書を参照）。さらなる好適なアミラ
ーゼとしては、国際公開第９５／１０６０３号パンフレット、国際公開第９５／２６３９
７号パンフレット、同第９６／２３８７４号パンフレット、同第９６／２３８７３号パン
フレット、同第９７／４１２１３号パンフレット、同第９９／１９４６７号パンフレット
、同第００／６００６０号パンフレット、同第００／２９５６０号パンフレット、同第９
９／２３２１１号パンフレット、同第９９／４６３９９号パンフレット、同第００／６０
０５８号パンフレット、同第００／６００５９号パンフレット、同第９９／４２５６７号
パンフレット、同第０１／１４５３２号パンフレット、同第０２／０９２７９７号パンフ
レット、同第０１／６６７１２号パンフレット、同第０１／８８１０７号パンフレット、
同第０１／９６５３７号パンフレット、同第０２／１０３５５号パンフレット、同第９４
／０２５９７号パンフレット、同第０２／３１１２４号パンフレット、同第９９／４３７
９３号パンフレット、同第９９／４３７９４号パンフレット、同第２００４／１１３５５
１号パンフレット、同第２００５／００１０６４号パンフレット、同第２００５／００３
３１１号パンフレット、同第０１／６４８５２号パンフレット、同第２００６／０６３５
９４号パンフレット、同第２００６／０６６５９４号パンフレット、同第２００６／０６
６５９６号パンフレット、同第２００６／０１２８９９号パンフレット、同第２００８／
０９２９１９号パンフレット、同第２００８／０００８２５号パンフレット、同第２００
５／０１８３３６号パンフレット、同第２００５／０６６３３８号パンフレット、同第２
００９／１４０５０４号パンフレット、同第２００５／０１９４４３号パンフレット、同
第２０１０／０９１２２１号パンフレット、同第２０１０／０８８４４７号パンフレット
、同第０１／３４７８４号パンフレット、同第２００６／０１２９０２号パンフレット、
同第２００６／０３１５５４号パンフレット、同第２００６／１３６１６１号パンフレッ



(38) JP 2018-512109 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

ト、同第２００８／１０１８９４号パンフレット、同第２０１０／０５９４１３号パンフ
レット、同第２０１１／０９８５３１号パンフレット、同第２０１１／０８０３５２号パ
ンフレット、同第２０１１／０８０３５３号パンフレット、同第２０１１／０８０３５４
号パンフレット、同第２０１１／０８２４２５号パンフレット、同第２０１１／０８２４
２９号パンフレット、同第２０１１／０７６１２３号パンフレット、同第２０１１／０８
７８３６号パンフレット、同第２０１１／０７６８９７号パンフレット、同第９４／１８
３３１４号パンフレット、同第９５／３５３８２号パンフレット、同第９９／０９１８３
号パンフレット、同第９８／２６０７８号パンフレット、同第９９／０２７０２号パンフ
レット、同第９７／４３４２４号パンフレット、同第９９／２９８７６号パンフレット、
同第９１／００３５３号パンフレット、同第９６／０５２９５号パンフレット、同第９６
／３０４８１号パンフレット、同第９７／１０３４２号パンフレット、同第２００８／０
８８４９３号パンフレット、同第２００９／１４９４１９号パンフレット、同第２００９
／０６１３８１号パンフレット、同第２００９／１００１０２号パンフレット、同第２０
１０／１０４６７５号パンフレット、同第２０１０／１１７５１１、および国際公開第２
０１０／１１５０２１に開示のものが挙げられる。これらの文献は全て参照により本明細
書に組み込まれる。
【０１７８】
　適切なアミラーゼとしては、例えば、ＳＴＡＩＮＺＹＭＥ（登録商標）、ＳＴＡＩＮＺ
ＹＭＥ　ＰＬＵＳ（登録商標）、ＮＡＴＡＬＡＳＥ（登録商標）、ＤＵＲＡＭＹＬ（登録
商標）、ＴＥＲＭＡＭＹＬ（登録商標）、ＴＥＲＭＡＭＹＬ　ＵＬＴＲＡ（登録商標）、
　ＦＵＮＧＡＭＹＬ（登録商標）およびＢＡＮＴＭ（Ｎｏｖｏ　Ｎｏｒｄｉｓｋ　Ａ／Ｓ
およびＮｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ）；ＲＡＰＩＤＡＳＥ（登録商標）、ＰＯＷＥＲＡＳ
Ｅ（登録商標）、ＰＵＲＡＳＴＡＲ（登録商標）およびＰＲＥＦＥＲＥＮＺＴＭ（ＤｕＰ
ｏｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅｓ）などの商業的に入手可能なア
ミラーゼが挙げられる。
【０１７９】
　本組成物での使用に適していると考えられるペルオキシダーゼ／オキシダーゼとしては
、植物、細菌または真菌起源のものが挙げられる。化学的改変、またはタンパク質改変に
よる変異体が含まれる。本明細書において有用なペルオキダーゼの例としては、コプリナ
ス（Ｃｏｐｒｉｎｕｓ）属（例えば、コプリナス・キネレウス（Ｃｏｐｒｉｎｕｓ　ｃｉ
ｎｅｒｅｕｓ）、国際公開第９３／２４６１８号パンフレット、同第９５／１０６０２号
パンフレットおよび同第９８／１５２５７号パンフレット）由来のもの、ならびに国際公
開第２００５／０５６７８２号パンフレット、同第２００７／１０６２９３号パンフレッ
ト、同第２００８／０６３４００号パンフレット、同第２００８／１０６２１４号パンフ
レットおよび同第２００８／１０６２１５号パンフレットに記載のものが挙げられる。本
明細書において有用な商業的に入手可能なペルオキダーゼとしては、例えば、ＧＵＡＲＤ
ＺＹＭＥＴＭ（Ｎｏｖｏ　Ｎｏｒｄｉｓｋ　Ａ／ＳおよびＮｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ）
が挙げられる。
【０１８０】
　いくつかの実施形態では、ペルオキダーゼは、過酸化水素または過酸化水素源（例えば
、過炭酸塩、過ホウ酸塩、または過硫酸塩）と併用される。いくつかの実施形態では、オ
キシダーゼは、酸素と併用される。酵素は両種類とも、「漂白液」用に（すなわち、洗浄
液中で衣類を一緒に洗った際に、１つの染色した衣類から他の衣類に織物染料が移行する
のを防止するために）、好ましくは増強剤とともに使用される（例えば、国際公開第９４
／１２６２１号パンフレットおよび同第９５／０１４２６号明細書を参照）。適切なペル
オキシダーゼ／オキシダーゼとしては、限定はされないが、植物、細菌または真菌起源の
ものが挙げられる。いくつかの実施形態では、化学的または遺伝子操作により改変された
変異体が含まれる。
【０１８１】
　本明細書に記載の洗剤組成物に含まれ得る酵素は、従来の安定剤、例えば、プロピレン
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グリコールなどのポリオール；糖または糖アルコール；乳酸；ホウ酸またはホウ酸誘導体
（例えば、芳香族ホウ酸エステル）を用いて安定化してもよい。
【０１８２】
　本明細書に記載の洗剤組成物は、ゼオライト、二リン酸塩、三リン酸塩、ホスホン酸塩
、クエン酸塩、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ジエ
チレントリアミン五酢酸（ＤＴＭＰＡ）、アルキルコハク酸およびアルケニルコハク酸、
可溶性ケイ酸塩、または層状ケイ酸塩（例えば、Ｈｏｅｃｈｓｔ製のＳＫＳ－６）などの
洗剤ビルダーまたは錯化剤を、約１ｗｔ％～約６５ｗｔ％含み得る。洗剤はまた、アンビ
ルト、すなわち、洗剤ビルダーを実質的に含まないようにしてもよい。
【０１８３】
　ある実施形態では、洗剤組成物は、本明細書に開示のセルロースに加えて、１種以上の
他の種類のポリマーを含んでもよい。本明細書において有用な他の種類のポリマーの例と
しては、カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）、ポリ（ビニルピロリドン）（ＰＶＰ）
、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、ポリ（ビニルアルコール）（ＰＶＡ）、ポリアク
リル酸塩などのポリカルボン酸塩、マレイン酸／アクリル酸コポリマー、およびラウリル
メタクリレート／アクリル酸コポリマーが挙げられる。
【０１８４】
　本明細書に記載の洗剤組成物は、漂白系を含有してもよい。漂白系は、例えば、過ホウ
酸塩または過カルボン酸塩などのＨ２Ｏ２源を含み得、それは、テトラアセチルエチレン
ジアミン（ＴＡＥＤ）またはノナノイルオキベンゼンスルホン酸塩（ＮＯＢＳ）などの過
酸形成漂白活性化剤と併用してもよい。あるいは、漂白系は、ペルオキシ酸（例えば、ア
ミド型、イミド型またはスルホン型ペルオキシ酸）を含んでもよい。あるいはさらに、漂
白系は、例えば、ペルヒドロラーゼを含む酵素漂白系、例えば、国際公開第２００５／０
５６７８３号パンフレットに記載の系であってもよい。
【０１８５】
　本明細書に記載の洗剤組成物はまた、衣類用コンディショナー、クレー、起泡力増進剤
、抑泡剤、防食剤、土壌懸濁剤、再汚染防止剤、染料、殺菌剤、変色防止剤、蛍光増白剤
、または香料などの従来の洗剤成分を含有してもよい。本明細書に記載の洗剤組成物のｐ
Ｈ（使用濃度の水溶液で測定）は、通常、中性またはアルカリ性（例えば、約７．０～約
１１．０のｐＨ）である。
【０１８６】
　本明細書に開示の目的に適し得る特定の形態の洗剤組成物は、例えば、米国特許出願公
開第２００９／０２０９４４５Ａ１号明細書、同第２０１０／００８１５９８Ａ１号明細
書、米国特許第７００１８７８Ｂ２号明細書、欧州特許第１５０４９９４Ｂ１号明細書、
国際公開第２００１／０８５８８８Ａ２号パンフレット、国際公開第２００３／０８９５
６２Ａ１号パンフレット、同第２００９／０９８６５９Ａ１号パンフレット、同第２００
９／０９８６６０Ａ１号パンフレット、同第２００９／１１２９９２Ａ１号パンフレット
、同第２００９／１２４１６０Ａ１号パンフレット、同第２００９／１５２０３１Ａ１号
パンフレット、同第２０１０／０５９４８３Ａ１号パンフレット、同第２０１０／０８８
１１２Ａ１号パンフレット、同第２０１０／０９０９１５Ａ１号パンフレット、同第２０
１０／１３５２３８Ａ１号パンフレット、同第２０１１／０９４６８７Ａ１号パンフレッ
ト、同第２０１１／０９４６９０Ａ１号パンフレット、同第２０１１／１２７１０２Ａ１
号パンフレット、同第２０１１／１６３４２８Ａ１号パンフレット、同第２００８／００
０５６７Ａ１号パンフレット、同第２００６／０４５３９１Ａ１号パンフレット、同第２
００６／００７９１１Ａ１号パンフレット、同第２０１２／０２７４０４Ａ１号パンフレ
ット、欧州特許第１７４０６９０Ｂ１号明細書、国際公開第２０１２／０５９３３６Ａ１
号パンフレット、米国特許第ＵＳ６７３０６４６Ｂ１号明細書、国際公開第２００８／０
８７４２６Ａ１号パンフレット、同第２０１０／１１６１３９Ａ１号パンフレットおよび
同第２０１２／１０４６１３Ａ１号パンフレットに開示されており、これらの文献は全て
参照により本明細書に組み込まれる。



(40) JP 2018-512109 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

【０１８７】
　本明細書に記載の洗濯洗剤組成物は、任意選択により、重質（万能）選択洗剤組成物で
あり得る。典型的な重質洗濯洗剤組成物は、洗浄界面活性剤（１０％～４０％ｗｔ／ｗｔ
）、例えば、アニオン洗浄界面活性剤（直鎖状、分岐状もしくはランダム鎖状で、置換も
しくは非置換のアルキル硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、アルキルアルコキシル化硫酸塩
、アルキルリン酸塩、アルキルホスホン酸塩、アルキルカルボン酸塩、および／またはこ
れらの混合物からなる群から選択される）、および任意選択により、ノニオン界面活性剤
（直鎖状、分岐状もしくはランダム鎖状で、置換もしくは非置換のアルキルアルコキシ化
アルコール、例えば、Ｃ８～Ｃ１８アルキルエトキシル化アルコールおよび／またはＣ６
～Ｃ１２アルコールフェノールアルコキシレートからなる群から選択される）を含み、ア
ニオン洗浄界面活性剤（６．０～９の親水性指標（ＨＩｃ）を有する）とノニオン洗浄界
面活性剤との重量比は、１：１超である。適切な界面活性剤としてはまた、カチオン洗浄
界面活性剤（アルキルピリジニウム化合物、アルキル第四級アンモニウム化合物、アルキ
ル第四級ホスホニウム化合物、アルキル第三級スルホニウム化合物、および／またはこれ
らの混合物からなる群から選択される）；双性イオンおよび／または両性の（ａｍｐｈｏ
ｔｅｒｉｃ）洗浄界面活性剤（アルカノールアミンスルホベタインからなる群から選択さ
れる）；両性（ａｍｐｈｏｌｙｔｉｃ）界面活性剤；半極性ノニオン界面活性剤、ならび
にこれらの混合物が挙げられる。
【０１８８】
　重質洗濯洗剤組成物などの本明細書に記載の洗剤は、任意選択により、両親媒性アルコ
キシル化グリース洗浄ポリマー（０．０５ｗｔ％～１０ｗｔ％の範囲で含まれるアルコキ
シル化ポリアルキレンイミン親水性および親油性特性を持った分岐を有するアルコキシル
化ポリマーからなる群から選択される）、および／またはランダムグラフトポリマー（通
常、不飽和Ｃ１～Ｃ６カルボン酸、エーテル、アルコール、アルデヒド、ケトン、エステ
ル、糖単位、アルコキシ単位、無水マレイン酸、飽和ポリアルコール（例えば、グリセロ
ール）、およびこれらの混合物からなる群から選択されるモノマーを含む親水性主鎖と；
Ｃ４～Ｃ２５アルキル基、ポリプロピレン、ポリブチレン、飽和Ｃ１～Ｃ６モノカルボン
酸のビニルエステル、アクリル酸もしくはメタクリル酸のＣ１～Ｃ６アルキルエステル、
およびこれらの混合物からなる群から選択される親油性側鎖とから構成される）からなる
界面活性作用増強ポリマー（ｓｕｒｆａｃｔａｎｃｙ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ｐｏｌｙｍｅ
ｒ）を含んでもよい。
【０１８９】
　重質洗濯洗剤組成物などの本明細書に記載の洗剤は、任意選択により、防汚ポリマー（
アニオンでエンドキャップシタポリエステル（例えば、ＳＲＰ１）、サッカリド、ジカル
ボン酸、ポリオールおよびこれらの組み合わせから選択される少なくとも１種のモノマー
単位を含む、ランダムまたはブロック構成のポリマー、エチレンテレフタレート系ポリマ
ー、ならびにこれらのランダムまたはブロック構成のコポリマー（例えば、ＲＥＰＥＬ－
Ｏ－ＴＥＸ　ＳＦ、ＳＦ－２　ＡＮＤ　ＳＲＰ６、ＴＥＸＣＡＲＥ　ＳＲＡ１００、ＳＲ
Ａ３００、ＳＲＮ１００、ＳＲＮ１７０、ＳＲＮ２４０、ＳＲＮ３００　ＡＮＤ　ＳＲＮ
３２５、ＭＡＲＬＯＱＵＥＳＴ　ＳＬ））；再付着防止剤（０．１ｗｔ％～１０ｗｔ％）
（例えば、アクリル酸、マレイン酸（もしくは無水マレイン酸）、フマル酸、イタコン酸
、アコニット酸、メサコン酸、シトラコン酸、メチレンマロン酸、およびこれらの混合物
から選択される少なくとも１種のモノマーを含むポリマーなどのカルボン酸ポリマー、ビ
ニルピロリドンホモポリマー、および／またはポリエチレングリコール、５００～１００
，０００Ｄａの範囲の分子量）；ならびにポリマーアクリレート（マレエート／アクリレ
ートランダムコポリマーまたはポリアクリレートホモポリマーなど）などのさらなるポリ
マーを含んでもよい。
【０１９０】
　重質洗濯洗剤組成物などの本明細書に記載の洗剤は、任意選択により、さらに、飽和ま
たは不飽和脂肪酸、好ましくは飽和または不飽和のＣ１２～Ｃ２４脂肪酸（０ｗｔ％～１
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０ｗｔ％）、本明細書に開示のセルロース化合物に加えて沈澱助剤（その例としては、ポ
リサッカリド、ポリジアリルジメチルアンモニウムハロゲン化物（ＤＡＤＭＡＣ）、ＤＡ
ＤＭＡＣとビニルピロリドン、アクリルアミド、イミダゾール、ハロゲン化イミダゾリニ
ウム、およびこれらの混合物との、ランダムもしくはブロック構成のコポリマー、カチオ
ン性グアーガム、カチオン性デンプン、カチオン性ポリアクリルアミド、ならびにこれら
の混合物を含んでもよい。
【０１９１】
　重質洗濯洗剤組成物などの本明細書に記載の洗剤は、任意選択により、さらに、染料移
行防止剤を含んでもよく、その例としては、マンガンフタロシアニン、ペルオキシダーゼ
、ポリビニルピロリドンポリマー、ポリアミンＮ－オキシドポリマー、ポリアミンＮ－オ
キシドポリマー、Ｎ－ビニルピロリドンおよびＮ－ビニルイミダゾールのコポリマー、ポ
リビニルオキサゾリドンおよびポリビニルイミダゾール、ならびに／またはこれらの混合
物；キレート剤、例えば、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）；ジエチレントリアミン
ペンタメチレンホスホン（ＤＴＰＭＰ）；ヒドロキシエタンジホスホン酸（ＨＥＤＰ）；
エチレンジアミンＮ，Ｎ’－ジコハク酸（ＥＤＤＳ）；メチルグリシンメチルグリシン二
酢酸（ＭＧＤＡ）；ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）；プロピレンジアミン四酢
酸（ＰＤＴ　Ａ）；２－ヒドロキシピリジン－Ｎ－オキシド（ＨＰＮＯ）；またはメチル
グリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）；グルタミン酸Ｎ，Ｎ－二酢酸（Ｎ，Ｎ－ジカルボキシメチ
ルグルタミン酸４ナトリウム塩（ＧＬＤＡ）；ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）；４，５－ジヒ
ドロキシ－ｍ－ベンゼンジスルホン酸；クエン酸およびその塩；Ｎ－ヒドロキシエチルエ
チレンジアミン三酢酸（ＨＥＤＴＡ）、トリエチレンテトラアミン六酢酸（ＴＴＨＡ）、
Ｎ－ヒドロキシエチルイミノ二酢酸（ＨＥＩＤＡ）、ジヒドロキシエチルグリシン（ＤＨ
ＥＧ）、エチレンジアミンテトラプロピオン酸（ＥＤＴＰ）、およびこれらの誘導体が挙
げられる。
【０１９２】
　重質洗濯洗剤組成物などの本明細書に記載の洗剤は、任意選択により，シリコーンまた
は脂肪酸系抑泡剤、調色染料（ｈｕｅｉｎｇ　ｄｙｅ）、カルシウム陽イオンおよびマグ
ネシウム陽イオン、視覚信号成分、消泡剤（０．００１ｗｔ％～約４．０ｗｔ％）、なら
びに／またはジグリセリドおよびトリグリセリド、ジステアリン酸エチレングリコール、
微結晶セルロース、微小繊維セルロース、バイオポリマー、キサンタンガム、ゲランガム
、およびこれらの混合物）からなる群から選択される構造化剤／増粘剤（０．０１ｗｔ％
～５ｗｔ％）を含んでもよい。ある態様では、本明細書に開示の１種以上のセルロース材
料に加えて、そのような構造化剤／増粘剤が含まれよう。構造化剤はまた、構造材と呼ば
れ得る。
【０１９３】
　本明細書に記載の洗剤は、例えば、重質乾燥／固体洗濯洗剤組成物の形態であり得る。
そのような洗剤は、（ｉ）洗浄界面活性剤、例えば、本明細書に開示のアニオン洗浄界面
活性剤、本明細書に開示のノニオン洗浄界面活性剤、本明細書に開示のカチオン洗浄界面
活性剤、本明細書に開示の双性および／または両性（ａｍｐｈｏｔｅｒｉｃ）洗浄界面活
性剤、両性（ａｍｐｈｏｌｙｔｉｃ）界面活性剤、半極性ノニオン界面活性剤、ならびに
これらの混合物、（ｉｉ）ビルダー、例えば、リン酸塩フリーのビルダー（例えば、０ｗ
ｔ％～１０ｗｔ％未満の範囲のゼオライトビルダー）、リン酸塩ビルダー（例えば、０ｗ
ｔ％～１０ｗｔ％未満の範囲の三リン酸ナトリウム）、クエン酸、クエン酸塩および二ト
リロ三酢酸、ケイ酸塩（例えば、０ｗｔ％～１０ｗｔ％未満の範囲のケイ酸ナトリウムも
しくはケイ酸カリウム、またはメタケイ酸ナトリウム）、炭酸塩（例えば、０ｗｔ％～８
０ｗｔ％未満の範囲の炭酸ナトリウムおよび／または重炭酸ナトリウム）、ならびにこれ
らの混合物；（ｉｉｉ）漂白剤、例えば、光漂白剤（例えば、スルホン化亜鉛フタロシア
ニン、スルホン化アルミニウムフタロシアニン、キサンテン染料、およびこれらの混合物
）、親油性もしくは親水性の漂白活性化剤（例えば、ドデカノイルオキシベンゼンスルホ
ン酸塩、デカノイルオキシベンゼンスルホン酸塩、オキシ安息香酸もしくはその塩、３，
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５，５－トリメチルヘキサノイルオキシベンゼンスルホン酸塩、テトラアセチルエチレン
ジアミン（ＴＥＡＤ）、ノナノイルオキシベンゼンスルホン酸塩（ＮＯＢＳ）、ニトリル
クワット、およびこれらの混合物）、過酸化水素源（例えば、無機過酸化水素化物塩（こ
の例としては、過ホウ酸、過炭酸、過硫酸、過リン酸もしくは過ケイ酸のナトリウム塩の
一もしくは四水和物が挙げられる））、プレフォームされた親水性および／または親油性
の過酸（例えば、過カルボン酸および塩、過炭酸および塩、過イミド酸、および塩、ペル
オキシ一硫酸および塩、ならびにこれらの混合物）、ならびに／あるいは（ｉｖ）他の任
意成分、例えば、漂白触媒（例えば、増白剤（この例としては、イミニウム陽イオンおよ
びポリイオン、イミニウム双性イオン、変性アミン、変性アミンオキシド、Ｎ－スルホニ
ルイミン、Ｎ－ホスホニルイミン、Ｎ－アシルイミン、チアジアゾールジオキシド、ペル
フルオロイミン、環状糖ケトン、ならびにこれらの混合物が挙げられる））、および金属
含有漂白触媒（例えば、銅、鉄、チタン、ルテニウム、タングステン、モリブデンまたは
マンガンの陽イオン（亜鉛またはアルミニウムなどの補助金属陽イオン、およびＥＤＴＡ
、エチレンジアミンテトラ（メチレンホスホン酸）と併用））を含み得る。
【０１９４】
　本明細書に開示のセルロースを含む組成物は、例えば、食器洗い用洗剤組成物の形態で
あり得る。食器洗い用洗剤の例としては、自動食器洗い用洗剤（通常、自動食器洗い機で
使用される）、および食器手洗い用洗剤が挙げられる。食器洗い用洗剤組成物は、例えば
、任意の乾燥、または液体／水性形態であり得る。食器洗い用洗剤組成物のある実施形態
で含まれ得る成分としては、例えば、１種以上のリン酸塩；酸素系もしくは塩素系の漂白
剤；ノニオン界面活性剤；アルカリ塩（例えば、メタケイ酸塩、アルカリ金属水酸化物、
炭酸ナトリウム）；本明細書に開示の活性酵素；防食剤（例えば、ケイ酸ナトリウム）；
消泡剤；セラミックからの光沢および模様落ちを遅くするための添加剤；香料；抗ケーキ
ング剤（粒状洗剤中）；ゲル化剤（液体／ゲル系洗剤中）；および／または砂（粉末洗剤
）が挙げられる。
【０１９５】
　自動食器洗い用洗剤、または液体の食器洗い用洗剤などの食器洗い用洗剤は、（ｉ）ノ
ニオン界面活性剤、例えば、０～１０ｗｔ％の量で含まれるエトキシル化ノニオン界面活
性剤、アルコールアルコキシル化界面活性剤、エポキシでキャップしたポ（オキシアルキ
ル化）アルコール、またはアミンオキシド界面活性剤；（ｉｉ）約５～６０ｗｔ％の範囲
で含まれるビルダー、例えば、リン酸塩ビルダー（例えば、一リン酸塩、二リン酸塩、三
ポリリン酸塩、他のオリゴマーポリリン酸塩、三ポリリン酸ナトリウム（ＳＴＰＰ））、
リン酸塩フリービルダー（例えば、メチルグリシン二酢酸［ＭＧＤＡ］およびその塩もし
くは誘導体、グルタミン－Ｎ，Ｎ－二酢酸［ＧＬＤＡ］およびその塩もしくは誘導体、イ
ミノジコハク酸［ＩＤＳ］およびその塩もしくは誘導体、カルボキシメチルイヌリンおよ
びその塩もしくは誘導体、二トリロ三酢酸［ＮＴＡ］およびその塩もしくは誘導体、ジエ
チレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）、Ｂ－アラニン二酢酸［Ｂ－ＡＤＡ］およびその塩
などのアミノ酸系化合物）、ポリカルボン酸のホモポリマーおよびコポリマーと、それら
の部分中和塩もしくは完全中和塩、約０．５ｗｔ％～５０ｗｔ％の範囲のポリカルボン酸
モノマーおよびヒドロキシカルボン酸とそれらの塩、または約０．１ｗｔ％～約５０ｗｔ
％の範囲のスルホン化／カルボキシル化ポリマー；（ｉｉｉ）約０．１～約１０ｗｔ％の
範囲の乾燥助剤（例えば、ポリエステル、特にアニオン性ポリエステル（任意選択により
、３～６個の官能基を有するさらなるモノマー、通常、重縮合に繋がる酸、アルコールま
たはエステル官能基、を共に含む）、ポリカーボネート－、ポリウレタン－および／もし
くはポリ尿素－ポリオルガノシロキサン化合物、またはそれらの前駆体化合物、特に、環
状カーボネートおよびウレア型のもの）；（ｉｖ）約１～約２０ｗｔ％の範囲のケイ酸塩
（例えば、二ケイ酸ナトリウム、メタケイ酸ナトリウムおよびフィロケイ酸塩などのケイ
酸ナトリウムまたはケイ酸カリウム）；（ｖ）無機漂白剤（例えば、過ホウ酸塩、過炭酸
塩、過リン酸塩、過硫酸塩または過ケイ酸塩などの過酸化水素化物塩）、および／または
有機漂白剤（例えば、ジアシルペルオキシドおよびテトラアシルペルオキシドなどの有機
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過酸、特に、ジペルオキシドデカン二酸、ジペルオキシテトラデカン二酸、およびジペル
オキシヘキサデカン二酸）；（ｖｉ）漂白活性化剤（例えば、約０．１ｗｔ％～約１０ｗ
ｔ％の範囲の有機過酸前駆体）および／または漂白触媒（例えば、トリアザシクロノナン
マンガンとその関連錯体；ビスピリジルアミンＣｏ、ビスピリジルアミンＣｕ、ビスピリ
ジルアミンＭｎおよびビスピリジルアミンＦｅとそれらの関連錯体、ならびにペンタミン
アセテートコバルト（ＩＩＩ）とその関連錯体）；（ｖｉｉ）約０．１ｗｔ％～５ｗｔ％
の範囲の金属ケア剤（例えば、ベンザトリアゾール、金属塩および金属錯体、ならびに／
またはケイ酸塩）；ならびに／あるいは（ｖｉｉｉ）自動食器洗い用洗剤組成物１ｇ当た
り約０．０１～５．０ｍｇの範囲で含まれる、本明細書に開示の活性酵素、酵素安定剤成
分（例えば、オリゴ糖、多糖および無機の２価金属塩）を含み得る。
【０１９６】
　本明細書に開示のセルロースを含む組成物は、口腔ケア組成物の形態であり得る。口腔
ケア組成物の例としては、歯磨き剤、歯磨き粉、マウスウォッシュ、マウスリンス、チュ
ーイングガム、および何らかの形態の口腔ケア（例えば、虫歯（歯のケア）、歯肉炎、歯
垢、歯石および／または歯周病の治療または予防）を提供する食用ストリップが挙げられ
る。口腔ケア組成物はまた、舌の表面、硬い、または柔らかい口蓋、頬粘膜、歯肉、およ
び歯表面など、口腔内の柔らかいまたは硬い表面を全て包含する「口腔面」の治療に用い
ることができる。本明細書では、「歯表面」は、例えば、天然の歯の表面、またはクラウ
ン、キャップ、詰め物、ブリッジもしくは歯科用インプラントなどの人工歯の硬質の表面
である。
【０１９７】
　本明細書の口腔ケア組成物は、本明細書で開示の１種以上のセルロース材料を、約０．
０１～１５．０ｗｔ％（例えば、～０．１～１０ｗｔ％、～０．１～５．０ｗｔ％または
～０．１～２．０ｗｔ％）含み得る。口腔ケア組成物に含まれる、本明細書に記載の１種
以上のセルロース材料は、時に、組成物に増粘剤および／または分散剤として配合するこ
とができ、それは組成物に所望の粘度および／または口内感触を付与するのに有用であり
得る。例えば、カルボキシビニルポリマー、カラギーナン（例えば、Ｌ－カラギーナン）
、天然ゴム（例えば、カラヤ、キサンタン、アラビアゴム、トラガカント）コロイド状ケ
イ酸マグネシウムアルミニウムまたはコロイドシリカなどの１種以上の他の増粘剤または
分散剤も本明細書に記載の口腔ケア組成物に加えることができる。
【０１９８】
　本明細書に記載の口腔ケア組成物は、例えば、練り歯磨きまたは他の歯磨き剤であり得
る。本明細書に記載の、そのような組成物および任意の他の口腔ケア組成物は、１種以上
の、虫歯予防薬、抗微生物剤もしくは抗細菌剤、抗歯石剤もしくは歯石制御剤、界面活性
剤、研磨剤、ｐＨ調節剤、起泡調節剤、保湿剤、香料、甘味料、顔料／着色料、増白剤、
および／または他の適切な成分をさらに含むことができる。本明細書に記載の１種以上の
セルロース材料を加えることができる口腔ケア組成物の例は、米国特許出願公開第２００
６／０１３４０２５号明細書、同第２００２／００２２００６号明細書および同第２００
８／００５７００７号明細書に開示されており、これらの文献は参照により本明細書に組
み込まれる。
【０１９９】
　本明細書に記載の虫歯予防薬は、経口的に許容されるフッ化物イオン源であり得る。適
切なフッ化物イオン源としては、例えば、フッ素化合物、モノフルオロリン酸塩およびフ
ルオロケイ酸塩、ならびにオラフルル（Ｎ’－オクタデシルトリメチレンジアミン－Ｎ，
Ｎ，Ｎ’－トリス（２－エタノール）－ジヒドロフルオリド）を含むアミンフッ化物が挙
げられる。虫歯予防薬は、例えば、組成物に、全体で約１００～２００００ｐｐｍ、約２
００～５０００ｐｐｍまたは約５００～２５００ｐｐｍのフッ化物イオンを与える量で含
まれ得る。フッ化ナトリウムがフッ化物イオンの単独源である場合の口腔ケア組成物では
、例えば、約０．０１～５．０ｗｔ％、約０．０５～１．０ｗｔ％または約０．１～０．
５ｗｔ％の量のフッ化ナトリウムが組成物中に含まれ得る。
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【０２００】
　本明細書に記載の、口腔ケア組成物の使用に適した抗微生物剤または抗細菌剤としては
、例えば、フェノール化合物（例えば、４－アリルカテコール；ベンジルパラベン、ブチ
ルパラベン、ルチルパラベン、メチルパラベンおよびプロピルパラベンなどのｐ－ヒドロ
キシ安息香酸エステル類；２－ベンジルフェノール；ブチルヒドロキシアニソール；ブチ
ルヒドロキシトルエン；カプサイシンン；カルバクロール；クレオソール；オイゲノール
；グアイアコール；ヘキサクロロフェンおよびブロモクロロフェンなどのハロゲン化ビス
フェノール類；４－ヘキシルレゾルシノール、８－ヒドロキシキノリンおよびその塩、サ
リチル酸メンチル、サリチル酸メチルおよびサリチル酸フェニルなどのサリチル酸エステ
ル；フェノール；ピロカテコール；サリチルアニリド；チモール；トリクロサンおよびト
リクロサン一リン酸などのハロゲン化ジフェニルエーテル化合物）、銅（ＩＩ）化合物（
例えば、第二銅塩化物、フッ化物、硫酸塩および水酸化物）、亜鉛イオン源（例えば、亜
鉛酢酸塩、クエン酸塩、グリシン酸塩、酸化物および硫酸塩）、フタル酸およびその塩（
例えば、フタル酸マグネシウム一カリウム）、ヘキセチジン、オクテニジン、サンギナリ
ン、塩化ベンザルコニウム、臭化ドミフェン、塩化アルキルピリジニウム（例えば、塩化
セチルピリジニウム、塩化テトラデシルピリジニウム、塩化Ｎ－テトラデシル－４－エチ
ルピリジニウム）、ヨウ素、スルホンアミド、ビスビグアニド（例えば、アレキシジン、
クロルヘキシジン、グルコン酸クロルヘキシジン）、ピペリジン誘導体（例えば、デルモ
ピノール、オクタピノール）、マグノリア抽出物、グレープシード抽出物、ローズマリー
抽出物、メンソール、ゲラニオール、シトラール、オイカリプトール、抗生物質（例えば
、オウグメンチン、アモキシリン、テトラサイクリン、ドキシサイクリン、ミノサイクリ
ン、メトロニダゾール、ネオマイシン、カナマイシン、クリンダマイシン）、および／ま
たは米国特許第５７７６４３５号明細書（この文献は参照により本明細書に組み込まれる
）で開示の抗細菌剤が挙げられる。１種以上の抗微生物剤は、任意選択により、開示の口
腔ケア組成物中に、例えば、約０．０１～１０ｗｔ％（例えば、０．１～３ｗｔ％）含ま
れ得る。
【０２０１】
　本明細書に記載の、口腔ケア組成物の使用に適した抗歯石剤または歯石制御剤としては
、例えば、リン酸塩およびポリリン酸塩（例えばピロリン酸塩）、ポリアミノプロパンス
ルホン酸（ＡＭＰＳ）、クエン酸亜鉛三水和物、ポリペプチド（例えば、ポリアスパラギ
ン酸およびポリグルタミン酸）、ポリオレフィンスルホネート、ポリオレフィンリン酸塩
、ジホスホネート（例えばアザシクロヘプタン－２，２－ジホスホン酸などのアザシクロ
アルカン－２，２－ジホスホネート）、Ｎ－メチルアザシクロペンタン－２，３－ジホス
ホン酸、エタン－１－ヒドロキシ－１，１－ジホスホン酸（ＥＨＤＰ）、エタン－１－ア
ミノ－１，１－ジホスホネートおよび／またはホスホノアルカンカルボン酸およびその塩
（例えば、そのアルカリ金属およびアンモニウム塩）が挙げられる。有用な無機リン酸塩
およびポリリン酸塩としては、例えば、リン酸一、リン酸二およびリン酸三ナトリウム、
トリポリリン酸ナトリウム、テトラポリリン酸塩、モノ－、ジ－、トリ－ポリリン酸四ナ
トリウム、ピロリン酸二水素ナトリウム、三メタリン酸ナトリウム、六メタリン酸ナトリ
ウム、またはこれらのナトリウムがカルシウムまたはアンモニウムで置換されたものが挙
げられる。ある実施形態では、他の有用な抗歯石剤として、アニオン性ポリカルボキシレ
ートポリマー（例えば、ポリビニールメチルエーテル／無水マレイン酸コポリマーなどの
アクリル酸、メタクリル酸および無水マレイン酸のポリマーまたはコポリマー）が挙げら
れる。さらに他の有用な抗歯石剤としては、ヒドロキシカルボン酸などの金属イオン封鎖
剤（例えば、クエン酸、フマル酸、マレイン酸、グルタール酸、シュウ酸およびそれらの
塩）およびアミノポリカルボン酸（例えば、ＥＤＴＡ）が挙げられる。１種以上の抗歯石
剤または歯石制御剤は、開示の口腔ケア組成物中に、任意選択により、例えば、約０．０
１～５０ｗｔ％（例えば、約０．０５～２５ｗｔ％または約０．１～１５ｗｔ％）含まれ
得る。
【０２０２】
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　本明細書に記載の口腔ケア組成物での使用に適した界面活性剤は、例えば、アニオン性
、ノニオン性または両性であり得る。適切なアニオン界面活性剤としては、限定はされな
いが、水溶性塩のＣ８～２０アルカリ硫酸塩、Ｃ８～２０脂肪酸のスルホン化モノグリセ
リド、サルコシネートおよびタウレートが挙げられる。アニオン界面活性剤の例としては
、ラウリル硫酸ナトリウム、ヤシ油モノグリセリドスルホン酸ナトリウム、ラウリルサル
コシンナトリウム、ラウロイルイセチオン酸ナトリウム、ラウレスカルボン酸ナトリウム
およびドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムが挙げられる。適切なノニオン界面活性剤
としては、限定はされないが、ポロクサマー、ポリオキシエチレンソルビタンエステル、
脂肪族アルコールエトキシレート、第三アミンオキシド第三ホスフィンオキシドおよびジ
アルキルスルホキシドが挙げられる。適切な両性界面活性剤としては、限定はされないが
、カルボン酸塩、硫酸塩、スルホン酸塩、リン酸塩またはホスホン酸塩などの両性基を有
する、Ｃ８－２０の第二および第三脂肪族アミン誘導体が挙げられる。適切な両性界面活
性剤の例は、コカミドプロピルベタインである。１種以上の界面活性剤は、開示の口腔ケ
ア組成物中に、任意選択により、全量で、例えば、約０．０１～１０ｗｔ％（例えば、約
０．０５～５．０ｗｔ％または約０．１～２．０ｗｔ％）含まれる。
【０２０３】
　本明細書に記載の口腔ケア組成物中で使用するのに適した研磨剤としては、例えば、シ
リカ（例えば、シリカゲル、含水ケイ酸、沈降シリカ）、アルミナ、水溶性リン酸塩、炭
酸カルシウムおよび樹脂研磨材（例えば、尿素－ホルムアルデヒド縮合生成物）を挙げ得
る。本明細書に記載の研磨剤として有用な不溶性リン酸塩の例は、オルトリン酸塩、ポリ
メタリン酸塩およびピロリン酸塩であり、リン酸二オルトカルシウム二水和物、ピロリン
酸カルシウム、ピロリン酸ベータ－カルシウム、リン酸三カルシウム、ポリメタリン酸カ
ルシウムおよび不溶性ポリメタリン酸ナトリウムである。１種以上の研磨剤は、開示の口
腔ケア組成物中に、任意選択により、全量で、例えば、約５～７０ｗｔ％（例えば、約１
０～５６ｗｔ％または約１５～３０ｗｔ％）含まれる。ある実施形態では、研磨剤の平均
粒子径は、約０．１～３０ミクロン（例えば、約１～２０ミクロンまたは約５～１５ミク
ロン）である。
【０２０４】
　ある実施形態における口腔ケア組成物は、少なくとも１種のｐＨ調節剤を含み得る。そ
のような薬剤は、約２～１０のｐＨ範囲（例えば、約２～８、３～９、４～８、５～７、
６～１０、または７～９のｐＨ範囲）へと、組成物のｐＨを、酸性化するため、より塩基
性にするため、または緩衝するために選択され得る。本明細書で有用なｐＨ調節剤の例と
しては、限定はされないが、カルボン酸、ホスホン酸およびスルホン酸；酸塩（例えば、
クエン酸一ナトリウム、クエン酸二ナトリウム、マレイン酸一ナトリウム）；アルカリ金
属水酸化物（例えば、水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウムなどの炭
酸塩、セスキ炭酸塩）；ホウ酸塩；珪酸塩；リン酸塩（例えば、リン酸一ナトリウム、リ
ン酸三ナトリウム、ピロリン酸塩）；およびイミダゾールが挙げられる。
【０２０５】
　本明細書に記載の口腔ケア組成物で使用するのに適した起泡調節剤は、例えば、ポリエ
チレングリコール（ＰＥＧ）であり得る。例えば、高分子量ＰＥＧ、例えば、約２０００
００～７００００００（例えば、約５０００００から５００００００または約１００００
００～２５０００００）の平均分子量を有するものが適している。１種以上のＰＥＧは、
開示の口腔ケア組成物中に、任意選択により、全量で、例えば、約０．１～１０ｗｔ％（
例えば、約０．２～５．０ｗｔ％、または約０．２５～２．０ｗｔ％）含まれる。
【０２０６】
　ある実施形態の口腔ケア組成物は、少なくとも１種の保湿剤を含み得る。ある実施形態
の保湿剤は、グリセリン、ソルビトール、キシリトールなどの多価アルコールまたは低分
子量ＰＥＧであり得る。最も適した保湿剤は、本明細書において甘味料としての役割も果
たし得る。１種以上の保湿剤は、開示した口腔ケア組成物中に、任意選択により、全量で
、例えば、約１．０～７０ｗｔ％（例えば、約１．０～５０ｗｔ％、約２～２５ｗｔ％、
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または約５～１５ｗｔ％）含まれる。
【０２０７】
　天然または人工甘味料は、任意選択により、本明細書に記載の口腔ケア組成物に含まれ
得る。適切な甘味料の例としては、デキストロース、スクロース、マルトース、デキスト
リン、転化糖、マンノース、キシロース、リボース、フルクトース、果糖、ガラクトース
、コーンシロップ（例えば、高フルクトースコーンシロップまたは固形コーンシロップ）
、部分加水分解デンプン、水素化デンプン加水分解物、ソルビトール、マンニトール、キ
シリトール、マルチトール、イソマルト、アスパルテーム、ネオテーム、サッカリンおよ
びその塩、ジペプチドをベースとする高甘味度甘味料、およびシクラミン酸塩が挙げられ
る。１種以上の甘味料は、開示の口腔ケア組成物中に、任意選択により、全量で、例えば
約０．００５～５．０ｗｔ％含まれる。
【０２０８】
　天然または人工の香料は、任意選択により、本明細書に記載の口腔ケア組成物に含まれ
得る。適切な香料の例としては、バニリン；セージ；マジョラム；パセリ油；スペアミン
ト油；桂皮油；冬緑油（サリチル酸メチル）；ペパーミント油；丁子油；ベイ油；アニス
油；ユーカリ油；かんきつ油；果実油；レモン、オレンジ、ライムグレープフルーツ、ア
ンズ、バナナ、ブドウ、リンゴ、イチゴ、サクランボまたはパイナップル由来などのエキ
ス；コヒー、ココア、コーラ、ピーナッツまたはアーモンドなどのマメまたはナッツ由来
の香味料；および吸収させ、かつカプセル化した香料が挙げられる。清涼または温熱効果
を含む、口中で芳香および／または他の官能効果を与える成分も本明細書に記載の香料に
包含される。そのような成分としては、限定はされないが、メンソール、酢酸メンチル、
乳酸メンチル、樟脳、ユーカリ油、オイカリプトール、アネトール、オイゲノール、カッ
シア、オキサノン、Ｉｒｉｓｏｎｅ（登録商標）、プロペニルグアエトール、チモール、
リナロール、ベンズアルデヒド、桂皮アルデヒド、Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カル
ボキサミン、Ｎ，２，３－トリメチル－２－イソプロピルブタンアミド、３－（１－メト
キシ）－プロパン－１，２－ジオール、桂皮アルデヒドグリセロールアセタール（ＣＧＡ
）およびメントングリセロールアセタール（ＭＧＡ）が挙げられる。１種以上の香料は、
開示した口腔ケア組成物中に、任意選択により、全量で、例えば、約０．０１～５．０ｗ
ｔ％（例えば、約０．１～２．５ｗｔ％）含まれる。
【０２０９】
　ある実施形態の口腔ケア組成物は、少なくとも１種の重炭酸塩を含み得る。例えば、重
炭酸ナトリウムまたは重炭酸カリウムなどの重炭酸アルカリ金属塩、および重炭酸アンモ
ニウムなど、経口的に許容される任意の重炭酸塩を使用することができる。１種以上の重
炭酸塩は、開示の口腔ケア組成物中に、任意選択により、全量で、例えば、約０．１～５
０ｗｔ％（例えば、約１～２０ｗｔ％）含まれる。
【０２１０】
　ある実施形態の口腔ケア組成物は、少なくとも１種の増白剤および／または着色料を含
み得る。適切な増白剤は、米国特許第８５４０９７１号明細書に開示されているような過
酸化物であり、この文献は参照により本明細書に組み込まれる。本明細書における適切な
着色料としては、例えば顔料、染料、レーキ、およびパール剤などの特定の光沢または反
射率を付与する化学物質が挙げられる。本明細書に有用な着色料の具体例としては、タル
ク；雲母；炭酸マグネシウム；炭酸カルシウム；ケイ酸マグネシウム；ケイ酸マグネシウ
ムアルミニウム；シリカ；二酸化チタン；酸化亜鉛；赤、黄、茶および黒色酸化鉄；第二
鉄アンモニウムフェロシアン化合物；マンガンバイオレット；ウルトラマリン；雲母チタ
ン；およびオキシ塩化ビスマスが挙げられる。１種以上の着色料は、開示した口腔ケア組
成物中に、任意選択により、全量で、例えば、約０．００１～２０ｗｔ％（例えば、約０
．０１～１０ｗｔ％または約０．１～５．０ｗｔ％）存在する。
【０２１１】
　任意選択により、本明細書に記載の口腔組成物に含有させることができるさらなる成分
として、例えば、１種以上の酵素（上記）、ビタミン類および付着防止剤が挙げられる。
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本明細書で有用なビタミン類の例として、ビタミンＣ、ビタミンＥ、ビタミンＢ５および
葉酸が挙げられる。適切な付着防止剤の例として、ソルブロール、フィシンおよび菌体密
度感知阻害剤が挙げられる。
【０２１２】
　本開示のある実施形態では、セルロースを含む組成物は、膜またはコーティングであり
得る。
【０２１３】
　膜をまたはコーティングは、ある態様では、例えば約３、２、１、０．５または０．１
ｗｔ％未満の水を含む、乾燥した膜またはコーティングであり得る。本発明に記載の膜ま
たはコーティングに含まれるセルロースの量は、例えば、約または少なくとも約１、２、
３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８
、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、
３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４
５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５５、５６、５７、５８、５９
、６０、６１、６２、６３、６４、６５、６６、６７、６８、６９、７０、７１、７２、
７３、７４、７５、７６、７７、７８、７９、８０、８１、８２、８３、８４、８５、８
６、８７、８８、８９、９０、９１、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９８、９９
、９９．５または９９．９ｗｔ％であり得る。
【０２１４】
　本明細書に記載の膜またはコーティングは、例えば、少なくとも約４ｎｍの一様な厚さ
を有することができる。他の態様では、そのような厚さは、約または少なくとも約４．０
、４．５、５．０、５．５、６．０、７．０、８．０、９．０、１０、２５、５０、１０
０、２５０、５００、７５０、１０００、１５００、２０００、２５００、３０００、３
５００、４０００、４５００または５０００ｎｍであり得る。一様な厚さは、例えば、（
ｉ）全膜コーティング領域の少なくとも２０％、かつ（ｉｉ）厚さの標準偏差が約１、２
、３、４、５、６、７、８、９、１０、２０、３０、４０，または５０ｎｍ未満である、
連続した領域であると特徴付けられる。本明細書に記載の膜またはコーティングは、ある
態様では薄いものであると特徴付けることができる。
【０２１５】
　本明細書に記載の膜またはコーティングは、水性組成物、脂溶性組成物または気体組成
物に対して低透過性または不透過性を示すことができる。膜またはコーティングは、もし
、その物質に対する膜／コーティングの透過性が、対象の技術分野で一般に割り当てられ
ている閾値未満である場合、その特定の物質に対して「低透過性」であると特徴付けるこ
とができる。説明のために、ＳＭＣ（スーパーマルチコート）剥離膜の分野では、スチレ
ン透過性の閾値は、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　
Ｅｎｇｉｎｅｅｒ，５３ｒｄ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｅｅｔｉｎｇ，Ｐｒｅｐｒｉｎｔ　
Ｎｏ．３２ｄ（Ｂｉｘｌｅｒ　ａｎｄ　Ｍｉｃｈａｅｌｓ，１９６４）に記載の方法を使
用した測定などでは、２００×１０－９ｇ　ｃｍ／ｃｍ２／ｈである。特定の物質（例え
ば、水性組成物、脂溶性組成物、または気体組成物）の閾値は、対象の技術分野に依存す
る。膜またはコーティングは、長時間（例えば、少なくとも１、２、３日またはそれより
長い日数）にわたって水性組成物、脂溶性組成物、および／または気体組成物を通過させ
ない場合、そのような組成物に対して不透過性であると特徴付けることができる。
【０２１６】
　本明細書に記載の膜またはコーティングは、所望の種々の透明度を示すことができる。
例えば膜／コーティングは高い透明度（例えば、高い光学的透明度および／または低ヘイ
ズ）であり得る。本明細書で使用するとき、光的透明度は、少なくとも約１０～９９％の
光透過率、または少なくとも約５０％、６０％、７０％、８０％、９０％、９５％、９６
％、９７％、９８％または９９％の光透明度を与える、膜またはコーティングを指し得る
。高透明度は任意選択により、少なくとも約９０％の光学透過率を有する、膜／コーティ
ングを指し得る。本明細書に記載の膜またはコーティングの透明度は、例えばＡＳＴＭ　
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Ｄ１７４６試験（２００９，Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｔｒ
ａｎｓｐａｒｅｎｃｙ　ｏｆ　Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｓｈｅｅｔｉｎｇ，ＡＳＴＭ　Ｉｎｔｅ
ｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｗｅｓｔ　Ｃｏｎｓｈｏｈｏｃｋｅｎ，ＰＡ）に従って測定するこ
とができ、この文献は参照により本明細書に組み込まれる。
【０２１７】
　本明細書に開示の膜／コーティングに使用する場合、水性組成物または脂溶性組成物は
、好ましくは液体形態である。水性組成物は、例えば、本明細書の別の箇所で開示された
ものであり得る。本明細書に記載の脂溶性組成物の例としては、油、水素結合を示さない
有機液体（例えば、ヘキサン、オクタン、ベンゼンおよび他のアルキルベンゼン類などの
脂肪族および／または芳香族炭化水素）または僅かに温和な水素結合を示す有機液体ヘキ
サン、オクタン、ベンゼンおよび他のアルキルベンゼン類などの脂肪族および／または芳
香族炭化水素または温和な水素結合のみを示す有機液体（例えば、エチルアクリレート、
ブチルアクリレート、ジメチルケトン、ブチルグリコールエーテル、ジグリコールエチル
エーテルなどのアルキルおよびアリールエステル、ケトンおよびエーテル）が挙げられる
。本明細書に記載の気体組成物の例としては、空気、水蒸気、および少なくとも０．００
１％、０．０１％、０．１％、１％、１０％、２５％、５０％、７５％、９０％、９５％
、１００％の１種以上の次のもの、すなわち、窒素（Ｎ２）、酸素（Ｏ２）、アルゴン（
Ａｒ）、二酸化炭素（ＣＯ２）、ネオン（Ｎｅ）、ヘリウム（Ｈｅ）、メタン（ＣＨ４）
、クリプトン（Ｋｒ）、水素（Ｈ２）、亜酸化窒素（Ｎ２Ｏ）、ラドン（Ｒｎ）、キセノ
ン（Ｘｅ）、オゾン（Ｏ３）、一酸化炭素（ＣＯ）、二酸化硫黄（ＳＯ２）、二酸化窒素
（ＮＯ２）、アンモニア（ＮＨ３）を含む気体が挙げられる。
【０２１８】
　本明細書に記載の膜またはコーティングは、紙などの材料上に存在し得る。本明細書に
記載の膜／コーティングを塗布することができる紙の種類としては、オフセット紙、ベラ
ムブリストル紙、レッジャー紙、カバー紙、インデックス紙、タグ紙、鉄道ボード紙（ｒ
ａｉｌｒｏａｄ　ｂｏａｒｄ）、返信はがき紙（ｒｅｐｌｙ　ｃａｒｄ）、フォームボン
ド紙、レーザーボンド紙、ＯＣＲボンド（ＯＣＲ　ｂｏｎｄ）、ＭＩＣＲボンド（ＭＩＣ
Ｒ　ｂｏｎｄ）、セーフティボンド（ｓａｆｅｔｙ　ｂｏｎｄ）、ノーカーボン紙ＣＢ、
ノーカーボン紙ＣＦＢ、新聞用紙（ｎｅｗｓｐｒｉｎｔ）およびクラフト紙が挙げられる
。本明細書に記載の連量は、例えば、約１０～１５０ポンド（例えば、１０、２０、２１
、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、
３５、３６、３７、３８、３９、４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、１１０
、１２０、１３０、１４０または１５０ポンド）の等級に格付することができる。テーパ
ーコーティングの調製に関するさらなる成分および処方は、例えば米国特許第７６２５４
４１号明細書に開示されており、この文献は参照により本明細書に組み込まれる。本明細
書に記載の膜またはコーティングによりコーティングすることができる他の材料としては
、プラスチックまたはゴム材料、植物材料（例えば果物、野菜、種子）、薬剤（例えば、
丸薬、錠剤）、ガラス材料、セラミック材料、金属材料および電気設備／装置／部品が挙
げられる。
【０２１９】
　本開示の実施形態は、さらに、水性組成物の粘度を増大させる方法に関する。この方法
は、セルロースと水性組成物を接触させることを含み、セルロースは水性組成物に不溶で
あり、かつ
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）、および
　（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造
を有する。この方法の接触工程は、接触工程前の水性組成物の粘度と比べて水性組成物の
粘度を増大させる結果をもたらす。
【０２２０】
　水性組成物は、例えば、水（例えば、脱イオン水）、水溶液またはコロイド分散液など
、本明細書の別の箇所で開示されたものであり得る。約２０～２５℃で測定された接触工
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程前の水性組成物の粘度は、例えば、約０～１００００ｃＰｓ（または０～１００００ｃ
Ｐｓの任意の整数）であり得る。接触工程前の水性組成物の粘度が低い場合、開示した方
法で粘度の非常に大きいパーセント増加を得られることは明らかであろう。
【０２２１】
　本開示のセルロースを水性組成物と接触させると、いくつかの実施形態で水性組成物の
粘度が増大する。この粘度の増加は、接触工程前の水性組成物の粘度と比べて、例えば、
少なくとも約１％、１０％、１００％、１０００％、１０００００％または１０００００
０％（または１％～１００００００％の任意の整数）の増加であり得る。接触工程前の水
性組成物が０粘度～低粘度を有する場合、開示した方法で粘度の非常に大きいパーセント
増加を得られることは明らかであろう。粘度の増加は、例えば、その方法で得られた水性
組成物の粘度（すなわち、接触工程後）と、その方法の前に存在していた水性組成物の粘
度（すなわち、接触工程前）を比較することにより、決定することができる。
【０２２２】
　本開示のセルロースを水性組成物と接触させると、ある実施形態では水性組成物のずり
減粘挙動が増大する。これらの実施形態では、このセルロースは、このようにして水性組
成物にレオロジー的変更を加える。この粘度のずり減粘挙動は、接触工程前の水性組成物
のずり減粘挙動と比べて、例えば、少なくとも約１％、１０％、１００％、１０００％、
１０００００％または１００００００％（または１％～１００００００％の任意の整数）
の増加であり得る。接触工程前の水性組成物が殆どまたは全くレオロジー挙動を示さない
場合、開示した方法でレオロジー的変更の非常に大きいパーセント増加が得られることは
明らかであろう。
【０２２３】
　水性組成物の粘度を増加させる方法における接触工程は、当該技術分野で知られている
任意の手段により、水性組成物中で本開示のセルロースを混合することで行うことができ
る。例えば、混合は手作業で、または機械（例えば、工業用ミキサーまたはブレンダー、
オービタルシェーカー、撹拌プレート、ホモジナイザー、ソニケーター、ビーズミル）を
使用して行うことができる。ある実施形態では、混合は均質化を含むことができる。均質
化（および他の任意の種類の混合）は、約５～６０、５～３０、１０～６０、１０～３０
、５～１５もしくは１０～１５秒（もしくは、５秒～６０秒の任意の整数）、またはセル
ロースと水性組成物とを混合するのに必要なより長い時間をかけて行うことができる。ホ
モジナイザーは、例えば約５０００～３００００ｒｐｍ，１００００～３００００ｒｐｍ
、１５０００～３００００ｒｐｍ、１５０００～２５０００ｒｐｍまたは２００００ｒｐ
ｍ（または５０００～３００００の任意の整数）で使用することができる。
【０２２４】
　本明細書に記載のセルロースを水性組成物と混合させるか、または水性組成物に溶解さ
せた後、得られた水性組成物はろ過してもよく、またはろ過しなくてもよい。例えば均一
化工程で調製した水性組成物は、ろ過してもしなくてもよい。
【０２２５】
　本明細書に記載の食品、医薬品、家庭用品、パーソナルケア製品または工業用品など、
本明細書で開示した水性組成物を調製するのに上記方法のある実施形態を使用することが
できる。
【０２２６】
　ある粘度調節法で使用するセルロースは、本明細書で開示した任意の特徴を有すること
ができる。本明細書の別の箇所で開示したように、例えば、非水溶性、ＤＰｗ（例えば、
１０～３０のＤＰｗ）および／もしくはＭｗ、グリコシド結合のプロファイル、主鎖構造
（例えば、直鎖性）、セルロースＩＩ型構造含量、ならびに／またはある非水性組成物中
の溶解度の特徴により、粘度調節法の様々な実施形態で使用されるセルロースを特徴付け
ることができる。
【０２２７】
　本開示の実施形態は、さらに、材料を処理する方法に関する。この材料を処理する方法
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は、
　（ａ）材料を、セルロースを含む水性組成物と接触させる工程であって、セルロースが
、水性組成物に不溶であり、かつ
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）、および
　（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造
を有する、工程と、
　（ｂ）水性組成物を乾燥させる工程と
を含み、乾燥工程が、材料の表面にセルロースの被覆を残す。ある態様では、この方法は
、材料をコーティングする方法（コーティング方法）であると特徴付けることができる。
【０２２８】
　ある態様において、コーティング方法で使用する水性組成物は、好ましくは、本明細書
の別の箇所で開示したセルロースのコロイド分散液である。そうしたコロイド分散液は、
約または少なくとも約０．０１、０．０５、０．１、０．２、０．３、０．４、０．５、
０．６、０．７、０．８、０．９、１．０、１．２、１．４、１．６、１．８、２．０、
２．２、２．５、３．０、３．５、４．０、４．５、５、６、７、８、９、１０、１１、
１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２
５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８
、３９または４０ｗｔ％のここに開示するセルロースを含むことができる。
【０２２９】
　本明細書に記載のコーティング方法の接触工程は、上記の任意の重量パーセントでセル
ロースを含むコロイド分散液を材料に塗布することを含み得る。そのような塗布は、例え
ば、約１、２、３、４、５、６、７、８、９または１０ｍｉｌ（１ｍｉｌ＝．００１イン
チ）の厚さで膜または層を材料に提供することであり得る。必要に応じて材料表面の全部
または一部（少なくとも約１～９９％）をコーティングすることができる。ある実施形態
では、材料をコーティングするのは、取り外し可能なフィルムを調製するためであり得、
この場合、当該技術分野で知られている任意のフィルムキャスティング法（例えばブレー
ドコータまたはキャスティングロッドの使用を含む）でコロイド分散液を塗布することが
できる。
【０２３０】
　セルロースコロイド分散液などの水性材料を材料に塗布した後、疎水性材料を乾燥させ
る。そのような乾燥は、室温（２０～２５℃）、または例えば１５～７０℃の任意の温度
などの他の任意の適切な乾燥温度で水性材料を乾燥させること（空気乾燥）により行うこ
とができる。乾燥は、強制空気または真空を用いてまたは用いずに行うことができる。
【０２３１】
　コーティング方法で使用するセルロースは、本明細書で開示した任意の特徴を有するこ
とができる。本明細書の別の箇所で開示したように、例えば、非水溶性、ＤＰｗ（例えば
、１０～３０のＤＰｗ）および／もしくはＭｗ、グリコシド結合のプロファイル、主鎖構
造（例えば、直鎖性）ならびに／またはセルロースＩＩ型構造含量の任意の特徴により、
コーティング方法の様々な実施形態で使用されるセルロースを特徴付けることができる。
【０２３２】
　本明細書に記載の方法でコーティングすることができる材料としては、紙（例えば、本
明細書の別の箇所で開示した任意の種類）、プラスチックまたはゴム材料、植物材料（例
えば、果物、野菜、種子）、薬剤（例えば、丸薬、錠剤）、ガラス材料、セラミック材料
、金属材料および電気設備／装置／部品が挙げられる。
【０２３３】
　ある実施形態では、本明細書に記載のコーティング方法に供された材料表面のセルロー
スの被覆は、膜、コーティングまたは膜コーティングとして特徴付けることができる。そ
のようなコーティングは、本明細書で開示した任意の特徴を有することができる。本明細
書の別の箇所で開示したように、例えば、コーティングは、（ｉ）一様な厚さ（例えば、
少なくとも約４ｎｍ）を有し、（ｉｉ）ある種の組成物（例えば、液体）に対して低透過
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性を有するかもしくは不透過性であり、かつ／または（ｉｉｉ）光学的に透明（例えば、
高い透明）であり得る。
【０２３４】
　本明細書に記載のコーティング方法で得られる膜またはコーティングは乾燥した状態に
あり得る。通常、乾燥した膜またはコーティングは、３、２、１、０．５、または０．１
ｗｔ％未満の水をその中に含んでいる。膜またはコーティングに含まれる本開示のセルロ
ースの量は、例えば、約または少なくとも約１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０
、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、
２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３
７、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０
、５１、５２、５３、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４、
６５、６６、６７、６８、６９、７０、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７７、７
８、７９、８０、８１、８２、８３、８４、８５、８６、８７、８８、８９、９０、９１
、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９８、９９、９９．５または９９．９ｗｔ％で
あり得る。
【０２３５】
　本明細書中に開示される組成物および方法の非限定的な例としては以下のものが挙げら
れる：
１．セルロースを含む組成物であって、そのセルロースは、
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）を有し、
　（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造を有し、かつ
　（ｉｉｉ）水性組成物に不溶である、組成物。
２．セルロースのＤＰｗは、約１０～約１００である、実施形態１の組成物。
３．セルロースは、配列番号２または配列番号６と少なくとも９０％相同のアミノ酸配列
を含むセロデキストリンホスホリラーゼ酵素の生成物であり、酵素の基質はセロデキスト
リンおよびグルコース－１－リン酸を含む、実施形態１または２の組成物。
４．酵素によって生成されるセルロースは、マーセル化または誘導体化プロセスを受けて
いない、実施形態３の組成物。
５．膜またはコーティングである、実施形態１、２、３または４の組成物。
６．膜またはコーティングは、少なくとも約４ｎｍの一様な厚さを有する、実施形態５の
組成物。
７．膜またはコーティングは、水性組成物、脂溶性組成物または気体組成物に対して低透
過性を示すか、または非透過性である、実施形態５または６の組成物。
８．膜またはコーティングは紙上にある、実施形態５、６または７の組成物。
９．任意選択により少なくとも約１００ｃＰｓの粘度を有する水性組成物である、実施形
態１、２、３または４の組成物。
１０．水性組成物は、コロイド分散液である、実施形態９の組成物。
１１．水性組成物中の前記セルロースの濃度は、約１０ｗｔ％未満である、実施形態９ま
たは１０の組成物。
１２．食品、パーソナルケア製品、医薬品、家庭用品または工業用品である、実施形態１
～１１のいずれか１つの組成物。
１３．セルロースは、ＤＭＳＯおよび／またはＤＭＡｃを含む溶媒に可溶である、実施形
態１、２、３または４の組成物。
１４．水性組成物の粘度を増大させる方法であって、
　セルロースを水性組成物と接触させる工程
を含み、セルロースは、水性組成物に不溶であり、かつ
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）、および
　（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造
を有し、
　水性組成物の粘度は、前記セルロースにより、接触工程前の水性組成物の粘度と比べて
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増大される、方法。
１５．水性組成物のずり減粘挙動は、セルロースにより、接触工程前の水性組成物のずり
減粘挙動と比べて増大される、実施形態１４の方法。
１６．材料を処理する方法であって、
　（ａ）材料を、セルロースを含む水性組成物と接触させる工程であって、セルロースは
、前記水性組成物に不溶であり、かつ
　（ｉ）約１０～約１０００の重量平均重合度（ＤＰｗ）、および
　（ｉｉ）セルロースＩＩ型結晶構造
を有する、工程と、
　（ｂ）前記水性組成物を乾燥させる工程と
を含み、前記乾燥工程は、前記材料の表面に前記セルロースの被覆を残す、方法。
【実施例】
【０２３６】
　以下の実施例において本開示をさらに示す。これらの実施例が本明細書中のある好まし
い態様を示す一方、単に説明の目的でのみ示されていることは理解されるべきである。上
記の考察およびこれらの実施例から、当業者であれば、開示された実施形態の必須の特徴
を確認することができ、かつその趣旨および範囲を逸脱しない範囲で、種々の用途および
条件に適合させるために種々の変更形態および改変形態がなし得る。
【０２３７】
実施例１
ビブリオ・ルバー（Ｖｉｂｒｉｏ　ｒｕｂｅｒ）セロデキストリンホスホリラーゼ
　この実施例は、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）における推定ビブリオ・ルバー（Ｖｉｂｒｉｏ
　ｒｕｂｅｒ）セロデキストリンホスホリラーゼの発現を記載する。また、この実施例は
、この酵素が酵素比活性の解析により、実際にセロデキストリンホスホリラーゼであるこ
とを示す。
【０２３８】
　推定セロデキストリンホスホリラーゼ、ＶｒｕＣｄｐ１（本明細書中では、「ＣＲＣ０
３３６２－ＶｒｕＣｄｐ１」とも称する。）をビブリオ・ルバー（Ｖｉｂｒｉｏ　ｒｕｂ
ｅｒ）ＤＳＭ１４３７９において特定した。ＶｒｕＣｄｐ１をコードする核酸配列をゲノ
ム配列に基づいて予測し、配列番号１として示す。配列番号１によってコードされるＶｒ
ｕＣｄｐ１のアミノ酸配列を、配列番号２として示す。
【０２３９】
　次に、以下のようにして、推定ＶｒｕＣｄｐ１セロデキストリンホスホリラーゼを、大
腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）において異種発現させた。ＶｒｕＣｄｐ１をコードするポリヌクレ
オチド配列を、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）で発現させるためにコドン最適化した。Ｇｅｎｅ
ｒａｙ（Ｓｈａｎｇｈａｉ、Ｃｈｉｎａ）により、この配列（配列番号３）をｐＥＴ３０
ａ（Ｎｏｖａｇｅｎ）発現ベクターにＮｄｅＩ部位およびＸｈｏＩ部位で挿入して、プラ
スミドｐＺＺＨ６３４を得た。配列番号３は、コドン最適化オープンリーディングおよび
Ｃ末端に２つの追加アミノ酸（Ｌｅｕ－Ｇｌｕ）および６×Ｈｉｓタグをコードする配列
を含む。配列番号３でコードされたアミノ酸配列を配列番号４として示す。ｐＺＺＨ６３
４プラスミドを大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）株ＢＬ２１（ＤＥ３）（Ｎｏｖａｇｅｎ）にトラ
ンスフォームし、これを、カナマイシン５０ｐｐｍを補充したＬＢ寒天培地プレートにプ
レーティングした。ＰＣＲおよびシークェンシングによって確認された正しく形質転換さ
れたコロニーを、カナマイシン５０ｐｐｍを補充したＬＢ培地５ｍｌに接種し、振盪しな
がら３７℃で約１６時間培養した。次いで、約１ｍＬの培養物を、カナマイシン５０ｐｐ
ｍを補充したＬＢ培地２５ｍｌに接種し、振盪しながら３７℃で、ＯＤ６００が約０．４
～１．０に到達するまで培養した。次いで、ＩＰＴＧを、最終濃度が１００ｍＭになるよ
うに培養物に添加して、ＶｒｕＣｄｐ１を発現させた。次いで、培養物を１６℃で１２～
１６時間培養した。
【０２４０】



(53) JP 2018-512109 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

　このＶｒｕＣｄｐ１発現誘発期間後、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）細胞をペレット化し、溶
解バッファ（５０ｍＭトリス　ｐＨ７．０、５００ｍＭ　ＮａＣｌ、１０％グリセロール
、０．１％ツイン－２０）に再懸濁し、１０分間の超音波処理により氷上で溶解した（３
５％出力、２０分、２秒オン／２秒オフ）（ＳＣＩＥＮＴ２－ＩＩ　Ｄ、Ｎｉｎｇｂｏ　
Ｓｃｉｅｎｔｚ　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ）。溶解物を１３０００
ｒｐｍで３０分間遠心分離して不純物を取り除いた（ＢＥＣＫＭＡＮ　ＣＯＵＬＴＥＲ，
ＡｖａｎｔｉＴＭＪＥ）。不純物を除去した溶解物を、５０ｍＭトリス　ｐＨ７．０、５
００ｍＭ　ＮａＣｌ、および１０％グリセロールで予め平衡化したＨｉｓ　ＴｒａｐＴＭ

ＨＰ（５ｍＬ）（ＧＥ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ）に適用した。標的タンパク質（ＶｒｕＣ
ｄｐ１）を、０～２５０ｍＭイミダゾール／平衡化バッファの直線勾配を用いてカラムか
ら溶出させた。標的タンパク質を含む画分をプールし、１０Ｋ　Ａｍｉｃｏｎ　Ｕｌｔｒ
ａデバイスを用いて濃縮および平硬化バッファとの交換を行い、使用するまで４０％グリ
セロール中に－２０℃で貯蔵した。
【０２４１】
（上記で分離した）ＶｒｕＣｄｐ１の活性を、１０ｍＭ　Ｇ－１－Ｐ（Ｓｉｇｍａ　Ｇ７
０００、α－Ｄ－グルコース１－リン酸二ナトリウム水和物）および５ｍＭセロビオース
（Ｓｉｇｍａ　Ｃ７２５２、Ｄ－（＋）－セロビオース）を基質として用いて測定した。
測定は、２５ｍＭトリス－ＨＣｌバッファ、ｐＨ７．０中、３７℃、１０分間で行った。
酵素反応物からのリンの放出を、ＰｉＢｌｕｅＴＭ試薬（ＢｉｏＡｓｓａｙ　Ｓｙｓｔｅ
ｍｓ、ＵＳ）により定量した。セロデキストリンホスホリラーゼ活性１単位を、測定条件
下で１分当たりに無機リン１μｍｏｌを放出する酵素の量と定義した。分離したＶｒｕＣ
ｄｐ１の比活性は、１８．４単位／ｍｇと決定された。この観察に基づき、ＶｒｕＣｄｐ
１は、グリコシルヒドラーゼファミリー（ＧＨ９４、ＣＡＺｙ番号）に属するセロデキス
トリンホスホリラーゼ（ＥＣ２．４．１．４９）であると決定された。
【０２４２】
　このように、配列番号２を含む酵素（ＶｒｕＣｄｐ１）が発現し、分離され、およびセ
ロデキストリンホスホリラーゼ活性を有することが示された。
【０２４３】
実施例２
ルミノコッカス・チャンパネレンス（Ｒｕｍｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｈａｍｐａｎｅｌｌ
ｅｎｓｉｓ）セロデキストリンホスホリラーゼ
　この実施例は、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）における推定ルミノコッカス・チャンパネレン
ス（Ｒｕｍｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）セロデキストリンホ
スホリラーゼの発現を記載する。また、この実施例は、この酵素が、酵素比活性の解析に
より、実際、セロデキストリンホスホリラーゼであることを示す。
【０２４４】
　推定セロデキストリンホスホリラーゼ、ＲｃｈＣｄｐ１（本明細書中では、「ＣＲＣ０
３３５９－ＲｃｈＣｄｐ１」とも称する。）をルミノコッカス・チャンパネレンス（Ｒｕ
ｍｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）１８Ｐ１３において特定した
。ＲｃｈＣｄｐ１をコードする核酸配列（ＧＥＮＢＡＮＫ登録番号ＮＣ＿０２１０３９．
１のポジション２３７３１４１～２３７５５３７）を配列番号５として示す。配列番号５
によってコードされたＲｃｈＣｄｐ１のアミノ酸配列を、配列番号６として示す。
【０２４５】
　次に、以下のようにして、推定ＲｃｈＣｄｐ１セロデキストリンホスホリラーゼを、大
腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）において異種発現させた。ＲｃｈＣｄｐ１をコードするポリヌクレ
オチド配列を、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）で発現させるためにコドン最適化した。Ｇｅｎｅ
ｒａｙ（Ｓｈａｎｇｈａｉ、Ｃｈｉｎａ）により、この配列（配列番号７）をｐＥＴ３０
ａ（Ｎｏｖａｇｅｎ）発現ベクターにＮｄｅＩ部位およびＸｈｏＩ部位で挿入して、プラ
スミドｐＺＺＨ６３１を得た。配列番号７は、コドン最適化オープンリーディングおよび
Ｃ末端に２つの追加アミノ酸（Ｌｅｕ－Ｇｌｕ）および６×Ｈｉｓタグをコードする配列
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を含む。配列番号７でコードされたアミノ酸配列を配列番号８として示す。ｐＺＺＨ６３
１プラスミドを大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）株ＢＬ２１（ＤＥ３）（Ｎｏｖａｇｅｎ）にトラ
ンスフォームし、これを、カナマイシン５０ｐｐｍを補充したＬＢ寒天培地プレートにプ
レーティングした。ＰＣＲおよびシークェンシングによって確認された正しく形質転換さ
れたコロニーを、カナマイシン５０ｐｐｍを補充したＬＢ培地５ｍｌに接種し、振盪しな
がら３７℃で約１６時間培養した。次いで、約１ｍＬの培養物を、カナマイシン５０ｐｐ
ｍを補充したＬＢ培地２５ｍｌに接種し、振盪しながら３７℃で、ＯＤ６００が約０．４
～１．０に到達するまで培養した。次いで、ＩＰＴＧを、最終濃度が１００ｍＭになるよ
うに培養物に添加して、ＲｃｈＣｄｐ１を発現させた。次いで、培養物を１６℃で１２～
１６時間培養した。
【０２４６】
　このＲｃｈＣｄｐ１発現誘発期間後、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）細胞をペレット化し、溶
解バッファ（５０ｍＭトリス　ｐＨ７．０、５００ｍＭ　ＮａＣｌ、１０％グリセロール
、０．１％ツイン－２０）に再懸濁し、１０分間の超音波処理により氷上で溶解した（３
５％出力、２０分、２秒オン／２秒オフ）（ＳＣＩＥＮＴ２－ＩＩ　Ｄ、Ｎｉｎｇｂｏ　
Ｓｃｉｅｎｔｚ　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ）。溶解物を１３０００
ｒｐｍで３０分間遠心分離して不純物を取り除いた（ＢＥＣＫＭＡＮ　ＣＯＵＬＴＥＲ，
ＡｖａｎｔｉＴＭＪＥ）。不純物を除去した溶解物を、５０ｍＭトリス　ｐＨ７．０、５
００ｍＭ　ＮａＣｌ、および１０％グリセロールで予め平衡化したＨｉｓ　ＴｒａｐＴＭ

ＨＰ（５ｍＬ）（ＧＥ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ）に適用した。標的タンパク質（ＲｃｈＣ
ｄｐ１）を、０～２５０ｍＭイミダゾール／平衡化バッファの直線勾配を用いてカラムか
ら溶出させた。標的タンパク質を含む画分をプールし、１０Ｋ　Ａｍｉｃｏｎ　Ｕｌｔｒ
ａデバイスを用いて濃縮および平硬化バッファとの交換を行い、使用するまで４０％グリ
セロール中に－２０℃で貯蔵した。
【０２４７】
（上記で分離した）ＲｃｈＣｄｐ１の活性を、１０ｍＭ　Ｇ－１－Ｐ（Ｓｉｇｍａ　Ｇ７
０００、α－Ｄ－グルコース１－リン酸二ナトリウム水和物）および５ｍＭセロビオース
（Ｓｉｇｍａ　Ｃ７２５２、Ｄ－（＋）－セロビオース）を基質として用いて測定した。
測定は、２５ｍＭトリス－ＨＣｌバッファ、ｐＨ７．０中、３７℃、１０分間で行った。
酵素反応物からのリンの放出を、ＰｉＢｌｕｅＴＭ試薬（ＢｉｏＡｓｓａｙ　Ｓｙｓｔｅ
ｍｓ、ＵＳ）により定量した。セロデキストリンホスホリラーゼ活性１単位を、測定条件
下で１分当たりに無機リン１μｍｏｌを放出する酵素の量と定義した。分離したＲｃｈＣ
ｄｐ１の比活性は、１５．４単位／ｍｇと決定された。この観察に基づき、ＲｃｈＣｄｐ
１は、グリコシルヒドラーゼファミリー（ＧＨ９４、ＣＡＺｙ番号）に属するセロデキス
トリンホスホリラーゼ（ＥＣ２．４．１．４９）であると決定された。
【０２４８】
　このように、配列番号６を含む酵素（ＲｃｈＣｄｐ１）が発現し、分離され、およびセ
ロデキストリンホスホリラーゼ活性を有することが示された。
【０２４９】
実施例３
低分子量の不溶性セルロースを製造するためのビブリオ・ルバー（Ｖ．ｒｕｂｅｒ）セロ
デキストリンホスホリラーゼおよびルミノコッカス・チャンパネレンス（Ｒ．ｃｈａｍｐ
ａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）セロデキストリンホスホリラーゼの使用
　この実施例は、Ｇ－１－Ｐおよびセロデキストリンを含む反応物に適用した場合におけ
る、セルロースを製造するための実施例１および２に記載のセロデキストリンホスホリラ
ーゼの使用を記載する。
【０２５０】
　ビブリオ・ルバー（Ｖ．ｒｕｂｅｒ）セロデキストリンホスホリラーゼ（ＶｒｕＣｄｐ
１、実施例１を参照））の存在下、Ｇ－１－Ｐおよびセロビオースを含む反応物は、不溶
性多糖類を生成した。十分に解析できるだけの不溶性多糖類を生成するために、Ｇ－１－
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．４単位）を、２５ｍＭトリスバッファｐＨ７．０、８０ｍＬを含有するガラス瓶に添加
することにより、規模を大きくした反応を行った。反応物を終夜、３７℃でインキュベー
トした。３０００ｒｐｍで２０分間、遠心分離して、不溶性多糖類生成物を回収した。こ
の材料が低分子量セルロースであることが決定された（下記の実施例４を参照）。
【０２５１】
　ルミノコッカス・チャンパネレンス（Ｒ．ｃｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）セロデキ
ストリンホスホリラーゼ（ＲｃｈＣｄｐ１、実施例２を参照））の存在下、Ｇ－１－Ｐお
よびセロビオースを含む反応物は、不溶性多糖類を生成した。十分に解析できるだけの不
溶性多糖類を生成するために、Ｇ－１－Ｐ　１ｇ、セロビオース０．２５ｇ、および分離
したＲｃｈＣｄｐ１　４００μｇ（～６．２単位）を、２５ｍＭトリスバッファｐＨ７．
０、８０ｍＬを含有するガラス瓶に添加することにより、規模を大きくした反応を行った
。反応物を終夜、３７℃でインキュベートした。３０００ｒｐｍで２０分間、遠心分離し
て、不溶性多糖類生成物を回収した。この材料が低分子量セルロースであることが決定さ
れた（下記の実施例４を参照）。
【０２５２】
　このように、配列番号２（ＶｒｕＣｄｐ１）または配列番号６（ＲｃｈＣｄｐ１）を含
む酵素は、Ｇ－１－Ｐおよびセロデキストリン（例えば、セロビオース）基質を含む反応
物として提供された場合、低分子量の不溶性セルロースを生成する。これらの酵素がこの
特定のセルロース合成活性を有することは、同様に発現し解析した他の１６種のセロデキ
ストリンホスホリラーゼがこのような能力を有しなかったことを考慮すると（データは示
さず）、注目すべきことである。
【０２５３】
実施例４
ビブリオ・ルバー（Ｖ．ｒｕｂｅｒ）およびルミノコッカス・チャンパネレンス（Ｒ．ｃ
ｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）セロデキストリンホスホリラーゼにより生成された不溶
性多糖類の解析
　この実施例は、実施例３に記載の反応で得られた不溶性多糖類生成物の種々の解析を記
載する。これらの解析は、生成物が低分子量の不溶性セルロースを含むことを示す。
【０２５４】
　ビブリオ・ルバー（Ｖ．ｒｕｂｅｒ）およびルミノコッカス・チャンパネレンス（Ｒ．
ｃｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）セロデキストリンホスホリラーゼにより生成された不
溶性物質（実施例３）について、１Ｈ－ＮＭＲ解析を行った。簡単に記載すると、各試料
１３．８ｍｇを６０℃で１時間撹拌することにより、０．８ｍｌのＤＭＳＯ－ｄ６、３ｗ
ｔ％ＬｉＣｌに溶解した。溶解した試料について、５－ｍｍ　ＣＰＣ　Ｑ１クライオプロ
ーブを備えたＡＶＡＮＣＥ　ＩＩＩ　ＨＤ　ＮＭＲデバイスを用いてＮＭＲを測定した。
この解析により不溶性物質がセルロースに特有の結合であるベータ－１，４結合を有する
ポリマーであることが示された。したがって、ビブリオ・ルバー（Ｖ．ｒｕｂｅｒ）およ
びルミノコッカス・チャンパネレンス（Ｒ．ｃｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）のセロデ
キストリンホスホリラーゼによって生成された不溶性物質はセルロースを含む。
【０２５５】
　各不溶性セルロースをさらに、トリプル検出器ＳＥＣ（サイズ排除クロマトグラフィー
）により分析して、分子量（Ｍｗ）を決定した。簡単に記載すると、各試料をＤＭＳＯ、
２ｗｔ％ＬｉＣｌ中に０．１～０．３ｗｔ％濃度で溶解し、ＳＥＣにかけた。各試料のＭ

ｗは、約３～４ｋＤａ（ＤＰｗ～１８～２４）であることがわかった（表２）。
【０２５６】
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【表２】

【０２５７】
　このように、ＲｃｈＣｄｐ１酵素およびＶｒｕＣｄｐ１酵素それぞれによって生成され
たセルロース試料は、綿、木材パルプおよび微生物源から得られるセルロースに比べ、は
るかに低分子量であった。
【０２５８】
　低分子量セルロース試料は、ＤＭＳＯ／ＬｉＣｌ（上記ＳＥＣ分析用に提供される調製
物）およびＤＭＡｃ／ＬｉＣｌ（５ｗｔ％ＬｉＣｌ（ＤＭＡｃ中））に室温で容易に溶解
することができ、また濾過することができる。例えば、木材パルプから得られるセルロー
スは、通常、ＤＭＳＯ／ＬｉＣｌに溶解せず、またＤＭＡｃ／ＬｉＣｌに溶解させるため
には高い温度（例えば、約１００℃）および時間（例えば、１日以上）を必要とするため
、これは注目すべきことである。各試料の粘度計による観察には明確なピークがあるため
（データは示さず）、酵素により製造される低分子量のセルロース分子は、剛性ロッドと
して挙動する。
【０２５９】
　アズメイド（ａｓ－ｍａｄｅ）（実施例３に記載のように生成され、水中で貯蔵されて
いるが、乾燥していない）で、乾燥したセルロース材料（ＲｃｈＣｄｐ１酵素およびＶｒ
ｕＣｄｐ１酵素により生成）はいずれも、広角Ｘ線散乱法（ＷＡＸＳ）による分析で、セ
ルロースの最も安定した結晶型であるセルロースＩＩ型結晶を示す反射を示した。酵素に
よる生成後のアズメイド試料は多量の水中で提供される（ＲｃｈＣｄｐ１酵素およびＶｒ
ｕＣｄｐ１酵素によるセルロース生成物でそれぞれ９８．５ｗｔ％および９７．５ｗｔ％
）が、水の広い非晶質回折に重なって、明瞭な反射が依然として観察されたことは注目す
べきことである。セルロースＩＩ型はある化学的プロセス工程（例えば、マーセル化、誘
導体化（その後に非誘導体化セルロースの回収が行われる））の後に得られると考えられ
ることから、このセルロースＩＩ型構造の観察は興味深いことである（Ｋｒｏｏｎ－Ｂａ
ｔｅｎｂｕｒｇ　ａｎｄ　Ｋｒｏｏｎ，Ｇｌｙｃｏｃｏｎｊｕｇａｔｅ　Ｊ．１４：６７
７－６９０）。対照的に、本実施例は、ＲｃｈＣｄｐ１酵素およびＶｒｕＣｄｐ１酵素を
含む反応物において直接生成されるセルロースが、合成後にいかなる化学処理も行わずと
も、セルロースＩＩ型結晶構造を有することを示している。
【０２６０】
　ＲｃｈＣｄｐ１酵素およびＶｒｕＣｄｐ１酵素によって合成された不溶性セルロースの
コロイド分散液を乾燥させることによって作られた薄膜を、原子間力顕微鏡（ＡＦＭ）を
使用して解析した。簡単に記載すると、不溶性セルロースの～２ｗｔ％分散液を、３－ｍ
ｉｌ厚のブレードコータを用いてキャストして膜を製膜した。室温でコーティングした湿
った膜からゆっくりと水分を蒸散させ乾燥した。乾燥したコーティングの原子間力顕微鏡
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（ＡＦＭ）解析（図１Ａおよび１Ｂ）により、約５ｍｍの均一性の高い厚みと数百ナノメ
ータの幅を有する特有の形態を有するシートであることが示された。そのような２次元の
グラフェン様セルロースコーティングは、これまでに示されていないと考えられる。それ
どころか、通常、ナノ結晶セルロースおよび微生物源由来セルロースなどのセルロース材
料は、ロッド用コロイドを形成し、２次元のフレーク様構造を形成しない。フレーク様２
次元構造は多くの利点を有すると考えられる。例えば、そのような構造特性を有するセル
ロース材料は、おそらく優れた酸素および／または水のバリア性を有しているであろう。
さらに、本明細書に示すセルロース材料の高結晶性は、従来の熱可塑性ポリマーの機械的
特性を高めるであろう。
【０２６１】
　上で調製された不溶性セルロースのコロイド分散液は容易に塗布することができ、透明
な連続膜を形成することができるであろう。そのような膜は、粗さが約３００ｎｍで、１
～２ミクロンの非常に薄い厚さを有した（データは示さず）。したがって、本明細書に示
されるこの低分子量の不溶性セルロース材料は、多くの用途を可能にする水性コーティン
グ系に有用であると考えられる。そのような用途の例としては、プラスチックを包装する
酸素バリア膜および水蒸気バリア膜、ならびに製品の保存期間を延ばす果物および野菜に
適用する食用のコーティングなどが挙げられる。さらに、開示されるコーティングは、種
子のコーティング用途、および医薬組成物の活性成分の放出に有用であり得る。
【０２６２】
　ＲｃｈＣｄｐ１酵素およびＶｒｕＣｄｐ１酵素のいずれかで合成された不溶性セルロー
スを１．７～２．５重量含有するコロイド水分散液の粘度を分析した。簡単に記載すると
、ブルックフィールドレオメータ―を使用して、粘度対剪断速度データを得、その曲線か
ら剪断速度１０（１／ｓ）の粘度を求めた。コロイド分散液は両方とも、水の粘度の１０
０００倍という高い粘度を示すことがわかった（図２）。また、分散液はずり減粘挙動（
粘度が剪断速度の関数として減少する）を示した。その挙動は多くの増粘化用途で所望さ
れているものである。各不溶性セルロース試料が低ＤＰｗ（ＤＰｗが２５未満、表２）で
あることを考慮すると、そのような高レベルの粘度が得られたことは注目すべきことであ
る。実際、商業的に入手可能なカルボキシメチルセルロース（水溶性）では、水中粘度を
、本明細書に提示の不溶性セルロースを使用した場合に観察される粘度と同じ程度まで増
大させるために、ＤＰｗ（約１０００以上）を大きく増大させる必要があった（図３）。
【０２６３】
　このように、ビブリオ・ルバー（Ｖ．ｒｕｂｅｒ）およびルミノコッカス・チャンパネ
レンス（Ｒ．ｃｈａｍｐａｎｅｌｌｅｎｓｉｓ）のセロデキストリンホスホリラーゼによ
って生成された不溶性多糖類物質は低分子量の不溶性セルロースを含む。このセルロース
は、約１８～２４のＤＰｗを有し、セルロースＩＩ型結晶構造を示す。セルロースＩＩ型
結晶構造は、マーセル化、誘導体化／非誘導体化処理などの化学的プロセスの結果ではな
く、むしろ、不溶性セルロース材料を特徴付けるものである。なぜなら、それが酵素によ
り直接生成されているからである。本明細書に示された不溶性セルロースの特有の特性は
、粘度およびレオロジーの変性用途、ならびに膜／バリア用途における使用など、この材
料に汎用性を付与するものである。
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